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１．はじめに

　私は、秋田市土崎に生まれ高校時代まです
ごした。大学卒業後文部省に奉職し、退官後
は東京国立博物館を経て現在は新国立劇場運
営財団に勤務している。教育行政や社会教
育・文化施設の運営に長く関わってきた。
　これまでを振り返ると本当に多くの方々に
お世話になりご指導をいただいた。幼少時か
ら両親に深い愛情を注いでいただき、また土
崎の町の人たちに大変お世話になった。幼稚
園、小・中・高校では、担任の先生はもとよ
り素晴らしい校長先生方の馨咳に接すること
ができ、そうした感激を今日まで持ってすご
すことができたのは大変幸運であったと感謝
している。
　人の生涯を「教育の場」からみてみると、
大きく、①家庭教育、②社会教育、③学校教
育の三つの場がある。本稿では私自身の体験
も交えながら、家庭教育、社会教育、学校教
育の意義や特質、留意しておきたい諸点につ
いて私なりの考えを申し述べてみたい。

２．家庭教育の根底にあるもの

　胎教、そして生まれてすぐ始まる家庭教育。
家庭で私たちは多くのことを学ぶ。家庭教育
は教育の原点と言われる。教育の根本理念を

定めた教育基本法では「父母その他の保護者
は、子の教育について第一義的な責任を有す
るものであって、生活のために必要な習慣を
身に付けさせるとともに、自立心を育成し、
心身の調和のとれた発達を図るよう努めるも
のとする」（第10条）とあり、家庭教育が非
常に大切な教育の場であることを明示してい
る。
　18世紀後半から19世紀にかけてヨーロッパ
で活躍したスイスの教育学者ペスタロッチは、
家庭教育を受けられない孤児の教育の実践に
あたった。その際、ペスタロッチは「学校を
家庭の居間の雰囲気で満たせ」と語ったこと
でよく知られている。これは、教育の原点は
家庭教育であり、家庭には居間があり、居間
の暖炉の脇にはお母さんがいて、お母さんは
編物や食事の仕度をしながら子どもたちを見
守っている。その母の深い愛に包まれて、子
どもたちは居間で遊んだり、読書をしたり、
勉強したりして成長する。
　そうした家庭の味を味わえない孤児達にも
親の愛、家庭の味が感じられるような教育を
しなければならない。この愛こそが教育の原
点であるというのがペスタロッチの考え方で
あった。
　特に、幼児期・児童期は、生涯にわたる人
格形成の基礎を培う重要な時期であり、家庭
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教育の役割はまことに大きなものがある。
　子どもは、親、保護者の愛に包まれて成長
する。実は教育は親になるための教育から始
まるのである。

３．私の受けた家庭教育

　私は昭和24年（1949年）生まれで、小学校
入学は昭和31年（1956年）である。ごく大雑
把に言うと、戦後、団塊の世代の一員として
生まれ、昭和30年代、日本が復興を果たし高
度経済成長を謳歌する頃小・中学校時代をす
ごし、そのひずみが徐々に表れ学生運動、学
園紛争が盛り上がりを見せる頃高校・大学時
代をすごしたことになる。
　子どもの頃の社会のキーワードは戦前への
反省から平和、文化、民主主義、自由、平等
などになろうか。
　皆まだ貧しく小学校低学年頃までは家庭に
テレビもなく放課後はもっぱら外遊びの時代
であった。
　そうした時代の子どもと現代の子どもと比
較することは実はあまり意味がないかもしれ
ないが、私は子どもはいつだって今生きてい
る時が最高だと思えるように、そして明日は
その最高の今日よりもっといい日になると思
えるように育てたいと思う。
　私は、あの戦後の時代を生きて、私たちは
戦争を知らない世代で良かった、私たち世代
もその後の世代も戦争のない平和な時代を生
きてほしいと子ども心に思ったものである。
　私たちの親の世代（大正後半から昭和の初
めに生れた世代）は、青春時代が戦争であっ
た。戦禍が広がる前の親たちの戦前の少年少
女時代は戦後の時代よりはむしろ豊かで楽し
い思い出が多かったとはよく親の語っていた

ことである。
　しかし、父は学徒出陣となり外地に駐屯し、
命からがら復員した。母は昭和20年８月14日
夜半、秋田市土崎で日本最後の空襲にあって
いる。
　私を含む４人兄弟はそういう両親の下に生
まれた。だから平和で自由で民主的な世の中
を願う両親の下私たちの家庭は自由で明るい
雰囲気で満たされていた。
　平和で民主的な社会、自由にものの言える、
自由に生き方を考え選択できる社会。両親は
子どもにレールを敷くことはせず、各人の意
思により各々の道を選択することを望んだよ
うだ。
　我が家は、両親、私たち４人兄弟に加え、
「おじじ、おばば」「ばばはん」と呼ばれた
祖父母、曾祖母がおり、さらに「おじちゃ
ん」や若い衆など大勢の人たちが一緒に暮ら
していた。
　父は、夕食を定刻に皆で一緒に食べること
を原則とし、毎日にぎやかな食事となった。
両親や祖父母たち大人は子どもたちがこもご
も語る学校やその日の出来ごとを楽しそうに
聞いてくれた。いつも笑いが絶えず楽しい時
間だった。夕食後は逆に、子どもたちが、父
や祖父の話を聞かされた。
　父は、橘曙覧の「独楽吟」にある「楽しみ
は妻子むつまじくうちつどひ頭ならべて物を
くう時」の心境だったのかもしれない。
　父は学業を大切にした人で、終生書斎の人
であり、思索を好んだ。「雨が降っても、槍
が降っても、学校は休むな」が口ぐせであっ
た。出征のため学業を途中であきらめたこと
への思いがあったのだと思う。
　母はとてもやさしい人で、戒名に「慈愛
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院」と付けていただいたほど、誰からも慕わ
れた人だった。母の口から「勉強しなさい」
のことばを聞いたことは一度もなかった。
　中学の時、道徳の時間に珍しく宿題が出た。
「両親との間に生活信条を三つ約束してそれ
を次回までに書いてきなさい」というもので
あった。夕食の時その話をすると、二人とも
「自分で考え、それを見せなさい。」という
返事であった。
　私は、いろいろ考えて①体を大切にする、
②弱い者いじめをしない、③体に障害のある
人の手助けをする、の３点を両親に示した。
父は、相手の人格を尊重し、相手の気持ちに
なって考え、行動することが大切だ、とだけ
話して、承認してくれた。この３点は今日ま
で私の信条「我が家の三か条」のようになっ
ている。
　家庭教育の様相は各家庭で様々であろう。
ただ家庭教育の結果は生涯残る。国や地方公
共団体は親や保護者に対する学習機会や情報
の提供、各家庭の子育てや教育の相談に応ず
る体制の整備など家庭教育を支援する施策の
充実に努めることが必要である。

４．社会教育の要諦

　私たちは生まれると同時に、家庭のみなら
ず、世間・社会との関わりが生じる。それは
産院であり、親族であり、地域社会であり、
様々なメディアである。世間・社会があると
ころに私たちは生まれてくるのである。社会
教育もまた生まれた時からはじまっている。
　教育基本法では、社会教育は「個人の要望
や社会の要請にこたえ、社会において行われ
る教育」であり「国及び地方公共団体によっ
て奨励されなければならない」（第12条）と

している。そして社会教育について具体的に
定めた社会教育法第２条では、社会教育は
「学校の教育課程として行われる教育活動を
除き、主として青少年及び成人に対して行わ
れる組織的な教育活動（体育及びレクリエー
ションを含む）」とされている。さらに、地
方教育行政組織法では教育委員会が「青少年
教育、女性教育及び公民館の事業その他社会
教育に関すること」を管理し、執行すること
とされている。（第21条）
　このように社会教育は私たちにとって身近
な教育の機会・場である。事実私たちのまわ
りには、教育委員会が運営する公民館、図書
館、博物館などの社会教育施設での活動をは
じめ、各種の社会教育団体（ＰＴＡ、青年団、
子ども会、ボーイスカウト、ガールスカウト、
女性団体、老人クラブ等）の活動がある。さ
らに、首長部局、企業、職場、カルチャース
クール、大学、専門学校、ＮＰＯ、新聞、テ
レビ、雑誌等のマスメディア、インターネッ
ト・ＳＮＳなど多様な主体が様々な社会教育
を展開している。
　私の子どものときは子ども会活動が盛んで
あり、夏休みなど長期休みの前には「町内会
別児童会」が開かれ、ボランティアの世話人
の指導の下、朝のラジオ体操、清掃活動、映
画会、海水浴、町内対抗運動会などの諸活動
が実施された。
　社会教育の要諦は、個人の要望と社会の要
請に応じた教育という点にある。すなわち青
少年期や成人においては、こんなことを学び
たいという個々人の自発的、内発的な学習意
欲を大切にするとともに、一方で社会の現代
的な課題、SDGs、防災をはじめとする地球
規模の課題や地域の課題について学べるよう
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にする必要がある。
　私が敬愛する河合隼雄元文化庁長官は、社
会教育・生涯学習には三つのポイントがある
とよくお話されていた。それは、一つ目は、
よき先生、よき指導者について学ぶ、二つ目
は仲間ともに学ぶ、三つ目は何よりも自分の
興味関心のあるやりたいことを学ぶのが大切
だということである。
　河合先生ご自身は60歳をすぎてから、先生
について仲間の方々とともに、かねてからや
りたいと思っていたフルートの演奏を勉強さ
れた。亡くなられた後ご自宅を訪れると居間
のピアノの上に生前使われていたフルートが
ひとつ置かれていた。
　私は60歳で書道を習い始めた。博物館の書
跡担当の学芸員が先生の職場のサークルで、
念願だった書を習うことはとても楽しいもの
であった。勿論字はさほど上達しなかったが。
　私たちは生涯社会教育の場で生きていくこ
とになる。特に私を含めサラリーマンだった
ものにとっては、退職後は「地域で生きてい
く」ことになる訳で、地域での社会教育の機
会を得ることは人生を豊かにする重要な要因
となる。

５．学校教育の重要性

　学校教育は家庭教育、社会教育とは異なり、
義務教育の時期は共通であるがその後人によ
り高等学校、大学、さらに大学院へと進学す
るなど学びの時期は異なっている。ただ、多
くの人が人生の前半期、幼児期から青年期ま
で学校に在籍する、つまり学校教育の場にあ
るのが現代である。
　教育基本法では、学校は、公の性質を有す
るもので、設置者は国、地方公共団体及び法

律に定める法人に限定され、「教育を受ける
ものの心身の発達に応じて、体系的な教育が
組織的に行われなければならない」と規定し
てる（第６条）。
　学校教育の成果は、国の成長発展にも大き
く関わる。我が国でも高度経済成長期は、国
の繁栄の基礎は教育特に学校教育の機会均等、
教育水準の向上にあると言われ、逆に平成以
降の我が国経済の低成長や社会問題は、いわ
ゆるゆとり教育などの学校教育にも一因があ
るのではとの議論が交わされた。
　確かに学校教育の成果は社会発展の大きな
要因となる。一人一人にとっても、自分が受
けた学校教育へのよき思い出がその後の人生
の支えともなる。一方で、学校教育に複雑な
思いを持つ人も多い。
　在学中、先生や在校生との間に良好な関係
にあり、学校生活に良い思い出を持てるよう
な教育環境をつくり出したいものである。

６．学校教育の特質

　子どもの時の記憶、思い出は私たちが考え
る以上に、それぞれの人の心に残る。楽しか
ったこと、うれしかったことは、勿論、悲し
かったこと、つらかったこと、恥ずかしかっ
たこと、怖かったことなどはより強く私たち
の心に残る。人は忘れられない様々な記憶思
いを持って生きていく。
　学校教育ではよく、知・徳・体の調和のと
れた発達を促す教育、知・情・意といった人
間にとって大切な資質・能力を伸ばす教育が
重要であると言われる。
　ここで、学校教育の時期が、子どもたちが
初めて、父母などの家庭の大人や近所の大人
以外の大人（つまり教師）や、兄弟や親戚な
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どの子ども以外の子ども（つまり同級生な
ど）と長時間一つの場所で濃密にすごす経験
であることを考える必要がある。つまり、初
めて世間、社会と真向かう場が学校である。
　初めて出会う他人の大人である教師、初め
て出会う他人である子ども、すなわち同級生
や上級生、下級生の存在はまことに大きいも
のがある。
　小中学校における道徳教育の指導内容は４
つの観点に整理されている。すなわち、①自
分自身に関すること、②他人や集団との関わ
りに関すること、③社会との関わりに関する
こと、④自然や崇高な物との関わりに関する
こと、の４観点である。
　この４観点は平成元年の学習指導要領から
示されているが、各観点の指導項目は子ども
の発達段階に応じた道徳的課題となっている。
　教育基本法は「教育の目的」を「人格の完
成」と「心身ともに健康な国民の育成」とし
たうえで、その目的実現のため、子どもたち
に身に付けさせたい、養いたい資質能力を
「教育の目標」として５項目示し、その達成
を目指した教育を求めている。
　この教育の目標の構造も、①知育、徳育、
体育の各側面で子どもたちの資質能力の伸長
を図ること、②自主自立の精神の函養など子
どもたち自身の可能性をひめた資質能力の伸
長を図ること、③他人や集団の中で自他の敬
愛と互いの協力を重んじ、さらに主体的に社
会の形成に参画する態度を養うこと、④生命
を尊び自然を大切にし、⑤我が国や郷土を愛
し、国際社会の平和と発展に寄する態度を培
うことの５点からなっている。
　この教育の目標と道徳教育の観点及び指導
項目を対比すれば、自ずと学校教育の特質が

明らかになってくる。
　すなわち、幼少期から青年期にかけての学
校教育は、子どもたちが様々な学びを通して
自主自立の精神を養いつつ他人や集団、社会
の中でどのように生きていくかを学びとらせ
るところに特質がある。
　その意味で「他人の大人」「集団、社会の
一員である大人」である教師の果たす役割は
極めて大きい。教育は究極的には自己教育力
の育成に狙いがあるとしても、成長期発達途
上にある子どもたちにとって教師の指導力、
専門性と人間性の与える影響は計りしれない
ものがある。
　私自身は、小学校時の学級担任は、１，２
年生が高橋恒夫先生、３年生から６年生まで
が小林一彦先生であった。お二人の先生はと
ても明るく親しみやすい先生で、わけへだて
なく子どもたちに接してくださった。お二人
とも教え込みではなく校外学習、調べ学習、
体験学習などの手法を取り入れ、子どもたち
にも発表させる場面をたくさんつくるなど、
いつも楽しい授業であった。教室の後には先
生の事務机があり、休み時間や放課後は先生
の机をとりかこんで皆でおしゃべりをしたの
も懐かしい思い出である。
　子どもは先生とお話したいのである。先生
のお話も聞きたい、それ以上に先生に話を聞
いてもらいたいのである。子どもは先生との
対話を通じて成長していく。
　学校教育では知識技能を身に着けることは
勿論重要である。同時に、特に初等中等教育
段階では、自己の確立（自主自立の精神を養
うこと）、他人や集団とかかわり、社会の中
で生きていくということをしっかりと学ぶこ
とが大切である。
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　その意味からも私は初等中等教育段階では
そういった指導を行う教員に優れた人材を確
保し十分に教育活動を展開できるようにする
ことが教育施策の基本であると考える。幼児
教育そして義務教育である小中学校教育にい
かに人材を得ることができるか。学校教育の
成否はその点にかかっているといっても過言
ではない。

７．おわりに

　人は教育によって人間となる。家庭教育、
社会教育、学校教育という三つの教育の場を
通じ人は生涯学ぶ。生涯学習である。
　三つの教育の場それぞれの環境の整備をさ
らに進めたい。
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特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

「試行錯誤で拓く　新たな学びの創造」

佐藤　幸江
放送大学客員教授・元金沢星稜大学 教授

１．はじめに

　「GIGAスクール構想の実現」（文部科学
省 2020）の下、「誰一人取り残すことのな
い公正に個別最適化され、創造性を育む学
び」の実現をめざし、これまで教室の一歩手
前で足踏みしていた１人１台端末環境が、学
校教育現場に足を踏み入れてから２年が経過
する。その間、学校教育現場はコロナ禍に見
舞われ、学習指導要領の全面実施の時期とも

重なり、大いに混乱し疲弊している状況が見
える。
　一方で、「日本型教育～知・徳・体のバラ
ンスの取れた人間性を育む教育～」として、
海外では規律や協調性を重視する日本型教育
を取り入れる動きがあると言う。＜図１＞は、
文部科学省 日本型教育の海外展開推進事業
（EDU-Portニッポン）のパンフレットであ
る。

＜図１：海外向けに日本の小学校教育が紹介されているパンフレット＞※（１）
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「試行錯誤で拓く　新たな学びの創造」

　ここでは、日本型教育のよさが、以下のように紹介されている。

　このように、日本型教育を誇らしく推進し
てきた学校教育現場に、突然降ってきた感の
あるGIGAスクール構想の実現である。学校
教育現場が、混乱し疲弊するのも当然といえ
ば当然の話である。
　ただし、集団の一員としての協調性など非
認知的能力を育むのに適しているとされる教
育活動には、児童生徒を集団としてコントロ
ールし、過度の同調性を要求する雰囲気が生
まれる。画一化し、教師が手取り足取りする
指導は、学習者の主体性を奪うマイナスの側
面がある。コロナ禍で集団指導ができなくな
ったことで、その課題がより可視化された。
さらには、教員の多忙化、社会経済的要因に
よる学力・学習意欲の格差等々、深刻な問題
も見えてきている。
　学校も教師も、混乱が落ち着けば、今は、
これらの問題から目を背けていられない状況
にあり、解決策が必要なことへの理解が進ん
でいくことであろう。
　本稿では、これまでの日本型教育の課題を
乗り越えていく１つの契機として、GIGAス

クール構想を捉え、今後、学校教育現場が、
誇りと元気を取り戻す方策を模索したいと考
えている。

　 ２．誇りと元気を取り戻すための 　
「３つの取組」の提案

（１）「GIGAスクール構想」のめざすとこ
ろの共通理解

　「GIGAスクール構想」の目標が、「１人
１台」と「高速ネットワーク」の整備である
と、学校教育現場では捉えられている向きが
ある。GIGAとは「Global and Innovation 
Gateway for All」の頭文字を略したもので、
「誰一人取り残すことのない公正に個別最適
化され、創造性を育む学び」の実現であり、
20世紀の学びが目指していたのとは、大きく
異なっていることを共通理解する必要がある。
　GIGAスクール構想の実現には、「目指す
べき次世代の学校・教育現場」として、次の
５点が示されている。

●規律や協調性を重視
　規則正しい時間割の下、特別活動（掃除や運動会）など諸外国に存在しない教育活動が紹
介されている。背景として、『非認知的能力』への世界的な関心が、「規律ある生活習慣」
を育む日本の教育への注目を生んでいると考えられる。
●誰にでも平等
　日本の学校教育は、どのような成績の学習者であっても平等に扱うという考え方。そこに
は、底上げのための標準化された教科書等の良質なコンテンツの存在も欠かせないものであ
る。
●丁寧に教える教師
　日本の学校の教師はしっかりと学習者を見て、丁寧に指導する。また、子どもが学校にい
る間の安全を守るだけではなく、学校は、学習面以外でも子どもを育てる場であるという考
え方。そこには、教師の不断の研究や継続工夫されてきた活動の成果があるのである。
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特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

　「整備が終わったから」「一応、教師も教
えられるようになったし、学習者も使えるよ
うになったから、もう、ここでGIGAが完
了」ではないことを、共通理解したい。
　ただし、学校教育現場で、一挙にこの視点
にいくのは現状を鑑みて困難が多い。環境が
整備されたからといって、すぐに「新しい学
び」がはじまるわけではない。学習者１人１
台の授業をやったことがない不安を、教師も
学習者もどう解決していくかという次への取
組が必要となる。 

（２）試行錯誤で「授業研究」
　教師による「授業研究」は、国際的に知ら
れているところであり、日本の教育水準の高
さを支えてきたものと考えられている。１人
１台端末の活用が、その「授業研究」への意
欲を削ぐものになってはならない。これから
も、それぞれの専門性を生かし対話を重ね、
失敗を共有し、Good Practiceを蓄積してい
くことが重要である。そこに、１人１台端末
環境が当たり前にある状況なのである。

１．学びにおける時間・距離などの制約を取り払う～遠隔・オンライン教育の実施～
２．個別に最適で効果的な学びや支援～個々の子供の状況を客観的・継続的に把握・共有～
３．プロジェクト型学習を通じて創造性を育む～文理分断の脱却とPBLによるSTEAM教育
の実現～

４．校務の効率化 ～学校における事務を迅速かつ便利、効率的に～
５．学びの知見の共有や生成 ～教師の経験知と科学的視点のベストミックス（EBPMの促
進）～

＜図２：StuDX StyleのWebサイトの内容＞※（２）
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「試行錯誤で拓く　新たな学びの創造」

　文部科学省では、１人１台端末の利活用を
スタートさせる全国の教育委員会・学校に対
する支援を展開するために、｢すぐにでも｣｢
どの教科でも｣｢誰でも｣活かせる１人１台端
末の活用方法に関する優良事例や本格始動に
向けた対応事例などの情報発信の場として
「StuDX Style（スタディエックス　スタイ
ル）」という＜図２＞にあるようなWebサ
イトを立ち上げて、情報共有を試みている。
　筆者は、年間、多くの学校の様子や授業を
参観させていただいているが、GIGA２年目
には、「教科の指導」に使う学校も多くなっ
た。学習者も使い方を習得し、短時間に準備
をすることができるようになった。しかし、
先生が「使いましょう」というのを待ってい
るという様子をよく参観した。そして、先生
が既習事項を拡大提示装置等で確認し、本時
の課題を提示する。「では、やってみましょ
う」ということで徐にタブレット端末を開く。
時間が来たら「そろそろ発表してもらいまし
ょう」というので、手を挙げた子の指名をす
る。学習支援システムがあれば、指名された
学習者の画面を共有しながら話を聞く、とい
う授業である。確かに、タブレット端末は使
われている、これまでの教師主導の一斉指導
の流れと変わっていない。
　ここからが、正念場であると感じている。
学習指導要領で示されている「主体的・対話
的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）
が生み出す学びを再確認したい。学習指導要
領の解説で「主体的・対話的で深い学び」と
は、「解き方があらかじめ定まった問題を効
率的に解いたり、定められた手続を効率的に
こなしたりすることにとどまらず、直面する
様々な変化を柔軟に受け止め、感性を豊かに

働かせながら、どのような未来を創っていく
のか、どのように社会や人生をよりよいもの
にしていくのかを考え、主体的に学び続けて
自ら能力を引き出し、自分なりに試行錯誤し
たり、多様な他者と協働したりして、新たな
価値を生み出していくために必要な力を身に
付け、子どもたち一人一人が、予測できない
変化に受け身で対処するのではなく、主体的
に向き合って関わり合い、その過程を通して、
自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福
な人生の創り手となっていけるようにするこ
とが重要である」としている。また、先にあ
げたGIGAスクール構想では、「オンライン
教育」「個別に最適で効果的な学び」「プロ
ジェクト型学習（PBL）」「STEAM教育」
「EBPM（客観的な根拠を重視した教育政
策）の促進」など掲げられている。これまで
の没個性で画一化された学びからの転換を、
いかに学校や教師が図れるかである。
　その１つの方策として、学習者用デジタル
教科書活用事例を紹介したい。国語は、小学
校の中で一番授業時数が多い教科である。そ
の教科で、次のような学習者主体の授業づく
りの試みが始まっている。
　文部科学省のガイドラインに、デジタル教
科書と一体的に使用することで効果が期待で
きるデジタル教材の１つとして「教科書の文
章や図表等を抜き出して活用するツール」が
例示された。このツールに当たる「マイ黒板
（「国語デジタル教科書・教材」（光村図書
出版）に収録）」という機能がある。「マイ
黒板」は、学習者が、抜き出したいキーワー
ドやキーセンテンスをなぞることで、それら
がカード化される。＜図３＞にあるように、
学習者によって抜き出す言葉や文は異なるの
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特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

で、その画面を見せ合うと対話が起こる。そ
の学習場面を大事に、教師は「個の学び→ペ
アの学び→全体の学び→個の学び」の授業設
計を行っていた。個人で作成した画面は不完
全で未完成なものにならざるを得ない。対話
を通して個人の気付きが広がり、ペアや全体
の学びで、読みの視点が整理されていく。対

話を通して得られた、新たな気付きを手がか
りにして自分の読みを再構成し、理解を深め
るという授業である。これまでのように、教
師が指名した学習者の言葉を取り上げ、教師
が整理して板書。それを他の学習者が丁寧に
ノートや学習シートに視写していくという、
画一化された授業とは明らかに違う。 

 　授業づくりの視点を「教師」から「学習
者がどう学んでいるか」という視点に変え、
様々なアイデアを実践してみよう。そして、
そこでは「学習者がどう思考・表現していた
か、ICT環境はそこに寄与していたか」とい
う視点で検討し、うまくいったことだけでは
なくうまくいかなかったことも共有していこ
う。今後は、そういう地道な試行錯誤が重要
となる。
　ただし、学習者主体の授業を実施するには、
今の35人学級では、サイズが大きすぎる。改
正義務教育標準法（公立義務教育諸学校の学
級編制及び教職員定数の標準に関する法律）
が改定されたばかりではあるが、早急に解決
してほしい課題である。

（３）新しい学校文化の形成
　これからの授業は、単なる知識の伝達の場
だけではなく、学習者と教師とで創り出す場
となる。学習者と学習者とが共に学び合い、
新たな知を構築していくという場である。同
時に、学校教育の中心であった授業自体も、
授業外の学びを組み合わせ、一人一人の学び
を保障する必要性も見えてきている。今こそ、
学校教育を21世紀型にする時である。そのた
めには、今までの学校文化を見直し、柔軟性
のあるオーダーメイドのカリキュラム・マネ
ジメントが必要になってくる。　
　ここで、１つのモデルを紹介したい。この
学校は、普通の公立小学校である。しかし、
プログラミング教育を試行したことにより、

＜図３：自分の考えをそれぞれのやり方で整理する＞
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「試行錯誤で拓く　新たな学びの創造」

学習者主体の授業がいかに子どもたちのやる
気を引き出すかを、実感した。そして、それ
によって他の教科への取組も変化したという。
そういう子どもたちの姿を見た先生方が、試
行錯誤しながら、実態と学校教育目標からそ
の学校独自の「コンピテンシー」を設定、２
年かけて学校独自のカリキュラムを作成した。
もちろん、最初の掛け声は、学校長であった。
少子化、高齢化の地域にあって、小さな集団
の中で手取り足取り育てられている子どもた
ち。その子どもたちの消極的な学びの姿勢を
見て、学習者主体の授業づくりを試行できる
プログラミング教育から手をつけていき、３
年間かけてオーダーメイドのカリキュラム・
マネジメントを実施したのである。

<図４：実態と学校教育目標から学校独自の
「コンピテンシー」を導出＞
　学習者自身にも、「自分で学び取る」価値
を実感させたいと、各教科のリーダーを決め
たり、セルフ授業と題して渡りの授業を工夫
したり、授業の事後検討会に子どもたちを参
加させたりと、教師と共に授業を創り出す試
みをしている。これからの授業を転換するに
は、教師だけではなく、学習者の意識を変え
ていくことも重要であることが見えてくる。
　ただし、ここにも課題が見える。校長の在
任期間がほぼ２、３年という慣例である。地

域に根差し、学校を変えていくには、この年
数では少なすぎる。校長がその地域を大事に
思い、ビジョンを持って自校の学校にしてい
くための年月の確保は重要である。

３．終わりに

　高度情報化の社会の変容により、生活は便
利になり、様々な仕事や研究分野でコンピュ
ータが活用されたことで、これまで成し得な
かったイノベーションが日々繰り広げられる
ようになった。今、目の前にいる子どもたち
が社会で活躍する頃には、その発展・進化は
より大きくなると考えられている。これから
の予測困難な時代を生きる子どもたちに必要
な資質・能力を育む上で、１人１台端末環境
は重要な役割を担っていると言える。
　不安と混乱を超えた今、GIGAスクール構
想のめざすところを、再度、共通理解をする
こと、１人１台端末環境を生かしての地道な
「授業研究」を進めること、オーダーメイド
のカリキュラム・マネジメントを行い、新し
い学校文化を形成していくことを提案した。
そこに、専門家と共に問題解決型の研修を実
施したり、教育委員会同士で情報交換したり、
行政が関わって様々な企画を立ち上げたりと、
学校教育現場を取り巻く様々な人々が関わっ
ていくことを期待したい。
　今、未来の学校や授業の「土台」を創る時
である。
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特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

学習者用１人１台情報端末環境における
授業設計を行う上での留意点

中橋　雄
日本大学文理学部教育学科 教授

１．はじめに

　本研究の目的は、学習者用１人１台情報端
末（以下、１人１台端末）環境における授業
設計を行う上で留意すべき点を明らかにする
ことである。
　平成29・30・31年に改訂された学習指導要
領では、「何を学ぶか」だけではなく「何が
できるようになるか」「どのように学ぶか」
を重視した考え方が示されている。育成する
ことを目指す資質・能力は、「実際の社会や
生活で生きて働く知識及び技能」「未知の状
況にも対応できる思考力、判断力、表現力な
ど」「学んだことを人生や社会に生かそうと
する学びに向かう力、人間性など」の３つに
整理された。教師には、「主体的・対話的で
深い学び」を実現するための授業改善が求め
られている（文部科学省　2017）。
　それと関連して、学校の学習環境は大きく
変化している。具体的には、文部科学省
「GIGAスクール構想」に基づいて１人１台
端末と高速インターネットなどの整備と活用
が進められている。図１に示した「令和３年
度学校における教育の情報化の実態等に関す
る調査結果（概要）（令和４年３月１日現
在）［速報値］」によれば、2020年３月に
4.9人という数値だった「教育用コンピュー

タ１台当たりの児童生徒数」は、2022年に
1.4人となった。さらに、2022年には、１人
１台端末の環境を実現できていない地域もあ
るものの、全体平均では0.9人というように
１人１台を超えるまでになった（文部科学省 
2022）。

図１　教育用コンピュータ1台当たりの児童
生徒数（文部科学省 2022）

　それに伴い、転送・分割提示、相互閲覧・
コメント、共同編集などを可能にする授業支
援システムや学習者用デジタル教科書・デジ
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タル教材、AIドリル教材、CBT（Computer 
Based Testing）システムなどの開発・普及
も進められている。地域によっては、常に学
習に活かせるよう端末を家庭に持ち帰る取り
組みも行われている。また、教育データを活
用して授業改善を行う取り組みについても検
討が進められている。
　教育・学習のための道具が変化することは、
単に「教えやすくなる・学びやすくなるこ
と」としてだけでなく「人の思考の様式や学
習のあり方を根本的な部分から変化させるこ
と」として受け止める必要がある。
　以上のような学習指導要領の完全実施と１
人１台端末環境の実現は、教育現場の状況を
大きく変化させると考えられる。こうした状
況において授業設計を行う上で留意すべき点
には、どのようなことがあるのだろうか。こ
のことについて考えるために、先行研究の知
見を確認することが有効であろう。

２．実証研究の蓄積

　１人１台端末環境の普及が全国規模で進ん
だのは最近のことだが、それ以前から様々な
実証研究事業が行われてきた（中橋　
2018a）。
　例えば、総務省による「フューチャースク
ール推進事業（2010～2013年度）」では、
ICTを活用した「協働教育等」を推進するた
め、学校現場における情報通信技術面を中心
とした課題を抽出・分析する実証研究が行わ
れた。実証校となった小学校10校には、普通
教室に電子黒板、全児童が１人１台利用でき
る学習者用端末、無線LAN環境などが整備
された。そして、それらがネットワークで相
互に連動する協働教育プラットフォームを用

いて、一斉学習・協働学習・個別学習を組み
合わせた実践が積み重ねられてきた。その成
果は、『教育分野におけるICT利活用推進の
ための情報通信技術面に関するガイドライン
（手引書）』『ICTを利活用した協働教育等
の推進に関する調査研究報告書』としてまと
められている（総務省　2014）。
　また、文部科学省による「学びのイノベー
ション事業（2010～2013年度）」では、フュ
ーチャースクール推進事業実証校を含む小学
校10校、中学校８校、特別支援学校２校の計
20校の実証校で研究が行われた。学習者１人
１台端末、電子黒板、無線LAN等が整備さ
れた環境のもとで、ICTを活用して子どもた
ちが主体的に学習する「新しい学び」を創造
するための実証研究である。「小中学校の
ICT活用に関する取り組み」「特別支援学級
のICT活用に関する取り組み」「ICTを活用
した指導方法の開発」「ICTを活用した教育
の効果検証」「ICT活用の留意事項の整理」
「学習者用デジタル教科書・教材の開発」な
どが行われ、ICTを効果的に活用した教育を
推進していく方策が示された（文部科学省　
2014）。
　これらの実証研究事業の報告書とは異なる
角度から、得られた成果を報告している論考
もある。例えば、中橋（2014）は、ICTが拡
張する教室内のコミュニケーションパターン
を整理している。「ワークシートを配布・回
収する」「学習者の思考をモニタリングして
支援する」「学習者の思考を教材にする」と
いうように教師と学習者を結ぶ方法だけでな
く、学習者間で「画面に入力した考えを直接
及びネット経由で見せあう」「複数の端末で
ひとつのシートを共同編集する」といったコ
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ミュニケーションの経路を提示している。そ
れを踏まえ、「答えがひとつに決まる学習」
と「答えがひとつに決まらない学習」それぞ
れに適した使い方が確認できたことを報告し
ている。
　また、中橋（2018b）は、学習環境を含む
「学級」を、教師と学習者を構成員とする１
つの「社会」と捉え、そこで形成される学級
文化に目を向ける重要性について指摘してい
る。テクノロジーがもたらすことは、学級に
よって異なる意味をもつ。学習にとって望ま
しいICT活用や学級文化のあり方を考え、授
業設計する必要性について検討されてきた。
　このように、およそ10年前からこうした実
験的な取り組みと研究が行われてきた。試行
錯誤の中で上手くいかなかった授業実践も数
多く存在していると考えられるが、得られた
成果が受け継がれ、教育のためのICT環境も
教師の授業力も進化し続けてきた。同じ失敗
を繰り返さないために、また、新たな進化を
遂げるために、こうした過去の成果に目を向
ける必要があるだろう。

３．近年の先行研究に学ぶ必要性

　前章では、過去の成果に学ぶ必要性を指摘
したが、１人１台端末環境が全国に広がった
現在の状況において、過去の実験的な取り組
みとは異なる研究の蓄積が行われていると考
えられる。そこで、以下では近年報告されて
いる先行研究の知見を参照することを通じて、
授業設計を行う上で留意すべき点について検
討する。

（１）情報活用能力の育成に関する研究
　学習指導要領にある「主体的・対話的で深

い学び」を実現しようと思えば、学習者が学
びたいことを学びたいと思った時に、どのよ
うな手段があるかを知っていて、自ら選択し
て活用できる必要がある。１人１台端末を学
習に活用する際、学習の基盤としての情報活
用能力を育成することが求められる。
　そのことに関する先行研究として、例えば、
山本ら（2021）は、学校の端末環境や学年等
で学習者用基本ツールの操作スキルの習得が
どの程度異なるかを比較分析し、児童が端末
を身近な学習の道具として活用できるか検討
している。９自治体14校の４学年から６学年
の児童１人１台端末の活用に関する児童向け
意識調査等を行った結果、【表計算】【プレ
ゼンテーション】【プログラミング】【交流
ツール】の操作スキルへの評価は低く、校内
での活用場面も少なく、操作スキルを向上さ
せるための指導の工夫が必要であることを指
摘している。
　また、林ら（2021）は、１人１台端末を活
用した情報活用能力を育成する授業設計の留
意点について検討している。具体的には、公
立小学校第６学年を対象として、１人１台端
末を活用した社会科の授業実践に取り組み、
児童の情報活用能力の変容を捉え、授業実践
の学習支援や授業形態の有効性を検証してい
る。その結果として、情報活用能力を育てる
授業設計の留意点を整理している。
　さらに、三井ら（2022）は、児童のICT 
操作スキルを高めるために教師が行った支援
方法とその期間に関する研究を行っている。
小学校教師12名を対象として、認知的徒弟制
モデルのうち熟達化を促すための方法に着目
して調査し、実態を把握している。その結果、
Webサイトの作成スキルのように、教師の
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手本を観察させて学ばせる期間が長くなるも
のがある一方で、地図アプリの操作スキルの
ように、支援を少なくしてすぐに自立の段階
に移行できるものがあること等が明らかにさ
れた。また、認知的徒弟制モデルに沿った順
番どおりの支援が最適とは限らない可能性を
指摘している。
　こうした先行研究から、１人１台端末環境
における授業設計を行う上で「操作スキルの
状況把握と指導」「授業形態と学習支援」
「支援の方法と期間」について留意すること
が重要だと考えられる。

（２）教室内の相互作用に関する研究
　１人１台端末で作成された作品や可視化さ
れた思考を他者と共有することで、自分とは
異なるものの見方、考え方、表現の仕方から
学ぶことができると期待される。
　そのことに関する先行研究として、例えば、
村上（2021）は、１人１台端末環境を整備し、
日常的に活用している学級の授業を事例とし
て、児童の端末活用の特徴を明らかにしてい
る。授業を学習活動の変化を境目として分節
化し、学習活動と端末活用の関係を検討した
結果、学習活動の質や利便性を向上させるた
めに端末を活用する点では従来の端末活用の
特徴と同様であったが、授業形態に関わらず
複数の学習活動でファイルを共同編集し、多
くの児童間で交流していた点などが新たな特
徴として挙げられている。
　また、佐藤ら（2022）は、１人１台端末環
境およびクラウドサービスを利用して「他者
の文章を参照しながら意見文を作成する実
践」を分析し、意見文と、児童の意識がどう
変化したかを検証している。その結果、他者

の意見文を参照したグループの児童が作成し
た意見文の評価は高く、他者の意見文を参照
していないグループの児童よりも「読み手に
どう伝わるか気をつけて書く」「自分の考え
以外の視点でも書く」「主語と述語のつなが
りを注意して書く」「形式的なミスを少なく
する」ことが意識されていたと報告されてい
る。
　その他にも、近藤ら（2023）のように、一
斉授業内で他者のノートテイキング状況を可
視化することが、学習者間および授業者と学
習者間の相互作用を促進させ、ノートテイキ
ングや授業改善に有効かを明らかにした研究
がある。学習者用端末の資料上に他者の記入
箇所をリアルタイムに可視化することができ
るノートテイキング支援システムを開発して
実証実践が行われた。その結果、高校生89名
を対象とした研究において、共同体意識の向
上や、授業中のノートテイキングの特に板書、
下線の記述が増加したことから、生徒間の相
互作用が促進された。また、高等学校の授業
者４名を対象とした研究では、システムによ
る理解状況や進捗の可視化は、授業中に指導
の変更を促し、生徒の内容理解を向上させる
可能性が見られ、授業者と生徒間の相互作用
を促進し得ると報告されている。
　さらに、中西ら（2022）は、１人１台端末
の活用による学習記録の可視化・俯瞰化を通
した理科の学習におけるリフレクションが、
生徒の理科の学習意欲に及ぼす影響を明らか
にしている。中学校理科第一学年物理分野の
「光・音・力」の単元において、端末を活用
したリフレクションを実践し、その前後にお
ける生徒のエンゲージメントと学習方略の変
容を分析している。その結果、リフレクショ
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ンを行った群において行動的エンゲージメン
ト及びメタ認知的方略、認知的方略、協同方
略の使用が増加したと報告されている。
　こうした先行研究から、１人１台端末環境
における授業設計を行う上で「共同編集を通
じた学び」「他者の考え方・表現の仕方から
学ぶ学習活動」「ノートの活かし方」「学習
記録の蓄積を活かしたリフレクション」につ
いて留意することが重要だと考えられる。

（３）逸脱行動への対応に関する研究
　１人１台端末は学習に役立つと期待できる
一方、端末操作に気を取られて授業の内容が
頭に入ってこないというような問題が生じる
場合もある。そうした問題を回避する方策に
関する研究が行われている。
　例えば、内田ら（2021）は、小学校で１人
１台端末を活用する場面において必要になる
学習規律を分類・分析している。小学校教師
２名を対象に導入後２か月間で指導した学習
規律に関する調査を実施した結果、11項目の
学習規律が指導されたということである。学
習規律を一覧表にまとめた書籍を参考に分類
したところ、指導場面が一致する「学習上の
ルール」、一致しない「端末を扱う上でのル
ール」の２つに大別された。「学習上のルー
ル」は１週間で定着が図られたことから、こ
れまでの学習規律と同様の指導により定着が
図られると考えられるのに対して、「端末を
扱う上でのルール」は定着に２週間以上時間
を要すること、ICT スキルを伴う指導が必
要となることから、これまでの学習規律と指
導方法が大きく異なると報告されている。
　また、橋本（2021）は、１人１台の端末を
使用した集団活動の際に、発達障害児童にみ

られる行動特性について検討している。他者
の発表を聞く時間での逸脱行動に焦点をあて
た調査において、「端末を見る・触る」とい
う逸脱行動を確認できたことから、端末で作
業するスペースと発表に取り組むスペースを
分けるといった実施環境の検証が行われた。
その結果、実施環境への配慮は、１人１台の
端末を使用した際に、発達障害児童に出現し
やすい逸脱行動の低減に寄与する可能性が示
唆されたと報告している。
　こうした先行研究から、１人１台端末環境
における授業設計を行う上で「端末活用に関
するルール」「実施環境の配慮」について留
意することが重要だと考えられる。

（４）メディア・リテラシーに関する研究
　１人１台端末を活用することで、学習者が
自分の興味関心に基づいて調べ学習を行う機
会は増える。意図をもって構成された情報を
受け止める方法について学ぶことが重要にな
る。こうした主体的な学習活動の基盤となる
能力を育むための実践研究も行われている。
　例えば、佐藤ら（2022）は、メディア・リ
テラシーを育成する学習教材としてWeb 情
報を批判的・分析的に読み取り評価する
「Web情報評価シート」を開発し、その効
果を検証している。中学校社会科歴史的分野
の調べ学習にWeb情報評価シートを活用し
た上で、記述内容の分析とインタビュー調査
を行った結果、学習者はWeb情報を鵜呑み
にせず、批判的な思考を働かせ、情報の信憑
性を判断するようになったこと、情報発信者
の目的や立場、情報の更新日を探索し、
Web情報を多面的・多角的に分析し、信憑
性を判断するようになったことが示唆された。
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　こうした先行研究から、１人１台端末環境
における授業設計を行う上で「メディア・リ
テラシーの育成」について留意することが重
要だと考えられる。

（５）必要とされる教授知識に関する研究
　１人１台端末環境になることによって、教
師に求められる授業の力量は、従来と異なる
ものになると考えられる。
　そのことに関する先行研究として、例えば、
八木澤ら（2021）は、１人１台端末を活用し
た小学校の授業で用いられる教師の教授知識
の特徴を明らかにしている。授業で観察され
た教師の教授行動の背景にある意図について
５名の授業者にインタビューを行い分類した
結果、ICT に関する知識は、（１）ICT機器
やソフト、ネットワークを教師が活用する際
の指導についての知識、（２）ICT機器やソ
フト、ネットワークに対する児童の実態や経
験についての知識、（３）ICT機器やソフト、
ネットワークを児童が活用するために必要な
指導や学習活動の設計についての知識、
（４）ICT機器やソフト、ネットワークの特
徴や操作、トラブルについての知識の４つに
分類された。これらのうち、（３）の一部と
（４）は、従来考えられてきた知識領域に含
まれないことから、教員養成や教員研修で十
分に押さえる必要があると提案している。
　こうした先行研究から、１人１台端末環境
における授業設計を行う上で「必要とされる
教授知識」について留意することが重要だと
考えられる。

４．まとめと展望

　本研究の目的は、１人１台端末環境におけ
る授業設計を行う上で留意すべき点を明らか
にすることであった。過去の成果に学ぶこと
の重要性を確認した上で、近年報告されてい
る先行研究の知見を参照した。その結果、
「操作スキルの状況把握と指導」「授業形態
と学習支援」「支援の方法と期間」「共同編
集を通じた学び」「他者の考え方・表現の仕
方から学ぶ学習活動」「ノートの活かし方」
「学習記録の蓄積を活かしたリフレクショ
ン」「端末活用に関するルール」「実施環境
の配慮」「メディア・リテラシーの育成」
「必要とされる教授知識」など、授業設計を
行う上で留意すべき点を抽出できた。
　なお、それぞれの先行研究の知見は、ある
限定された条件のもとで明らかにできたこと
を報告しているものであり、知見を適用でき
る範囲は限定的なものであることに注意する
必要はある。加えて、本研究で参照した先行
研究も、また限られた範囲のものだといえる。
本研究で明らかになったことに、日々蓄積さ
れている研究の知見を付け足したり、修正し
たりしながら、授業設計に関して検討するこ
とが重要だと考えられる。
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特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

GIGAスクール構想が変える英語科の授業

松浦　伸和
広島大学 教授

１．英語科におけるICTの活用実態

　GIGAスクール構想の実現に向けて、2021
年３月までにほぼすべての小中学校に児童生
徒向けの１人１台端末が配布され、高速大容
量通信ネットワークが整備されたことにより、
本格的なスタートが切られた。知識や技能の
定着から海外の学校との交流に至るまでうま
く活用することで、英語の授業も大きく変容
する可能性が考えられる。実際、研究授業な
どを参観する限り、うまく活用して生徒たち
が主体的に取り組んでいる姿を見ることも多
い。ICTを使用しない授業を見ると、家電の
ない家を訪問したような気さえする。
　実際にはどの程度活用されているのであろ
うか。筆者は、指導している大学院生たちと
共同で、本格運用から１年が経過した2022年
３月に、英語科授業におけるICTの活用実態
を34項目について４件法（１：全く行わない、
２：あまり行わない、３：やや行う、４：と
てもよく行う）で調査した。全国の公立中学
校数と各都道府県の公立中学校数を比率で抽
出する層化抽出法によって無作為にサンプリ
ングを行い、全国の中学校英語科教師2000名
（調査校1000校）に郵送で調査を依頼した結
果、2022年３月中旬までに872名の教師から
回答を得ることができた。教職年数は、記載

のあった834名のうち、10年未満は288名
（34.5%）、10年代は236名（28.3%）、20年
代は185名（22.2%）、30年以上は125名
（15 .0%）であった。結果は、吉田ほか
（2023）、新見ほか（2023）に詳述されてい
るので、ここではその一部を掲載したい。な
お分析は、選択肢１と２を未活用群、選択肢
３と４を活用群として行った。

＜活用群が50％を上回る項目＞
教科書の内容に関連した動画を見せてい
る。（83.3%）
話したり書いたりするテーマに関連する
情報を収集させている。（75.0%）
話したり書いたりするために必要な英語
表現を調べさせている。（75.0%）
発問に対する解答をクラス全体で共有さ
せている。（56.4%）
PPT等を用いてスピーチやプレゼンテ
ーションをさせている。（54.0%）
教科書本文を各自のペースで個別に音読
練習させている。（53.7%）

＜活用群が10%を下回る項目＞
ペーパー型のテストに代えてコンピュー
タによる定期テストを実施している。
（2.8%）
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日本の他校の児童生徒と英語で話したり
チャットでやりとりしたりする等、お互
いに交流する活動を行わせている。
（3.1%）
海外の学校の児童生徒と英語で話したり
チャットでやりとりしたりする等、お互
いに交流する活動を行わせている。
（3.6%）
メールやチャットをやり取りする活動を
させている。（9.8%）

　よく活用されている方法は、googleなど検
索エンジンを使って調べたり、パワーポイン
ト等を用いてプレゼンテーションをするなど
オーソドックスな活用方法が多い。海外の学
校との交流などGIGAスクール構想で期待さ
れている使い方はほとんどなされていない実
態が明らかになった。
　同様の内容は、文部科学省の「令和３年度
公立中学校における英語教育実施状況調査」
でもICTを活用した活動８項目について、３
件法（積極的に活用した、時々活用した、活
用していない）で調査されている（文部科学
省, 2021）。「積極的に活用した」と「時々
活用した」を合計すると、生徒がパソコン等
を用いて発表ややり取りする活動（86.2%）
や発話や発音などを録音・録画する活動
（66.5%）は比較的多く活用されているが、
電子メール等を用いてやり取りする活動
（8.1%）や遠隔地の生徒と英語で交流する活
動（7.7%）は、10％を下回っている。

２．英語科授業での活用例

　本節では、英語科の授業において考えられ
るICTの活用例をいつくか紹介したい。

（１）新出語句の整理から活用へ
　英語の授業では、毎時間のように新出語句
を学習する。導入時に発音や意味、さらには
使い方を丁寧に指導するが、その時間だけで
扱われ、その後の活用に繋がっていないこと
が多い。新出語句をその後の授業でも活用し
やすいように、自分用の電子辞書を作成する
ことを勧めたい。
　パソコンやタブレットにカテゴリーごとに
フォルダーを作って、そのフォルダーに自分
で名前を付けて新出語句を整理していくので
ある。その分類には例として以下のようなも
のが考えられる。
＜名詞＞
家族（mother, father, brother, sister, sonな
ど）、国名（Japan, America, Australia, 
S ingaporeなど）、教室（desk ,  cha i r , 
window, screenなど）、自然（rain, cloud, 
wind, snowなど）
＜動詞＞
話す（speak, tell, sayなど）、思う（think, 
believe, supposeなど）、運動する（play, 
run, swim, jumpなど）、英語の授業（speak, 
write, read, listenなど）
＜形容詞＞
色（red, blue, green, whiteなど）、温度
（hot, cold, warm, coolなど）、大きさ（big, 
small, largeなど）、性格（kind, honest, 
gentleなど）、気持ち（happy, glad, sad, 
surprisedなど）
それ以外に、順番（first, second, lastlyな
ど）、意見（think, believe, should, have to
など）なども考えられるし、単語だけでなく
表現を加えるなどさまざまな工夫ができる。
また、簡単に名前を変更したり新たなフォル
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ダーを作ることも可能であり、さらには次の
学年でも使うことができる。。
　そのようにして作成した自分の電子辞書は、
たとえば英作文の際に活用できる。自分の意
見を書く際に「意見」のフォルダーから適当
な動詞を選んだり、その理由を述べるのに
「順番」のフォルダーにある語を活用するこ
とで英作文の助けとなる。

（２）反転学習による文法の導入
　英語科における反転学習とは、生徒が家庭
で新出の語彙や文法事項を予習（理解）して
授業に臨み、学校での授業ではコミュニケー
ション活動（定着・活用）を行う学習と定義
できる。通常の学習は、学校で語彙や文法の
学習をして、宿題として家庭でそれを用いて
英作文などをすることが多いので、学校で行
う活動と家庭で行う活動が逆転していると考
えて命名されているのである。

（画像は「集合研修の効果をアップする「反転学習」と
は？」 - 幻冬舎ゴールドオンライン https://gentosha-
go.com/articles/-/11086より）

　英語によるコミュニケーションに求められ
る資質・能力の育成を中核的な目標としてい
る英語科の授業では、コミュニケーション活
動に時間を割きたい。ところが、どうしても
語彙や文構造、文法事項など言語材料の指導
に時間を取られて、コミュニケーション活動
に充てる時間が少なくなってしまう。コミュ
ニケーションをせずしてコミュニケ―ション

能力が付くはずがないのは当然である。
　この状況を克服するのにICTを活用したい。
教師が作成した文法事項の導入の映像をあら
かじめ家庭で視聴して授業に臨むようにする
のである。もちろん、You Tubeなど既成の
映像をうまく利用してその視聴を求めること
も可能である。数分間の映像なので、わから
なければ何度も見直すこともできる。視聴後
に数問の確認テストをつけておけばさらに効
果が上がることが期待できよう。

（３）やり取りの録音と自己評価
　広島市にある大塚中学校で参観した授業で、
生徒同士の英語のやりとりを録音し、それを
視聴しながら各自で振り返りをするという興
味深い実践を参観した。

　改定された学習指導要領では、話すことが
発表とやりとりの２つの領域に分けて示され
たこともあり、授業においても英語でやりと
りをすることが多い。しかし、残念なことに
「話すこと」の活動は「やりっぱなし」で終
えてしまいがちである。そのため、内容的に
も言語的にも不完全で、中には思いついた単
語の羅列だけで満足しているような状況も見
られる。話すことは一過性であるのでやむを
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得ないところもあるが、自分の発話を聞き直
して改善することでその能力は向上する。そ
のためにICTを活用するのである。
　筆者が参観した授業では、生徒がペアにな
ってあるテーマについて意見を述べ合い、そ
れをヘッドセットのマイクを通して録音させ
て、その後で各自の発話を聞き返して改善点
を書くという活動を行った。自己評価して改
善することによって、話す能力を高めること
ができる。さらに、改善点を踏まえてもう一
度やりとりしたものを録画して一斉に提出さ
せた。それを成績の評価に使うのである。
　パフォーマンス評価をしたいが時間がない、
という悩みをよく耳にする。だが、このよう
にパフォーマンスをICTによって提出させる
ことで、教師にとって都合のいいときに評価
することができる。冒頭で述べた調査で「ス
ピーチやプレゼンテーションの様子を録画し、
提出させている」の活用群は25.9％にとどま
っているので、ぜひ取り入れていただきたい。

（４）ICTを活用したテスト（CBT）
　ICTをうまく活用することで授業において
教科書やノート、ワークシートなど紙を使用
することが少なくなる。それはSDGｓの点
からも望ましい傾向である。授業で紙を使わ
なくなると、テストだけ紙で行うのは不自然
になる。必然的に紙を使わずICTを使用した
テスト、いわゆるCBT（Computer Based 
Testing）への移行が求められる。
　その動きは加速しており、全国学力・学習
状況調査も令和６年度から「児童生徒質問紙
調査」をCBTにし、翌令和７年度からは中
学校各教科でも順次CBTによって実施する
ことが発表された。英語調査は令和５年４月

に第２回目が実施されるが、「話すこと」に
ついてはCBTで行われるようである。

　上の問題は筆者が指導している大学院生で
ある福富裕彗氏が作成したものである。個々
のペースで２回まで聞き返すことが可能で、
聞き返したことも記録される。バスの番号を
クリックして解答し、そのデータが記録され
る。さらには、この問題の解答に要した時間
まで自動的に計測されるつくりになっている。
解答時間、すなわち処理速度を評価に加える
ことができるのである。
　問題作成に対する抵抗感もあろうが、読む
こと、書くことなど文字言語を用いた紙によ
る問題をICTで行うことから始めれば少しは
軽減できよう。エクセルで解答を求めれば、
一部の採点や得点集計など後の処理も容易に
なり、働き方改革にも寄与できる。

３．授業づくりの支援のために

　GAGAスクール構想は、１人１台の端末の
活用をはじめとした学校教育の充実やネット
ワーク環境の整備、デジタル教科書の普及促
進など直接的な教育面での効果に目が行きが
ちであるが、教育データの利活用など教師の
指導・支援の充実もその目的であることを忘
れてはならない。
　中学校、高等学校の英語教員は全国に約
６万人いて、日々の授業計画を考え、理解し
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やすい補助教材を作成し、より妥当性の高い
テスト問題を開発し続けている。それらは宝
の山だと言えるが、残念なことに、ほとんど
は自分の授業やせいぜい自分の学校内で埋も
れてしまっている。「教育データの標準化」
としてそれらすぐれたデータを交換し、参照
できるような仕組み作りが進んでいる。それ

ぞれの教員は、作成した指導案、教材、テス
トなどに学習指導要領コード（2020年10月に
文部科学省が公表）を記入して蓄えることで、
だれでも簡単にアクセスできるようにするシ
ステムである。そのイメージを文科省が作成
したものを筆者が英語授業のイメージに修正
したものを以下に示す。

４．まとめとして

　文部科学省は小中学校用の「デジタル教科
書」について、2024年度から小学５年～中学
３年の英語で先行導入する方針を固めたとの
報道があった。教室外で直接的に接する機会
が少ない英語でのコミュニケーションを身に
付ける教科である英語科は、せめて教室をそ
の場とすることを目指してのことであろう。
ICTを通して英語を聞いたり映像を見るだけ
で簡単に自然な、生の英語に触れることがで
きる。さらには、海外の学校と繋ぐと居なが
らにしてコミュニケーションができる。これ
は、英語学習において何よりの魅力である。
　だがもちろん、やみくもにICTを使えば学

力が向上するというものではない。Pedagogy 
First, Technology Second、という言葉があ
るように、まずは教師の指導が第一である。
その指導にうまく組み込んで活用することが
何より大事であることを忘れてはなるまい。

〈参考文献〉

新見ほか（2023）　「１人１台情報端末導入期の中

学校英語科授業における教師のICT活用実態」　

中国地区英語教育学会誌（掲載予定）

文部科学省（2021）　「令和３年度「英語教育実施

状況調査」の結果について」

吉田ほか（2023）‘Junior High School English 

Teachers’ Perceptions and Usage of ICT’ 

ARELE（掲載予定）
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特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

自分で学びを調整しながら、情報端末を
活用して学習を進める

佐藤　和紀
信州大学教育学部 准教授

１．個別最適な学びと協働的な学び

　2021年１月の中央教育審議会「『令和の日
本型学校教育』の構築を目指して（答申）」
では、１人１台の情報端末の活用を活用する
ことを前提に、個別最適な学びと協働的な学
びを一体的に充実させていくことが示されて
いる。また、個別最適な学びについては「学
習者の視点」とされ、これまでの個に応じた
指導は「教師の視点」とされ、区別して記述
されている。さらに、児童生徒たちが自己調
整しながら学習を進めていくことが前提とさ
れ、指導の個別化と学習の個性化に整理し説
明されている。その上で、協働的な学びと一
体的に充実させていくことが示されている。

（１）指導の個別化
　答申において「指導の個別化」は次のよう
に記述されている。
　全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能
を確実に習得させ、思考力・判断力・表現力
等や、自ら学習を調整しながら粘り強く学習
に取り組む態度等を育成するためには、教師
が支援の必要な子供により重点的な指導を行
うことなどで効果的な指導を実現することや、
子供一人一人の特性や学習進度、学習到達度
等に応じ、指導方法・教材や学習時間等の柔
軟な提供・設定を行うことなどの「指導の個
別化」が必要である。

写真１　スプレッドシートに示された後転のステップ
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写真１は、小学校で参観した体育の授業の
様子である（長野県上田市立北小学校 大川
雅也教諭）。児童の情報端末には、Google
スプレッドシートが起動され、後転を練習す
るためのステップが示されている。そして、
それぞれのステップには教材やYouTube等
の動画がリンクされており、児童は、自分が
取り組む（つまずきの段階）ミッションが今
どこなのかを把握した上で、お手本動画の視
聴→練習（撮影）→お手本動画と撮影した動
画を確認→練習、というサイクルで取り組ん
でいく。できるようになったら、次へ進み、
同じサイクルで練習に取り組まれる。このよ
うに見ていくと、この教師は、児童生徒たち
自身が調整しながら取り組める教材や仕掛け
をクラウド上に準備していることから、柔軟
に学びを提供しており、その学習環境によっ
て、支援の必要な児童生徒をより重点的に指
導していたと考えられる。

　しかし、重要なことはクラウドの活用より
も、この教師のように学習目標や学習活動を
細分化できるかどうかがポイントになる。で
きるかできないか、くらいの基準しか示せな
ければ、多様な児童生徒たちの多様なステッ
プには対応することはできないだろう。した
がって、児童生徒一人一人にとって最適な学
びや活動をすることができないはずである。
この授業は７つのミッションが指導の個別化
を支え、クラウドに共有された動画教材が活
かされていた。

　こうした実践に取り組むためには、日頃か
ら「わかりましたか？」というようなざっく
りとした発問（質問）を避けていく必要があ

る。児童生徒たちに「わかりましたか？」と
聞けば、「はい」と応えます。しかし、あま
りわかっていないことを、私たちは山ほど体
験してきたはずである。「わかる」や「でき
る」の前には、いくつのステップがあるのか、
何があるだろうか。指導の個別化は、学習目
標の細分化がはじめの一歩となるはずである。
学習目標の細分化が上手な教師は、総じて発
問の細分化も上手だと考えられる。

（２）学習の個性化
　答申において「学習の個性化」は次のよう
に記述されている。

　基礎的・基本的な知識・技能等や、言語能
力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の
学習の基盤となる資質・能力等を土台として、
幼児期からの様々な場を通じての体験活動か
ら得た子供の興味・関心・キャリア形成の方
向性等に応じ、探究において課題の設定、情
報の収集、整理・分析、まとめ・表現を行う
等、教師が子供一人一人に応じた学習活動や
学習課題に取り組む機会を提供することで、
子供自身が学習が最適となるよう調整する
「学習の個性化」も必要である。

写真２　探究的な学習のプロセスに応じて学
習を計画していくためのシート
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写真２は、小学校算数の授業で探究的な学
習のプロセスに応じて学習を計画していくた
めのシートである（長野県信濃町立信濃小中
学校　伊藤真紀教諭）。このクラスでは、今
日の学習問題を踏まえ、一人一人がGoogle 
スライド上で１時間の学習の計画を探究の学
習過程に沿って計画していく。この児童は
【課題の設定】では、「マス目がない場合、
何を参考にして求めればいいか、友達に上手
く説明する」としている。【情報の収集】で
は縦×横や一辺×一辺の式にして求めると、
長方形、正方形の答えがわかるのか、そして
長方形や正方形の元家方は変わるのか、につ
いて、友達と議論する」としている。【整
理・分析】では「①とも台の説明を聞いて分
かったことは、直すこと、大事なことをノー
トに書き加える、チャットに入力する　②自
分でも理解できたのかを確かめる」としてい
る。【まとめ・表現】では「今日の挑戦問題
をやる」として、学習活動を進めていく。

　このような取り組みを通して、問題解決の
プロセスを学びながら、内容だけではなく、
方法も習得していくことをねらっている。１
人で学習を進める際には、内容だけではなく
方法も重要になってくる。この時、ICTによ
ってクラス全員に共有されたり、教師がモニ
タリングしていたりしますから、教師の個別
の支援や協働的な学びのきっかけとなってい
る。この仕組みが個別最適な学びを取り組み
やすくしている。これが紙だったら、教師は
児童の状況は把握できないだろうし、児童も
互いに何をどう取り組んでいるかわからない
だろう。

　  ２．個別に学習を進めるためには  　
自己調整が必要

　こうした個別最適な学びを進めるためには、
学習者自身が学習を調整する力、自己調整学
習ができる学習者の育成が求められている
（文部科学省 2021）．学習者が学習を調整
するためには、学習者が学習方法（学び方、
教育方法など）を身につけ、認知過程をメタ
認知することが重要と言われている（市川 
1995）．メタ認知とは、自分の認知活動を客
観的に捉えること、つまり、自らの認知（考
える・感じる・記憶する・判断するなど）を
認知することを指す。このことについて三宮
（2018）は、学習方法を自ら試す経験を通し
て、その効果をメタ認知しなければ、適切な
学習方法の活用は難しいと指摘している．こ
のことから、学習者が自己の学習を調整する
ためには、学習者が学習方法を自ら選択して
試す等の経験を積み重ね、学習方法のメタ認
知を行うようになることが重要である．

　メタ認知は大きく「メタ認知的知識」と
「メタ認知的活動」に分かれる。「メタ認知
的活動」に分かれる。メタ認知的知識とは、
自分の短所や長所など、自分自身について知
っている知識のことを指す。具体的には認知
特性の知識、課題の知識、方略の知識がある。
また、メタ認知的活動は、メタ認知的知識を
踏まえて、今の自分に照らし合わせ、いいか
どうかを確認したり、感情や方法をコントロ
ールしたりしながら、改善に向けて工夫する
ことを指す。本稿では、メタ認知を構成する
２つの要素について、事例を踏まえて説明す
る。
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３．自己調整のためにはメタ認知が必要

写真３　学び方を選択する学習計画シート

写真３は、情報端末を活用しながら学習の
個性化を取り組む５年生社会科の冒頭で取り
組む「学習計画シート」である（信州大学教
育学部附属松本小学校 織田裕二教諭）。注
目するポイントは、情報の収集、整理・分析、
まとめ・表現のアイコンである。このアイコ
ンは、学習活動やGoogle Workspace for 
Educationのアプリケーションが示されてい
る。児童は自分が目指す評価基準（このクラ
スでは評価基準が授業の最初に示され、何を
目指すか、何を達成するかでAかBを選択し
ている）と自分の個性を踏まえて、学び方を
選択している。この児童は、目標を達成する
ために、Google Jamboardを選択し、その上
で、教科書をベースにして、Webや動画で
調べる、というように自分で選択して、学習
を進める計画をしている。また、それぞれの
学習過程で時間配分を考えて、情報の収集に
は15分、整理・分析には10分、まとめ・表現
には５分と設定している。

写真４　選択した評価基準と達成するための
行動目標をチャットに共有する

　また、自分がどのような評価基準を選択し、
どのように目標を達成しようとするのか、そ
の行動目標をGoogleチャットに共有してい
る。誰が何を目指して、何に取り組んでいる
のかを共有しておくことで、教師はモニタリ
ングできるとともに、子供同士での協働のた
めの根拠となる（写真４）。

　そして、この選択や、取り組んだ学習活動
で何を得ることができたか（学習内容）と、
どのように学ぶことができたか（学習方法）
の二つの観点からふり返りを入力している
（写真左下）。また、写真右下には、時間配
分、学習方法、個別・協働の学習形態は適切
だったのかについてSからCのスケールで自
己評価している。

　自分で選択した学習活動について、できた
かできなかったのか、なぜできたかできなか
ったのか、自分には合っていたのか合わなか
ったのか、得意なのか苦手なのかを振り返る
ことで自分の知識を蓄積させていく。もちろ
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ん、この活動を通して、できた喜びや、でき
なかった悔しさは、左下のスケールに表れる
はずである。この活動を毎日、毎時間繰り返
すことで、子供たち一人一人が、一人一人に
合った学び方や学びの手順を獲得していく。

　我々大人も、例えば本の読み方も千差万別
です。その確立の過程は、経験や知識量、立
場によっても変わりますから、人の読み方を
参考にしようともその通りにできないことも
多いだろう。それは、メタ認知的活動による
ものだと言えます。重要なことは、子供が自
ら学び方を選択したからこそ、メタ認知が可
能だということです。一つ一つ指示する授業
だけでは、子供たちのメタ認知的活動は育ま
れにくく、かつ発揮されにくいと考えられる。

　４．自己調整しながら個別に学習を　
進めるために必要な情報活用能力

　2022年12月に文部科学省から情報活用能力
調査の結果が公表された。この調査は2022年
１月～２月にかけて抽出された国公私立の小
学校第５学年と中学校第２学年、高等学校第
２学年あわせておよそ14,000人を対象（無作
為抽出）にCBT（Comp u t e r  B a s e d 
Testing）で実施されたものである。
　キーボードによる文字入力の課題を与えた
ところ、１分当たりの平均文字入力数は、小
学校第５学年（以下小５）が15.8文字、中学
校第２学年（以下中２）は23.0文字、高等学
校第２学年（以下高２）は28.4文字だった。
課題や実施方法が違うため単純な比較はでき
ないが、前回調査（小中学生は平成25年度、
高等学校は平成27年）で、小５は5.9文字、
中２は15.6文字、高２は24.7文字で、いずれ
も今回の調査の方が増加していた（図１）。

図１　キーボードによる１分間あたりの文字入力数（文部科学省 2022）
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　一部の問題の正答率が公開されている。ウ
ェブページに書かれている内容を正確に読み
取る問題では、正答率は小５が31.5%、中２
が58.4%、高２が73.0%だった。また、明るさ
のセンサーについてプログラムのフローチャ
ートを完成させる問題では、正答率は小５が
41.3％、中２が61.5%、高２が69.2%でした。
GIGAスクール構想によって、児童生徒の情
報活用能力が向上した例の一つであると言え
るだろう。
図２のレベル別の割合を見ると、小５の中

央値はレベル４付近である。ここでは指示に
従ってアプリケーションを選択して操作がで
きたことを示している。一斉指導か個別最適

な学びかの段階で考えれば、レベル４は教師
の指示に従って操作できる段階であり、一斉
指導の段階であると考えられる。レベル５を
見ると、目的に応じて、情報を図、表、グラ
フに示すことができたことを示している。こ
の段階を、１人で目的を読解でき、かつ、き
ちんと情報を収集したり、整理・分析したり
できる力があると捉えれば、個別に学習を進
められる境目はレベル４とレベル５にあると
考えられるだろう。児童生徒が個別に学びを
選択する授業において、情報活用能力を如何
に育んでいくのかが重要なポイントとなるだ
ろう。

図２　問題調査から見た児童生徒のレベル別割合（文部科学省 2022）
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1． はじめに

1.1.メディア環境の変化
　我々を取り巻くメディア環境は大きく変化
し続けている。坂元・陣川（198 7）は
McHale（1972）が示した図（図１）を引用
し、物理学上の発見と実用のズレが年々短く
なっていることを示している。近年は、AI
やビッグデータの活用などによって実現され
る社会としてSociety5.0の姿が示される（内
閣府 2016）など、メディア環境はより一層、
速く大きく変化していると考えられる。
　そのようなメディア環境の変化に応じて、
GIGAスクール構想により児童・生徒に１人
１台の情報端末と高速ネットワークが整備さ
れた。１人１台の情報端末が整備されたこと
により、児童・生徒はこれまで以上に、膨大

な情報を、多様なメディアを介して学習リソ
ースとして活用することができるようになっ
た。このような状況においては、児童・生徒
が情報やメディアに対して、リテラシーを備
えることがより一層重要となり、学習指導要
領において情報活用能力が学習の基盤となる
資質・能力の一つとして位置付けられた（文
部科学省 2017）。
　これから求められる人材像の１つとして、
AI人材が求められている（経済産業省 
2021）ように、テクノロジーを活用できる人
材の育成が求められている。テクノロジーの
活用については、テクノロジーそのものにつ
いて理解することで、主体的に活用しようと
する意識が育まれることが、これまでの研究
から示唆されている（黒田・森山 2021）。
　以上を踏まえると、AIをはじめとしたテ
クノロジーまで含め、メディアそのものにつ
いて学ぶ学習や、メディアの活用について学
ぶ学習の一層の充実が必要だと考えられる。
1.2.メディアについて学ぶ教育
　メディア環境の急激な変化に対して、前述
した通り、学習の基盤となる資質・能力の一
つとして情報活用能力が位置付けられた。情
報活用能力は情報そのものや情報技術を適切
かつ効果的に活用して、問題を発見・解決し
たり自分の考えを形成したりしていくために

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力
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GIGAスクール構想下のメディア教育

大久保　紀一朗
島根大学教職大学院 准教授

図１　物理学上の発見と実用のズレ（マック
ヘイル）（坂元・陣川 1987）
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必要な資質・能力とされている（文部科学省 
2018）。情報活用能力の体系表例（文部科学
省 2019）では、知識及び技能の中に「情報
を伝える主なメディアの特徴」という項目が
示されている。堀田（2004）は、情報そのも
のだけでなく、情報を伝えるメディアにも着
目する必要性について、メディアを活用して
情報を収集する際には、メディアの特性に応
じて使い分けることが重要であると指摘して
いる。浅井（2011）はメディアに着目した能
力としてメディア・リテラシーの必要性を訴
え、学習指導要領の記述内容からメディア・
リテラシーを育成できる内容を整理している。
以上のように、これまでもメディアについて
学ぶことの必要性について言及されてきてい
る。情報そのものに着目して情報を活用する
能力を育成すると共に、メディアに着目して
メディアについて理解する能力を育成するこ
とも重要であると考えられる。
　中橋（2014）は、情報活用能力を育む情報
教育とメディアについて学ぶメディア教育、
メディアで学ぶメディア教育について整理し
ている（図２）。情報教育とメディア教育の

重なりは大きくなりつつある（中橋 2014）
が、本論では、メディアについて学ぶメディ
ア教育とメディアで学ぶ教育に関する教育実
践研究等をもとに、GIGAスクール構想下に
おける授業について整理する。なお、本論に
おいてはメディアを、システムやAI、テク
ノロジーまで含め、幅広く捉える。

2． クラウドについて学ぶ

　GIGAスクール構想では学習者に１人１台
の情報端末と合わせて、ネットワークの整備
が示されており、クラウド上のデータや各種
アプリを活用して学習することが前提となっ
ている。１人１台の情報端末の活用が進んだ
学級では、児童が様々なアプリケーションを
組み合わせて活用し、クラウド上でコミュニ
ケーションをとっていること（佐藤ほか 
2021a）や、作成した意見文を児童がクラウ
ドを介して相互参照することで質が高まるこ
と（佐藤 2021b）などが見出されており、学
習者によるクラウドの主体的な活用が重要で
あると考えられる。
　学習者である児童・生徒は、メッセージア
プリやオンラインゲームなどでクラウドを活
用していると考えられる。しかし、三井ほか
（2022）では、クラウドを活用することで感
覚的に理解できる内容がある一方で、クラウ
ドを活用しているだけでは理解が進まない内
容があるため、授業でクラウドの活用がスタ
ートする小学校段階で取り立てて指導する機
会が必要であることが示唆されている。学習
で使用するメディアについて理解させること
が、学習での主体的な活用につながることが
示唆されている（家塚 2015、杉浦ほか 2008
など）ことから、クラウドについても基本的

図２　メディア教育と情報教育の関係（中橋 
2014）
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な仕組みを理解することで、クラウドの主体
的な活用につながり、１人１台の情報端末を
活用した学習の充実が実現されると考えられ
る。しかし、学習指導要領においては、メデ
ィアの特性に関する記述はあまり多くなく、
ICTの仕組みや特性については、中学校技
術・家庭（技術分野）と高等学校情報で集中
的に学ぶことになっている（中橋 2021）。
　大久保ほか（印刷中）では、小学校第３学
年を対象とし、クラウドの基本的な仕組みと
して、共同編集機能について体験的に理解さ
せた上で、活用する学習を実施し、その効果
を検証している。その結果、実施した授業に
よってクラウドを主体的に活用しようとする
意識が育まれること、活用の前に体験的な理
解をすることで、活用しようとする意識がよ
り高まることが示唆されている。
　学校の学習においては、情報端末やクラウ
ドをはじめ、デジタル、アナログ問わず多様
なメディアを使用する。使用に際して、その
メディアの基本的な仕組みや特性について、
学習者が体験的に理解できるよう、メディア
を活用する初期段階における授業をデザイン
する必要があると考えられる。GIGAスクー
ル構想の実現により、１人１台の情報端末や
ネットワークが整備され、クラウドの活用が
前提となった今日においては、小学校段階か
ら学習するメディアの特性について体験的に
理解する機会も必要だと考えられる。

3． プログラミングを活用する
体験を通して学ぶ

　学習指導要領の改訂に伴い、小学校におい
てもプログラミング教育が必修化し、小・
中・高等学校を通じてプログラミング教育の

充実が図られた。プログラミング教育のねら
いとして、各教科等でプログラミングを体験
させながら、コンピュータの働きを、よりよ
い人生や社会づくりに生かそうとする態度を
育むことが示されている（文部科学省 
2020）。実生活や実社会と関連させたプログ
ラミング教育によって、プログラミングの活
用について理解したり、今後の活用を考えた
りすることができると考えられる。
　小池ほか（2019）は、地域の商店街にある
中華料理店と連携し、児童が現地へ出かけ、
潜在的な課題を見つけ出し、その課題の解決
策を、プログラミングを用いて考え、実際に
店舗へプログラムしたIoTブロックを設置し
て課題解決を試みる学習を実施している。そ
の結果、児童がプログラミングを活用してお
店の役に立ったと感じていることが報告され
ている。
　黒田・森山（2020）は、小学校第５学年を
対象に、第三次産業の中の情報や情報技術を
活用する産業に関する学習においてプログラ
ミング教育を実践し、その結果、情報技術の
理解や情報技術を活用しようとする態度の高
まりが示唆されたことを報告している。
　大久保ほか（2021）は、小学校社会科の農
業の学習において、効率的に農薬を散布する
ために、ドローンをプログラムする学習を実
践している。その結果、ドローンにプログラ
ムする学習を通して、ドローンを米づくりに
活用することの必要性を理解したり、人が担
うべき役割について再考したりする効果が示
唆されたことが報告されている。
　以上の研究より、実生活や実社会と関連し
たプログラミング教育は、児童が体験的にプ
ログラミングの有用性を実感したり、活用意
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欲を高めたりすることに加え、これからの社
会のあり方について考える契機になると考え
られる。プログラムできる家電製品が開発さ
れるなど、プログラミングはより身近なもの
になっている。自分達の生活を支えるテクノ
ロジーについて理解する上で、プログラミン
グ教育の果たす役割は大きい。また、課題解
決にプログラミングを用いるなど、一つの手
段としてプログラミングを用いることも、一
層重要になると考えられる。
　また、メディアの理解に関しても、プログ
ラミングについての理解が必要であると考え
られる。動画サイトや通販サイトにおけるリ
コメンド機能などは、プログラミングやAI
によって利用者の属性に応じて情報が提供さ
れている。動画サイトを一つのメディアとし
て捉えれば、メディアにプログラミングが内
包されていると考えることもでき、メディア
を理解する上でも、プログラミングの基本的
な仕組みや、その活用について学ぶ必要があ
ると考えられる。これまでのメディアについ
て学ぶ学習では、プログラミングを主な内容
として取り扱うことはあまりなかった（中橋 
2014）が、今後はプログラミングや後述する
AIをメディアの一部として捉え、学ぶ授業
も必要だと考えられる。

4． AIについて学ぶ

　AIが日常生活においても活用されるよう
になり、今後の産業の発展に欠かせないテク
ノロジーの一つであり、AI人材の育成が求
められている（経済産業省 2019）。従来の
コンピュータや自動化されたテクノロジーは、
指示されたことを間違いなく処理するもので
あった。AIは指示しきれないことも含めて

処理するが、間違えることがあったり、学習
データを用意する人間のバイアスが無意識に
取り込まれてしまったりするなど、これまで
のテクノロジーとは異質な点が多く、取り立
てて学ぶ必要があると考えられる。
　一方で、我が国の児童生徒がAIそのもの
について学ぶ機会は非常に少ないことが指摘
されている（山崎 2020）が、初等中等教育
においてAIについて学ぶ学習についての報
告がなされ、その成果が示されている。
　板垣ほか（2021）は中学校技術・家庭科の
技術分野において、AIを活用したプログラ
ミングを取り入れた授業を実施し、その結果、
AIの進歩に対する不安の軽減やAIを活用し
て身近な問題を解決できる自信の高まりなど
が確認されたことを報告している。
　大久保ほか（2022a）は、小学校第６学年
を対象に、AIの画像認識について理解する
学習を実施し、その結果、AIについて体験
的に理解させる学習によってAIに対する理
解が促され、AIの活用を体験する学習によ
って、AIに対する印象を肯定的なものにし、
AIの活用意欲を高めることが示唆されてい
る。
　以上の研究より、児童生徒はAIについて
体験を通してその仕組みについて理解するこ
とで、不要な不安感が払拭され、活用意欲を
高めると考えられる。今後、AIは人々の生
活を支えるテクノロジーとして更なる活用が
見込まれており、今後はAIに関する基本的
な理解や活用の素地を学校教育で育むことが
求められると考えられる。
また、プログラミングと同様にメディアに内
包されたり、AIによってディープフェイク
と呼ばれる動画が作成されたりするなど、メ
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ディアの裏で働くテクノロジーとして、大き
な役割を果たすようになってきている。今後
は、AIの基本的な仕組みを理解した上で、
メディアとしてのAIや、メディアとAIの関
係性について学ぶ学習についても考える必要
がある。

5． 新しいメディアの活用に向けて

　これまでも様々なメディアが学習に取り入
れられ、学習を効率化したり、より豊かなも
のにしたりしてきた。１人１台の情報端末が
整備されたことにより、今後、より多様なメ
ディアが学習に活用されることが期待される。
　大久保ほか（2022b）は、小学校第６学年
の理科の学習「土地のつくりと変化」におい
て、360度画像と３D画像による教材のそれ
ぞれの活用方法について実践を通して検討し
ている。その結果、教材を360度画像で提示
するか３D画像で提示するかによって、時間
概念が促されるか空間概念が促されるかに影
響をおよぼすことが示唆されている。
　柴田ほか（2022）は、小学校第６学年の理
科の授業に360度画像を用い、タブレット端
末の操作方法による学習のしやすさの差異を
検討している。その結果、児童は周囲の様子
を観察したり学習に使用したりすることにつ
いては、端末を動かさずに指で画像を動かす
方法を高く評価し、没入感や臨場感について
は見たい方向に端末を向ける方法を高く評価
したことが明らかになった。
　これらのことより、提示方法や操作方法が
学習に影響を与えると考えられる。教師自身
がメディアの特性に応じた教材提示をすると
ともに、１人１台の情報端末が整備された学
習環境においては、学習者である児童生徒１

人１人がメディアの特性を理解し、状況に応
じて活用することが必要となる。学校教育に
おいても先端技術活用が検証されており（文
部科学省 2021）、今後、児童生徒が教室で
活用できる機器（メディア）を段階的に整備
していくことで、多様な機器の特性と自分の
特性に応じて活用する力を児童生徒に身に付
けさせることが期待できる。そのためには、
今後活用が期待されるメディアについて、そ
の特性を研究によって明らかにし、児童生徒
が学習においてメディアを選択する際の一助
となるよう、知見を蓄積していくことが必要
である。

6． まとめと今後の課題

　ここまで、GIGAスクール構想下において、
１人１台の情報端末とクラウドの活用が学習
の基盤となった今日における、メディアの特
性を理解する学習の重要性について、教育実
践研究を中心に、先行研究で明らかにされて
いることをもとに整理してきた。
　今後の課題として以下の２点を挙げる。
　１点目はメディアの特性を自分で学ぶ力を
学習者に身に付けさせることである。今後も
多様なメディアが出現し続け、学習で活用さ
れていくことが予想される。また、文部科学
省（2021）が示す個別最適な学びが実現され
ていけば、１人１人の学習者が自分にあった
メディアを選択して学習する場面も増えてい
くと考えられる。そこで全てのメディアにつ
いて、メディアの特性を理解する学習を実施
するのは現実的ではない。メディアの特性に
について学習する必要性や、メディアの特性
を理解する学習方法など、学習者自身が活用
するメディアについて理解するための基盤と
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なる力を身に付けさせる必要があると考えら
れる。
　２点目は、AIを含めたメディアについて
学ぶ学習のあり方を検討することである。動
画配信サイトのようにAIを内包するメディ
アや、ディープフェイクのようにAIが生み
出すメディアが出現するなど、AIによって
メディアの仕組みはより一層複雑なものにな
りつつある。また、児童生徒が学習で活用す
るAIドリルも、AIと従来のメディアが結び
付いたメディアだと捉えることができ、AI
は今後より身近なものになっていくと考えら
れる。そのような状況において、メディアの
特性を理解するためには必然的にAIを含め
て理解する必要が出てくると考えられる。
　メディアについて学ぶことは、多様なメデ
ィアを自分に合った形で活用することにつな
がり、より効率よく、豊かに学ぶことの基盤
となると考えられる。GIGAスクール構想が
実現され、多様なメディアの活用が可能にな
った。学習でメディアを活用する中で、その
メディアそのものについて学ぶ機会を設ける
ことが、メディアを主体的に活用し、個別最
適に学ぶことのできる学習者の育成のために
必要だと考えられる。
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１．はじめに

　GIGAスクール構想のもとで、各教科等に
おける１人１台端末の効果的な活用法が検討
されている。小学校で2018年度に教科化され
た「特別の教科　道徳」も例外ではなく、文
部科学省も積極的にICT端末の活用法に関す
る情報発信を行っている１。そこでは、「多
面的・多角的に考えるための活用例」や「自
分自身との関わりの中で深める活用例」など
が示されている。
　本稿では、後者の自分自身との関わりの中
で深めるICT活用に関する調査を紹介する。
特に、文部科学省（2017）「小学校学習指導
要領（平成29年告示）解説　特別の教科　道
徳編」で示されている「自己を見つめる」学
習活動に焦点を当てた。「自己を見つめると
は、自分との関わり、つまりこれまでの自分
の経験やそのときの感じ方、考え方と照らし
合わせながら、更に考えを深めることである。
このような学習を通して、児童一人一人は、
道徳的価値の理解と同時に自己理解を深める
ことになる。また、児童自ら道徳性を養う中

で、自らを振り返って成長を実感したり、こ
れからの課題や目標を見付けたりすることが
できるようになる」と解説されている。
　「自己を見つめる」学習活動に関する先行
研究には、これまでの蓄積がある。それらに
おいて、次の２点が課題として挙げられてい
る。
　１点目は、児童にとって自分の経験を想起
することが難しいという課題である。浅野・
南埜（2015）は、「ワークシートに記述する
際に机間指導で教師が『どうしてそう思った
の？』とたずねても自分の経験をすらすら語
るような児童はおらず、『友達だから…』と
答える児童が多かったため、直接的に自分の
経験と向き合っていることは確認できなかっ
た」（p.46）と報告している。また、山見
（2011）は、「高まった価値から自分自身を
見つめる活動については、短時間でその価値
から自分を見つめることが難しかった。具体
的な場面を想起しやすいように、生活ノート
を活用したり、他の生徒や教師の経験を聴い
たりすることで内面化していく過程を明らか
にしていく必要がある」（p.355）と述べて

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

道徳科授業におけるICT活用に関する一考察
－生活経験を生かし「自己を見つめる」学びを促す指導法－

曽根原　和明
東京都品川区立大井第一小学校 主任教諭

１ 例えば、初等中等教育局教育課程課.“特別の教科 道徳の指導におけるICTの活用について”. 文部科学省. 
https://www.mext.go.jp/content/20200911-mxt_jogai01-000009772_15.pdf，（参照2022-12-04）や初等中等教
育局教育課程課. “GIGAスクール構想のもとでの小学校特別の教科道徳の指導について”. 文部科学省. 
https://www.mext.go.jp/content/20211105-mxt_kyoiku02-000015517_dotoku_ts.pdf，（参照2022-12-04）など。
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いる。
　２点目は、経験と道徳科での学びを接続す
ることが難しいという課題である。例えば、
上地（2022）は、「子どもにとっては道徳科
で得た知識と実生活とを結び付けて考え、何
らかの形でいかしていくことは容易ではな
い」（p.43）と述べている。また、柳沼
（2013）は、「道徳授業で子どもは、ねらい
とする道徳的価値を理解することはできても、
自分の生活経験には活用・応用しないことが
多いため、道徳的行為や習慣につながらない
のが一般的である」（p.16）と述べている。
　このように「自己を見つめる」活動の困難
さが指摘される一方で、ポートフォリオを活
用することにより、児童の自己理解を促すこ
とができるという研究成果が報告されている。
例えば、浅部（2018）は、「道徳ファイルを
見直しながら成長報告書を書くことで、児童
は自分のよさに気付き自己理解が促される」
（p.29）と述べる。また、萩野（2019）は、
「OPPシートポートフォリオの構成を活か
すことは、児童が短期・長期的な視点で学習
を振り返り、自己のよさや成長に気づけるよ
うな学習活動の在り方や、ワークシートや教
科書と対応した道徳ノートの開発に示唆を与
える」（p.12）と述べている。
　以上のことから、本調査においては、「自
己を見つめる」活動の困難性をICT端末に蓄
積してきた生活記録、ポートフォリオを活用
することで乗り越えることを意図する。被調
査者の児童らは、2022年４月から毎週末に１
週間の出来事を振り返り、翌週に向けて自己
の言動を見直す「今週の振り返り」の学習活
動に取り組んできた。項目は、「①今週どの
ようなことを頑張りましたか？」「②先生へ

（自分のこと、友達のこと、授業のこと、自
学のことなど）」「③来週の自分へ」の３点
である。
　本稿では、「今週の振り返り」を基に生活
経験を想起させることによって、児童の自己
を見つめる学習活動にどのような影響が生じ
るのかを検証することを目的とする。

２．研究の方法

2.1.　実践の概要
調 査 日：2022年11月
被調査者：東京都内A小学校第６学年児童33

名
内容項目：C-（14）勤労、公共の精神

A-（５）希望と勇気、努力と強い
意志
C-（15）家族愛、家庭生活の充実

教 材 名：「都築さんのなやみ～実家の仕事
か、自分の夢か～」（NHK for 
School「SEED なやみのタネ」）

表１　主な学習活動

事
前

家庭学習にて「今週の振り返り」を見ながら、
くらげチャートに①日付、②他者のために働
いた出来事、③感じたこと、考えたこと、④
働くことについての学習前の考え（自分が大
切にしている考え、できていること・できて
いないことなど）を書いてくる（図１）。

導
入

学習課題「働くことにはどのような意味があ
るのだろうか？」を設定する。

展
開

１．動画を視聴し、主人公の悩みについて話
し合う。

２．学習課題について話し合う。

終
末

事前学習で把握した自分の姿と話合いを通し
て気付いた道徳性の高い生き方とを比較し、
自己の生き方についての考えをまとめる（図
２）。
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図１　事前学習にて活用したくらげチャート

図２　終末段階の授業の振り返り
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2.2.　分析方法
１．実践後、表２に示した意識調査を被調査
者に行った。質問１と質問３については、
各選択肢を選択した人数と割合を集計し
た。また、質問２と質問４は、回答記述
をカテゴライズし、筆者が内容を要約し
た。

２．「今週の振り返り」を活用し、生活経験
を見直したグループ（以下、「活用グル
ープ」）と「今週の振り返り」を活用し
なかったグループ（以下、「不活用グル
ープ」）のくらげチャート（図１）と授
業の振り返り（図２）の記述を比較し、
「自己を見つめる」学習活動にどのよう
な違いが生じるのかを明らかにした。な
お、活用グループと不活用グループの選
別基準と人数は表３の通りである。

表２ 意識調査の項目

表３　グループの選別基準と人数

３．結果と考察

3.1.　被調査者全体の意識調査の結果から
　質問１「『今週の振り返り』を見直したこ
とで、働くことについての体験をどのくらい
思い出すことができましたか？」に対して肯
定的な回答をした児童が、約80％いた（表
４）。質問１の理由を問う質問２でも、「過
去の振り返りを見ることで、自分の考えが分
かったから」「頑張ったときに、どのように
頑張ったのかや、気持ちも一緒に書いてある
から、すぐに思い出せたから」「自分が書い
たものを振り返ってじっくり見たから、そう
いえばこんなことをしたなと思い出せたか
ら」「前にどう思っていたのかはすぐに忘れ
てしまうので、思い出すのに便利だったか
ら」などの記述が見られた。質問１で否定的
な回答をした児童は、「働くことについての
ことがあまり書いていなかったから」や「そ
もそも『今週の振り返り』を見直すことを忘
れていたから」という理由を挙げていた。
これらのことから、ICT端末を活用すること
で、生活経験の想起を促進することが示唆さ
れた。

表４　質問１に対する回答結果活用グループ 不活用グループ

選別
基準

・くらげチャートの
① 、 ② 、 ③ 、 ④
（表１参照）が全
て記述されている。

・くらげチャートに
記述した出来事が
「 今 週 の 振 り 返

・くらげチャートに
日付が示されてい
ない。

・意識調査にて「振
り返りを見なかっ
た」と記述してい
る。

り」に書かれてい
る。

・ 「 今 週 の 振 り 返
り」を書いていな
い。

人数 ５人 ２人

質問１ 「今週の振り返り」を見直したことで、
働くことについての体験をどのくらい思
い出すことができましたか？【４件法】

質問２ その理由を教えてください。

質問３ 「今週の振り返り」を使ったことで、授
業での学び（話し合ったこと、動画から
学んだことなど）と普段の生活がどのく
らい繋がったと思いましたか？【４件
法】

質問４ その理由を教えてください。

質問１ 人数 割合

思い出すことができた  9 27％

まぁまぁ思い出すことができた 17 52％

あまり思い出すことができなかった  4 12％

思い出すことができなかった  3 9％
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表５　質問２の主な回答内容

　質問３「『今週の振り返り』を使ったこと
で、授業での学び（話し合ったこと、動画か
ら学んだことなど）と普段の生活がどのくら
い繋がったと思いましたか？」に対して肯定
的な回答をした児童が、約70％いた（表６）。
質問３の理由を問う質問４でも、「普段メモ
してある生活（働いたこと）と、授業の学び
をうまく比べて、繋げることができたから」
「これまでの生き方の課題点などを見つけ出
して（振り返って）、それをどうすれば直す
ことができるか考えられたから」「前の自分
の姿を掴みやすく、見るだけでそこと比較で
き、前までやってきたことから『じゃあ、次

はこういうやり方で』のような感じで次に生
かすことができたから」などの記述が見られ
た。質問３で否定的な回答をした児童は、
「振り返りに書いたことはまだこれからのこ
とであって、実際にやっていないし、今でき
ることはなかったから」や「そもそも『今週
の振り返り』を見直すことを忘れていたか
ら」という理由を挙げていた。
　これらのことから、生活経験と授業での学
びを比較することで両者を接続できる可能性
が高まるという示唆を得た。しかし、否定的
な回答者が約30％いることや、生活経験と授
業での学びの比較の方法、授業後の道徳的実
践の生かし方など今後の調査の課題も残った。

表６　質問３に対する回答結果

表７　質問４の主な回答内容

質問３ 人数 割合

繋がった  8 24％

まぁまぁ繋がった 15 45％

あまり繋がらなかった  9 27％

繋がらなかった  1  3％

思い出すことができた

①「今週の振り返り」を読むことで、出来事や働
いた目的、その時の気持ちを思い出せたから。

②過去の振り返りを見ることで、働くことへの自
分の考えが分かったから。

③「今週の振り返り」を毎週きちんと書いていて
思い出せたから。

④働いた体験を探しやすかったから。

まぁまぁ思い出すことができた

①「今週の振り返り」を具体的に書いていて、出
来事やそのときの考えを思い出すことができた
から。

②きちんと記録している期間は思い出すことがで
きたが、記録していない期間のことはあまり思
い出せなかったから。

③「今週の振り返り」を読むことで働いた出来事
を思い出すことはできたが、そのときの感情は
思い出すことができなかったから。

④体験を検索にかけたらたくさん出てきたから。
⑤思い出すことはできたが、いつの出来事なのか

すぐに探すことが難しかったから。

あまり思い出すことができなかった

①「今週の振り返り」に働くことについての体験
を書いていなかったから。

思い出すことができなかった

①「今週の振り返り」に働くことについての体験
を書いていなかったから。

②「今週の振り返り」を見直すことを忘れていた
から。

繋がった

①働いた出来事と授業での学びを比較したことで
繋げることができたから。

②普段の働いているときの自分の気持ちや働くこ
とについての考えを振り返ることができたから。

③自分の課題を見つけ、その改善策を考えること
ができたから。

④「誰かのために働きたい」という思いをもつこ
とができたから。

⑤授業で学んだことがすぐに実践できることだっ
たから。

まぁまぁ繋がった

①「今週の振り返り」は、自分の生活について書
いてあり、普段の生活と繋がったから。

②学習前の自分と、授業で学んだことを比較し、
これからの生き方を考えられたから。

③学んだことを自分の言葉でまとめたから普段の
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3.2　グループ間の比較の結果から
　活用グループと不活用グループのくらげチ
ャートと授業の振り返りの記述を比較した結
果、表８の通りに、「自己理解を深めている
か」と「自己理解に関わる目標や課題を書い
ているか」という２点において違いが見られ
た。以下、それぞれを二つの項に分けて結果
と考察を示す。

表８　グループ間の記述の比較結果

3.2.1　自己理解に関する結果と考察
　活用グループと不活用グループのくらげチ
ャートを比較した結果、活用グループ全員が、
くらげチャートの頭部の「働くことについて
の学習前の考え」に、自分のよさや課題（以
下、「自己理解」）を記述していた。例えば、
活用グループの児童Aは、
１）「振り返ることを大切に、前よりももっ
と良くしたい！とずっと考えている」

２）「役割分担があまりできていない。自分
一人で抱え込んでいる」

３）「期限に間に合わせるように頑張ること
はできている」

と自己理解を深めていた。
　これらの頭部の自己理解に関する記述は、
活用グループ全員が、くらげチャートの足部
の生活経験の記述を受けていた。例えば、児
童Ａの足部と頭部の関係は、
・「一回目の反省をしっかりと活かしていて
すごいな～。と感じました」→自己理解
１）に関連
・「私はフレンドタイムでもそうだけどよく
振り返るんだな～と感じました」→自己理
解１）に関連
・「これから危ない時は友達に頼るよりも先
に６梅班の人たちに頼っていきたいです」
→自己理解１）と２）に関連
・「５月時点の自分は頑張ることに精一杯で
副委員長さんとか書記さんに仕事を配分す
ることがあまりできていないと考えた」→
自己理解３）に関連
　となっていた。
　一方で、不活用グループには、自己理解の
記述が見られなかった。
以上のことから、ICT端末を活用することで、

　生活と結びつけやすいから。
④話合いや動画を通して、働くことについての新

しい考えを発見することができたから。
⑤繋がりはしたが、働くことについて「今週の振

り返り」にあまり書いていなかったから、まぁ
まぁ繋がった。

⑥「今週の振り返り」を見たことで生活と繋がっ
たが、話合いの中で、普段の生活と繋がりそう
な考えと出会えなかったから。

あまり繋がらなかった

①普段の生活に生かすためには、くらげチャート
の足の部分にもっと注目すれば「繋がった」と
思えた。なぜなら、足の部分には、自分が実際
の生活で行ってきたことが書かれているから。

②今日気付いたことをまだ実践していないから普
段の生活と繋がった気がしないから。

③授業中に出てきた考えが、すでに実践してきた
ことだったから、新たに繋がった気がしないか
ら。

④「今週の振り返り」を見直すのを忘れていたか
ら。

繋がらなかった

①「今週の振り返り」を書いていなかったから。

グループ名 自己理解を
深めているか

自己理解に関わ
る目標や課題を
書いているか

活用
グループ

５／５人
（100％）

３／５人
（60％）

不活用
グループ

０／２人
（０％）

０／２人
（０％）
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想起した生活経験を基に、児童は自己を見つ
め、自己理解を深めることが示唆された。

3.2.2.　これからの目標や課題に関する結果
と考察
　活用グループと不活用グループの授業の振
り返りを比較した結果、活用グループの５人
中３人が、頭部の自己理解に関わるこれから
の目標や課題を記述していた。例えば、A児
は、くらげチャートの頭部に「役割分担があ
まりできていない。自分一人で抱え込んでい
る」と自分の課題を記述していた。それに対
して、授業の振り返りには、「これからはプ
ロジェクト学習の時とか、役割分担して、作
る人ももちろんだけれど見る人の視点でも考
えていきたい」と表記していた。
　また、活用グループの児童は、質問４に対
して、「自分が働いた時のことと都築さんが
働いたのを比べられたから」「その時の出来
事を振り返り、これからに繋げられると思っ
たから」「今までの考えと、学んだ後の考え
を比較することができたから」
と回答していた。
　一方で、不活用グループでは、自己理解に
関する記述が見られなかったため、それに関
わる目標や課題も書かれていなかった。
　以上のことから、ICT端末に蓄積した生活
経験と授業での学びを比較することで、両者
を接続できる可能性が高まるという示唆を得
た。しかし、活用グループでもこの現象が見
られた割合が60％であることから、今後更な
る詳細な調査が必要である。

４．結論

　本稿では、「今週の振り返り」を基に生活
経験を想起させることによって、児童の自己
を見つめる学習活動にどのような影響が生じ
るのかを検証することを目的としてきた。調
査の結果、以下の３点が明らかになった。
　１点目は、ICT端末を活用することで、生
活経験の想起を促進することである。過去の
出来事や、そのときに感じたことや考えたこ
とを想起しやすくなることが示唆された。
　２点目は、蓄積してきた生活経験を想起す
ることで、自己理解を深めることができるこ
とである。ICT端末に具体的な経験を蓄積し
続けてきた児童のみが、生活経験に関する記
述を受けた自分のよさや課題を記述すること
ができていた。
　３点目は、生活経験と授業での学びを比較
することで両者を接続できる可能性が高まる
ということである。
　最後に、研究の課題を２点述べる。
　１点目は、「今週の振り返り」の形式、項
目の工夫についてである。質問１と質問３に
て否定的な回答をした児童の中には、「『今
週の振り返り』に働いた経験を書いていなか
ったから」「出来事は思い出せたけれど、感
じたことは思い出せなかったから」という理
由が見られた。児童の生活経験を生かし「自
己を見つめる」学びを促すためにも、道徳科
の内容項目に関わる具体的な出来事や感じた
こと、考えたことをよりよく蓄積できる形式、
項目の工夫が求められる。
　２点目は、「今週の振り返り」を用いた継
続的な学習についてである。授業での学びと
生活を実際に接続するためには、授業外にお
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ける道徳的実践を積み重ねていく必要がある。
それらの実践が児童の新たな生活経験となり、
「自己を見つめる」学びを一層深めることに
繋がると考える。ICT端末を継続的に活用し、
どのような影響が生じるのか更なる調査を行
っていく。
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特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

国語科１人１台端末活用状況の全体像
～１人１台端末環境は中学校国語科の学びをどう変えたか～

渡邉　光輝
お茶の水女子大学附属中学校 教諭

はじめに

　本稿は、2022年現在の中学校国語科におけ
る１人１台端末活用状況の全体像を描こうと
するものである。
　現任校では2014年から１人１台端末を活用
した授業を開始している。現在では国語の授
業 の ほ と ん ど で １ 人 １ 台 端 末
（Chromebook）とソフトウェア（Google 
workspace for Education、ロイロノート・
スクール、学習者用デジタル教科書等）を活
用し学習を進めている。授業が始まると生徒
はChromebookを開き、教師の説明を聞いた
り、教材文を読んだり、生徒どうしでディス
カッションをしたりしながら、各自の端末で
学習課題に取り組んでいる。このような１人
１台端末を使った学習は７年を経過し、国語
科での端末活用はすっかり定着し、その強み
や課題が見えつつある。
　国語科は今一つ端末を使った学習のイメー
ジが持てないということをよく耳にする。国
語科とデジタルの学びは相性が悪いという方
もいるようだ。しかし、私が担当する生徒が、
国語科学習のあらゆる場面で端末を便利に効
果的に使いこなしている姿を目の当たりにす
ると、そのようなことはほとんど感じない。
　そこで、これまでの勤務校での国語科学習

における１人１台端末の活用状況を整理し、
生徒がICTを縦横無尽に活用している国語科
学習のイメージを読者と共有したいと考えた。

１．国語科の言語活動、学習過程

　国語科の学習は、「言語活動を通して指導
事項を学ぶ」（平成29年度告示中学校学習指
導要領）ところに大きな特質がある。つまり、
生徒が活動に取り組む中で学習内容を自ら体
得するという点がポイントである。「話すこ
と・聞くこと」「書くこと」はもとより「読
むこと」の学習においても、文章を読んで教
師の説明を聞いて終わりではなく、文章を読
んで各自が考えたことを説明したり、討論を
したり、文章を活用して報告や提案をしたり
する活動などに取り組むことが「読むこと」
の言語活動例に示されている。換言すると国
語科のどの領域の学習においても、インプッ
トだけでなくアウトプットも含めた活動に取
り組むことで言葉の学びが完結するというこ
とである。文章や談話と出会い、それを分析、
解釈したり内容を整理したりしながら自分の
考えをまとめ、他と交流していく一連の活動
に取り組んでいくことが国語科の学習である
ということだ。ICT活用においても、言語活
動を通して学習する過程に沿って、学習者目
線で学びに寄り添うものとなるように留意す
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る必要がある。

２．国語科１人１台端末活用の具体例

（　　　線部は１人１台端末活用。B④など
は後述の類型を示す）

【話すこと・聞くこと】授業事例
言語活動「チーム対抗でディベート大会を行う」
指導事項：目的や場面に応じて、社会生活の
中から話題を決め、異なる立場や考えを想定
しながら集めた材料を整理し、伝え合う内容
を検討すること。（２年「話すこと・聞くこ
と」Aア）
学習の流れ
１・２時間目　
●　全国中学ディベート甲子園の様子を
YouTubeで見て（A③）、ディベー
トの流れを知る。

●　立論のドキュメントのテンプレートを
利用し、それを書き換えて（B④）完
成させる。

●　３人で肯定側、否定側、ジャッジに分
かれ、マイクロディベート対戦を行う。

３・４時間目
●　この３人組でチームを作り、チーム対
抗のディベート大会を行う。

●　立論のテンプレート（B④）を４人で
共有し共同編集で（C②）立論を完成
させる。

●　想定される相手側からの反論と、それ
への反論を４人で考える。

課外
●　NHK for School「ロンリのちから」
を各自家庭で視聴（A③）し、反論の
方法などについて学び、ディベート対

戦に備える。
５～６時間目
●　チーム対抗のディベート大会を行う。
ディベートの様子は撮影しておく。
（B①）

●　観客はディベートのジャッジを行い、
フォームで投票して（A②）即座に集
計する。

７時間目
●　ディベートの様子を撮影（B①）した
ものをチームで見合い、あらためてフ
ローチャートを書いて討論のやり取り
の振り返りを行う。（写真）

【書くこと】授業事例
言語活動：「新型コロナ禍で揺れ動いた一年
のなかで最も印象に残ったことを取り上げ、
随筆を書く」
指導事項：書く内容の中心が明確になるよう
に、段落の役割などを意識して文章の構成や
展開を考えること。（１年「書くこと」Bイ）
学習の流れ
１時間目
●　随筆の学習モデル（見本）を読み、文
体の特徴を理解する。

●　一年間で起きた出来事（ニュース資料、
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年間の行事予定、学校のコロナ禍の対
応一覧）をウェブやPDFで配布（A
③）されたものを参考にしながら、当
時のことを想起する。

●　随筆に取り上げたいことを、ロイロノ
ートのクラゲチャート（思考ツール）
で書き出して（B③）クラス内で共有
（C①）し、お互いの発想から学ぶ。 

２時間目
●　ロイロノートで、随筆に取り上げる事
実（エピソード）と意味付け（あらた
めて考えたり感じ取ったエピソードの
意味や重み。気づき）の２つをカード
に書き出し並び替え（B③）などをし
て随筆の構成を考える。構成カードを
クラス内で共有（C①）し、お互いの
構成の工夫を学ぶ。

３時間目
●　書き出し文の案を３パターン考える。
書いたものをクラス内で共有（C①）
し、お互いに書き出し文の工夫につい
て学ぶ。

●　随筆をロイロノートで執筆する。（B
④）

●　教師はロイロノートで書かれた下書き
の添削をする。（D②）

（課外）完成した随筆は製本してクラスで
配布する。

【読むこと】「『アイスプラネット』～人物
設定から読みを深める～」授業事例
指導事項：文章全体と部分との関係に注意し
ながら、主題と例示との関係や登場人物の設
定の仕方などを捉えること。（２年「読むこ
と」Cア）
１時間目　
●　「アイスプラネット」を読み、初読の
感想をクラスルームの質問に回答（A
②）して感想を共有し、お互いに読み
合う。（C①）

２時間目
●　「アイスプラネット」全文をドキュメ
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ントに書き起こしたものをクラス内で
共有し、表現で気づいたこと感じたこ
となどを自由に書き込んでドキュメン

ト上で感想交流したり、解釈を深めて
いったりする。（C②）（下写真は本
文にコメントを付けた様子）

 ３・４時間目
次のまとめ課題の中から一つ選び、取り組む。
以下の「課題を」Googleクラスルームで示
す。ルーブリックも提示する。（D③）

教師はGoogleクラスルーム上から生徒の学
習状況を随時把握し、適宜助言をしたり、生
徒の相談に乗ったりする。（D②）

課題
「ぐうちゃんはどんな人なのか、家族はぐうちゃんをどう捉えているのか」について読
み取り、自分の思いを表現する。

そのために・・・（次から選ぼう）
A　「ぐうちゃんや、家族の姿を通して、この作品は何を伝えたいのか」
B　「ただいまー」　ぐうちゃんが長い旅から帰ってきた！　（ぐうちゃんが家に帰っ
てきた瞬間の、家族との再会シーンを小説風に描く）
C　「アイスプラネット」という題名に込められたこの作品の思いとは？
D　その他（自由にテーマを設定して論じる）
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ルーブリック
評価規準　ぐうちゃんの人物像と、ぐうちゃ

んをめぐる家族の姿を捉えて、自分の考えを
表現することができる。

 ３．学習プロセスに沿った国語科一人　
一台端末活用の全体像

　ICT活用のパターンを整理する方法は様々
に考えられるが、本稿では国語科の学習プロ
セスごとに活用されたICTの機能を整理する
こととした。
　国語科の学習プロセスとして、主に「情報
と出会う」「思考を整理・表現する」「共
有・交流する」「フィードバック・評価す
る」の四つの局面に焦点を当て、１人１台端
末の機能がどのように活用されているか整理
を試みた。ただし、この四つは学習プロセス
に沿った活用の特徴を際立たせるために便宜
的に区別しているものである。相互に重なり
合うことはありうる。またこの四つの順番で

活用していくという性質のものでもない。
　整理の方法は他にも、例えば「iPadならこ
んなことができる」というようなツールごと
の紹介方法があるだろう。しかしツールは数
年もすればバージョンアップし、陳腐化する
ことが考えられる。そこで、ツールではなく
その機能に焦点を当てて整理をすることとし
た。こうすることで、特定のツールやデバイ
スに依存することなく、求める機能に応じて
複数のツールを使い分けることも可能になる。
以下の整理では、機能ごとに活用されるツー
ル（Google workspace for Educationとロイ
ロノート・スクールが中心）を明記している
が、それ以外のツールでも同様な活用は可能
であるはずだ。

S 秀逸 A 優れている B 課題達成 C 不十分

B・Aに加えて、ぐうちゃんや
家族に対する深い読みを、
様 な々根拠を踏まえた上で、
強いリアリティー、もしくは説
得力のある表現で書いてい
る。

Bに加えて、ぐうちゃんの生
き方や、家族の価値観など、
本文にははっきりとは書いて
いないことも、豊かに想像し
て書けている。

本文からぐうちゃんの人物
像や家族の姿を適切に捉え、
それを踏まえたうえで課題を
表現している。

自分の解釈と、本文（根拠）
との関連性が不十分である。
もしくはこじつけが見られる。
または、本文を抜き出したり
書き換えるレベルに留まって
いる。

分類 ICTの機能 生徒の活用の類型
※教師の活用は（教師）と表示

【A　情報と出会う】 多種多様な、大
量の情報を効率
的に集める

①検索する
②アンケートをとる
③デジタルの資料（文書・ウェブ・動画等）を提供する（教師）

【B　思考を整理・表現
する】

思考を言語、非言
語など様々な方法、
メディアで可視化
したり、統合、深化
したりする

①録音・撮影する
②画像・映像・音楽で表す
③図・線で表す
④書く・書き換える

【C　共有・交流する】 他と交流したり、
協同制作をしたり
する

①作品・プロセスを共有する
②協同制作する
③リモートで他と交流する
④社会に発信する

国語科１人１台端末活用の全体像
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【A　情報収集】
A①検索する
　生徒が各自の端末でインターネット、電子
辞典、データベースなどで調べる活用である。
　例えば、教科書教材に関連して、調べ学習
に発展する学習、文学作品、古文や文法など
の解説をウェブで調べて理解する学習などが
考えられる。また、過去に自分や他の生徒が
作成し、クラウド上に保存されたものを検索
し、学習に再利用する活用も考えられる。

A②アンケートを取る
　Googleフォームなどのオンラインツール
を使ったアンケートの実施及び集計である。
ツールを活用すると簡単にアンケートをとり、
自動で集約することができる。
　例えば生徒が説明文を書く際などに、情報
収集の手段としてGoogleフォームを活用し、
他の生徒などの傾向をとらえたり意見を集約
したりする際に活用できる。また教師が授業
で生徒の意見を集める際などにもアンケート
が活用できる。

A③デジタルの資料（文書・ウェブ・動画
等）を提供する（教師）　
　教師が生徒にウェブサイトや動画、画像、
PDFなどを提供することを指す、例えば、
文章理解を促す画像・資料PDFを配布する、
作品の背景や知識がわかるウェブサイトを紹
介する、NHK for Schoolなどの動画を視聴

させて背景知識を理解させるなどの活用が考
えられる。教師だけでなく学習者が自分たち
でこれらの資料を集めることもある。

【B　思考の整理・表現】
B①録音・撮影する
　学習者が端末のカメラや録音機能を使い、
写真や映像、音声を記録して思考を表現する
ことを指す。例えば、古文の音読や、話し合
いの様子を録音・撮影して聞きあうこと、文
法などの解説動画やニュース番組をグループ
で作成することなどが考えられる。ノートの
代わりに板書を撮影して記録したり、手書き
のノートやワークシートを撮影して教師に提
出したりするなどのスキャン的な活用もでき
る。

B②画像・映像・音楽で表す
　自分で撮影や録音するのではなく、既存の
映像や録音などの素材を用いて表現する活動
がこれにあてはまる。例えば和歌に描かれて
いる情景にあった画像をインターネット上で
探すこと、デジタル版の紙芝居を作成し、既
存の映像や音楽を組み合わせることなどが考
えられる。ロイロノートやGoogleスライド
では写真や動画、音声を組み合わせることが
とても簡単にできる。

B③図・線で表す
　線やイラスト、図表などを描いて思考を可

【D　フィードバック・
評価する】

学習状況を振り返
り、自己の学びに
活かす

①相互にコメントし合う
②教師がコメントする（教師）
③課題・ルーブリックを提示する（教師）
④デジタルドリル・オンラインテストをする
⑤学習成果を保存する／ポートフォリオを編集する
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視化することを指す。
　デジタル教科書の文章に線を引く、説明文
の内容を図表でまとめたり、思考ツールで整
理したりする、物語の人物相関図やあらすじ
を図にして整理することなどが考えられる。
紙と異なり、何度も書き直しが可能な点、色
分けが容易な点、思考ツールなどのテンプレ
ートを活用できる点などがメリットである。

B④書く・書き換える
　デジタル上で文章やスライドを作成するこ
と、テンプレート（枠組み・文章例等）を利
用して書き換えながら文章を作成することを
指す。
　デジタルのメリットは、文量を気にせず大
量の文章を書いて表現することができるよう
になる点、何度も書き換えたり、構成を入れ
替えるなどの推敲がしやすい点、既存の文章
から引用して表現することが簡単にできる点、
テンプレートなどを書き換えながら文章を作
成することが容易な点が挙げられる。

【C　共有・交流】　
C①作品・プロセスを共有する
　他の学習者と文章などのデータを共有し、
学習プロセスを参照し合う活用がこれに当た
る。例えば文章やスライドを作成する際に、
Googleクラスルームやロイロノートなどで
そのデータを共有すると、リアルタイムで学
習の経過を他と見合うことができる。国語の
学習を苦手とする生徒にとって、教師の直接
的な教示より他の生徒の学習を参照すること
のほうが自分の学習の参考になるようである。
　ポイントとしては、「学習成果」ではなく
「学習プロセス」を交流するということ、事

前にお互いの作品を公開することを了承する
ということである。

C②協同制作する
　他の学習者と協同で一つの学習に取り組む
活動がこれに当たる。例えばJamboardを同
時にアクセスし、感想や意見を付箋に書き出
す活動、グループでスライドを共同制作する
活動などがそれに当たる、調べ学習をして発
表する際に一つの表やスライドをグループで
共有すると、リアルタイムで同時にアクセス
して、協力しあって効率的にスライドを制作
できるようになる。
　留意点は一人ひとりの学習が見えにくいと
いう点がある。いわゆる「ただ乗り」をして、
できる生徒に頼って何もしない生徒が出てき
そうな場合、各自の分担を決めて、責任を持
って活動に取り組むことができるように配慮
することが必要となる。

C③リモートで他と交流する
　ZOOMなどのオンラインミーティングの
ソフトを使って遠隔でコミュニケーションを
取って学び合う活用がこれに当たる。例えば
ゲストティーチャーをリモートで招いたり、
他の学校とオンライン上で交流しながら学習
を進めたり、欠席した生徒や休校時に遠隔授
業を行ったりする活動が考えられる。会話で
のコミュニケーションだけでなく、それと並
行してチャットでの交流を組み合わせると、
多様な意見や疑問を吸い上げることができ、
さらに効果的である。

C④社会に発信する
　ブログやホームページを作成しインターネ
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ット上で公開したり、ポスターやポップなど
を作成し印刷して地域に掲示したり、書いた
小説を電子書籍化（ロマンサー）して配布し
たり、YouTube動画を作成、配信したりす
るなど、様々な発信方法がある。Google翻
訳などのAI翻訳の機能を使えば、日本語圏
以外にも発信することが可能となる。

【D　フィードバック・評価】　
D①相互にコメントし合う
　ドキュメントで作成した作文やスライドを
他の生徒と共有し、相互に評価したり、コメ
ントを付け合うなどの活用を指す。デジタル
上であれば匿名で交流することも容易なので、
人間関係などを気にせずに客観的にコメント
をつけることも可能となる。

D②教師がコメントする（教師）
　オンライン上で教師が生徒に個別にコメン
トする活用を指す。Googleクラスルームの
「限定公開のコメント」機能を使うと、他の
生徒の目に触れずにオンライン上でコメント
を伝えることができる。生徒からの質問や相
談にも随時対応することができるようになる。
こうした非同期のコミュニケーションを上手
く活用することで、授業時間内には声掛けで
きなかった生徒に対しても支援をすることが
できるようになる。

D③課題・ルーブリックを提示する（教師）
　Googleクラスルームにはパフォーマンス
課題を提示する機能があり、更にルーブリッ
クを表示することもできる。デジタル上であ
れば、このルーブリックの評価基準を生徒と
相談しながら随時書き換えて学習をすすめる

ことができる。

D④デジタルドリル・オンラインテストをす
る　
　デジタルドリル、オンラインテストは解答
後に即座に採点結果が表示され、何度も繰り
返しチャレンジしたりすることができ、知識
の習得に役立つ。またAIにより個々の習得
度やペースに応じた取り組みができるものも
あり、学習の個別化がはかれる点がメリット
である。解答の状況が即座に集計されるので、
生徒全体の解答状況を踏まえて、授業に反映
させることもできる。

D⑤学習成果を保存する／ポートフォリオを
編集する
　デジタルで取り組んだ学習成果は、基本的
にはすべてクラウド上に保存される。そこで、
クラウド上に保存されている成果物を参考の
ために取り出したり、デジタルポートフォリ
オを作成して学習を振り返ることができるよ
うになる。 Googleサイトやロイロノートは
さまざまなデータを収集、整理することがで
き、デジタルポートフォリオ作成でもよく活
用されている。

　　４．国語科１人１台端末活用の　　
授業づくりの課題

　国語科で１人１台端末活用が始まり、国語
の学びは大きく変化することとなった。
　学習者のインプット、アウトプットの情報
量は一気に増加した。「学ぶべき知」を独占
していた教師の役割は揺らぎ、生徒自らが多
種多様な情報にアクセスし、個々のペースや
興味関心に基づいて学びを深めたり自己表現
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したりできる機会が増えた。文章だけでなく
映像や音声といったマルチメディアによる表
現へと多様化した。学習が協同ベースのもの
となり、学びのプロセスや成果を他と共有し
て学び合うことが当たり前になった。また、
教室、授業時間内だけでなく、家庭や授業時
間外でのコミュニケーションや学びも可能と
なった。生徒同士だけでなく教師と生徒間も
随時オンライン上で繋がりあい、教師は随時
学習状況を捉えて細やかなみとりや支援をす
ることが可能となった。
　つまり、GIGAスクール構想によるICTの
整備により、教材、学習メディアの変化、学
び方や学ぶ場の変化、教師の役割や支援の変
化など、様々な変化が一気に訪れたというこ
とだ。
　このように、１人１台端末導入は単なるツ
ールの変化ではなく学習環境の変化であると
捉える視点が必要であると考える。従来のア
ナログの授業の代替や補強、補完として１人
１台端末活用を捉えるのではなく、このよう
に複雑に絡み合い構造的に変化していく学習
環境のダイナミックな変容を捉えた上で、こ
の学習環境を生かした言葉の学びへとバージ
ョンアップするように授業をデザインしてい
くことが必要である。
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１．はじめに

　現在から10～20年後、世界はどのように変
化しているのだろうか。Michael A.Osborne
（2013）は、『今後10～20年で半数の仕事が
自動化され、自動化のリスクに対応するため
には、社会的かつ創造的なスキルが重要であ
る』と述べている。将来の変化を予測するこ
とが困難な社会の到来が危惧される中、私た
ち教員は、子供たちにどのような力を身に付
けさせるべきなのだろうか。
　中央教育審議会の答申（2015）では、『予
測できない未来に対応するためには、社会の
変化に受け身で対処するのではなく、主体的
に向き合って関わり合い、その過程を通して、
一人一人が自らの可能性を最大限に発揮し、
よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出して
いくことが重要である』と指摘されている。
また､『我が国の子供たちについては、判断の
根拠や理由を示しながら自分の考えを述べた
り、実験結果を分析して解釈・考察し説明し
たりすることなどについて課題が指摘される
ことや、自己肯定感や主体的に学習に取り組
む態度、社会参画の意識等が国際的に見て相
対的に低いことなど、子供が自らの力を育み、
自ら能力を引き出し、主体的に判断し行動す
るまでには必ずしも十分に達しているとは言

えない状況にある。』とも指摘されている。
　ここで述べられている主体的な関わり合い
を生み出し、学びに向かう力を子供たちに身
に付けさせるためには、これまでの受け身の
性格が色濃い授業のままでは不十分である。
知識の習得ばかり重視するのでなく、自ら課
題を見つけ、それを解決していく力を身に付
けさせるための個別最適な学びの実現を考え
ていくべきだろう。そして、自らの考えを他
者と伝え合い、集団としての考えをつくりだ
す協働的な学びも同時に大切にしたい。個別
最適な学びと協働的な学びを往還することは、
自身の学びをメタ認知することにつながって
いく。自分の学びを振り返り改善するプロセ
スを繰り返すことで、主体的に学習に取り組
む態度は身に付いていくのだろう。本稿では、
「先生が教える授業」から「子供が学び取る
ための学習指導」への移行に挑戦した社会科
を中心とする実践について紹介する。

２．授業デザインの改善

　個別最適な学びと協働的な学びを支える学
習ツールとしてICTの有用性を実感している。
2019年から始まったGIGAスクール構想の実
現によって、通信ネットワークの整備や１人
１台端末の推進、さらには学習者用デジタル
教科書やデジタルドリルの導入など、授業改

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力
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「先生が教える授業」から
「子供が学び取るための学習指導」へ

長谷川　菜々
仙台市立錦ケ丘小学校 教諭
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善に必要な環境は徐々に整ってきている。こ
れらの環境を活用すれば、多様な授業デザイ
ンや授業改善が可能となる。これらを踏まえ、
個別最適な学びと協働的な学びの往還を実現
し、授業デザインの改善を進めるために、
ICT環境が整う前は授業時間の多くを情報収
集に充てていた社会科や国語科の学習に着目
した。情報収集に必要な時間は児童一人一人
異なる。さらに、情報を得るために活用する
ツールやまとめ方も適している方法はそれぞ
れである。そこで、授業デザインに家庭での
学習を組み入れ、情報収集を家庭で行うよう
に単元計画を変更した。児童自ら解決すべき
課題を設定し、家庭で各自が最適なツールで
情報を収集する。その後、収集した情報は授
業で互いに伝え合い、協働で整理・分析して
表現する。ICT環境を活かして家庭での個人
学習や学校での協働学習を往還させていく授
業デザインにすることで、学びの質を変化さ
せることを目指した。次節では具体的な授業
方法について、社会科の自動車をつくる工業
の学習の実践を紹介する。

３．社会科の学習の実践

（１）授業デザイン
　筆者の社会科の授業の課題は、教科書等の
資料を教師と一緒に読み取りながら、教師が
求める答えにたどり着くような「先生が教え
る授業」からの脱却だった。これまでは、子
供自身がツールを選択して調べる時間を取り
入れても時間的な制約もあり、資料から事実
を確認して終わることが多かった。このため、
子供たちの認識は、社会科は「教えられ覚え
る」教科であり、「自分で考えながら学び取
る」教科とはなりにくかった。この状況を脱
却するために行ったのが授業デザインの改善
である。
　５年社会科「自動車をつくる工業」は、通
常７時間で単元が構成され、２時間かけて大
まかな課題をつかみ学習問題を設定した後、
「組み立て工場で働く人々」「部品をつくる
関連工場」「自動車の輸送方法」「自動車開
発」など、テーマ毎に１時間ずつ調べる学習
活動を繰り返していく。このため、一つのテ

朝学習 前単元の振り返りを基に、学び方のルーブリックを作成
する。

１・２ 自動車の移り変わりや生産のさ
かんな地域について考え、学習
問題をつくる。

１ 学習問題と個人の追究課題を設定する。

家
庭
学
習
３
日
間

情報端末を持ち帰り、個人の追究課題について家庭学習で調べ、
調べノート（ジャムボード）にまとめておく。

３ 組み立て工場で働く人々につい
て調べる。

２ テーマごとのグループで、収集した内容について共有し、
質疑し合う。必要なときは調べ直す。

４ 部品をつくる関連工場について
調べる。

３・４ グループごとに情報を整理・分析して、協働編集でスラ
イドにまとめる。現時点での学び方を振り返る。

５ 自動車の輸送方法について調べ
る。

５ スライドを使ってプレゼンする。聞き手はチャットで感
想や疑問を交流する。

６ 自動車開発について調べる。 ６ これからの自動車工業について考え、議論する。
７ 日本の自動車づくりのよさを新

聞にまとめる。
７ 学習のまとめをする。学び方の振り返りをする。

図１　変更した単元計画
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ーマについて深く掘り下げて学びを深めたり、
多様な意見を共有しつつ合意形成を図るよう
な協働的な学びを取り入れたりするには至ら
ずに終わることが多かった。そこで家庭にお
いても多様なコンテンツにアクセスして情報
を収集できる環境を生かし、図１のような授
業デザインの改善を試みた。第１時で自動車
の移り変わりの変化や自動車工業のさかんな
地域について教科書の内容を概観した上で、
気付きや疑問を洗い出して学習問題に迫るた
めの個人の追究課題を設定した。図２で示し

たノートは学習問題に迫る個人の追究課題を
決めるためのノートである。気付きや疑問を
ピラミッドチャートで整理し、最終的にまと
めていき自分の課題を決定していった。その
後、設定した個人の追究課題について３日間
かけて家庭でじっくり調べるように家庭での
学習を組み入れた。一見すると同じ７時間の
単元構成に家庭での学習が挿入されただけの
ように見えるが、学校での授業が「調べる」
ことを中心とした時間から「家庭で調べた多
様な情報を協働で整理・分析して考えながら

学び取る」時間へと変化している。子どもた
ちは、各自の課題に応じて図３のような調べ
ノートを作成して授業に臨んだ。例示したノ
ートからは、安全面での取り組みを調べるに
当たって、賛否があることに着目して情報を
整理している様子が分かる。情報収集を家庭
で行うことで、ツールも時間も自身に合った
方法で思う存分調べることができ、課題に対
して様々な迫り方で深く調べて考えてくるこ
とができた。
　クラスルームを参照すれば調べる手順は常

図２　個人の追究課題を決めるためのノート

図３　家庭での調べノート
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に参照できるようになっている。デジタル教
科書やNHK for Schoolのコンテンツ、イン
ターネット検索、資料集、本などの情報ツー
ルを活用し、子供たちは興味を掘り下げて情
報をまとめてくる。各自の調べノートはクラ
スルーム上で共有しているので、友達の家庭
での情報収集の様子も自由に見ることができ
る。充実したICT環境により、家庭という違
う空間にいながらも、クラスルームやチャッ
トなどを利用することで学びを共有したり助
言し合ったりする様子が見られるようになっ
た。
　学校の授業では、写真１のように各自の考
えの相違点や共通点を整理・分析したりしな
がら、「自動車づくりにたずさわる人々は、
よりよい自動車をつくるために、どのような
工夫や努力をしているのか」という学習問題
に対する自分たちなりのまとめを、協働編集
でつくり出していく。ICT環境で可能となっ
た授業デザインにより、家庭での個別最適な
学びと学校での協働的な学びの往還をスムー
ズに行うことができるようになった。

（２）学び方のメタ認知
　授業デザインを変更するだけでは「子供が
学び取るための学習指導」にはならない。重
要なのは子供たちに自身の学び方を学習段階
に応じて振り返らせ、学びをメタ認知させる
ことだ。図４のような学び方のルーブリック
を子供たちと共につくり、単元始め、中盤、
終わりの場面で、その時点での自分の達成度
と共にどのように改善していけば良いかを振
り返らせた。中盤と終わりの振り返りでは、
自分だけでなく友達と教師からの他者評価も
行ったことで、自分では気付けなかった良さ
や改善点を知る機会となった。単元末で振り
返った改善点をクラス全体で共有し、次の単
元学習のルーブリックに活かしていく。学び
方を振り返り改善していくプロセスを繰り返
していくことで、子供たちは自分に適した情
報収集や整理・分析の方法を学習していった。
子供たちの学び方に対する振り返りでは、ど
のような方法や手順で情報収集をすると自分
にとって効果的だったか、協働で整理・分析
するためには思考ツールを使うべきだったな
ど、学習の過程を振り返り次の学びにどのよ
うに活かしていくか具体的に考えることがで
きている。自分に適した情報収集や整理の方
法を自覚し始めたことで、主体的に学習に取
り組む態度も育ってきたと言える。特に「自
らの学習を調整しようとする側面」に関して、

S 複数の情報源から情報を取捨選択し、多角的
な視点から整理・分析することができる。

A 複数の情報源から情報を取捨選択し、協働で
整理・分析することができる。

B 複数の情報源から情報を取捨選択することが
できるが、整理・分析することはできない。

C 情報を取捨選択することができない。

図４　学び方のルーブリック一例

写真１　　協働編集による整理・分析
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本稿で示した「子供が学び取るための学習指
導」の学習を実践する前後では自己効力感が
大きく変化した。（図５）自らの学習を調整
する力に大きく関連する「話し合うこと」
「協働すること」「考えをまとめること」
「学びを振り返ること」について、非常に得
意だという回答が増え、自己効力感の高まり
が認められる。さらに自己効力感が向上した
ことで、能動的に課題解決に向かうようにな
り、他者から誤りを指摘されたりまとめまで
のプロセスがうまくいかなかったりしても、
自分ならできると前向きな気持ちで粘り強く
学習に取り組めるようになった。

４．教科間のつながり

　家庭に情報端末を持ち帰らせ、調べる活動
を子供に任せたことで、子供たちの「情報収
集の方法」や「整理の仕方」など、学習の仕
方が見えるようになってきた。情報収集の仕
方や整理の仕方は実に多様であり、子供が作
成した調べノートからは、一人一人の関心や
情報活用スキルの獲得状況を見取ることがで
きる。

　情報端末の持ち帰りを活用した授業デザイ
ンに変更した後、いくつかの課題が生じた。
クラスルームで調べる手順を参照できるよう
にはしているものの、膨大な情報が集まるイ
ンターネット検索も収集方法の一つとしてい
るため、本当に適切なものなのかが不確かな
まま収集された情報も多かった。当初の子供
たちのインターネット検索は画像検索が多く、
それらしい画像を見つけたことで満足し、付
随する情報までは吟味していないことが多い
と分かってきた。興味や関心に従って意欲的
に調べるようにはなってきていたが、適切な
情報を得ていたかというと実はそうでもなか
ったのである。このような実態から、国語科
「新聞記事を読み比べよう」の学習で、資料
の効果や出典の重要性を重点的に取り上げて
学習を行った。その後、社会科の調べノート
に書かれた情報の出典を子供たちに自己点検
させてみた。当然、出典は不明な場合が多く、
改めて不確かな情報も混在するインターネッ
トの情報の特性、出典を明記することや引用
の仕方などを指導することができた。また、
収集した情報をどのように整理していくかが
難しいという声も子供たちから多くあがった。
そこで、国語科の学習で段階的にねらいに合
った思考ツールの使い方を指導して活用させ
た。読み取った内容を整理して考えを作り出
す際にはピラミッドチャート、共通点と相違
点を分かりやすくするためにベン図、情報を
分類するためにYチャートやXチャートなど、
思考スキルとの対応を意識して思考ツールを
活用したことで、情報を整理して考えやすく
なるという良さを子供たちは徐々に実感して
いった。思考ツールの良さを実感したことで、
子供たちは家庭での調べノートでもねらいに

図５　主体的に学習に取り組む態度に関わる
４つの事柄の自己効力感の変化
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合わせて思考ツールを活用することが多くな
ってきている。中には思考ツールの使い方は
理解しつつも、自分はまず白紙にどんどん書
いていく方法が向いていると考え、あえて思
考ツールを使わない子供もいる。教科間のつ
ながりを意識して指導することで、子供たち
の学び方の力は確実に向上していると言える
だろう。

５．教師の立ち位置の変化

　協働的な学びを意識した授業デザインにし
たことで､これまでよりも子供たちに任せる
時間が格段に増え、教師の立ち位置も変化し
ていった。黒板の前で説明や指示をすること
が減り、子供たちに寄り添って整理の仕方や
まとめ方に助言したり共に考えたりするなど、
子供自身の疑問や気付きを大事にできるよう
になったのである。授業の指導内容によって
は従来の教師主導の学習方法で授業を行うこ
ともあるが、多くの時間がコーチングを意識
した関わりへと変化した。子供たちが学びた
いという意欲を持てるように動機づけを行い、
学習計画や学びの方向づけを共に考え、学び
の最中にはどのように整理してまとめていく
か時には共に学び、必要な場合には助言をす
るという役割を意識して授業に臨んでいる。
助言をしたり共に考えたりする場面は教室の
ときもあれば、子供たちが家庭で情報収集し
ているときにクラウド上で行うときもある。
子供たちへの教師の関わり方の幅もICT環境
が整ったことで大きく広がった。教師は単に
子供に知識を伝達する存在ではなく、問題に
ついて共に悩み考えることのできる学びの伴
走者に変わっていくべきなのだと筆者は考え
る。

６．有用なコンテンツの活用

　ICT環境での学習を後押しする有用なデジ
タル教材は、文部科学省の「教育の情報化の
推進」を見て分かるように多くある。「子供
が学び取るための学習指導」を充実させるた
めには、これらの教材を上手に活用しながら
学習を進めることが効果的である。本稿で示
している家庭での学びを支える教材として、
筆者の学級で多く活用している教材が
「NHK for School」である。教科書では資
料と文章から読み取らなければいけない内容
も、NHK for Schoolの番組や動画クリップ
では、映像でポイントを示して説明してくれ
るため直接教授性が高い。そのため、必要最
低限の知識を子供たち全員がおさえるための
大きな手立てとなっている。文章を読み取っ
て内容を理解することに困難があるような特
別な配慮を必要とする子供にとっても、第三
者によるサポートを受けずに学習をすすめら
れる機会が多くなる。デジタル教材を効果的
に活用することで、多くの子供たちの学びを
保証できるのだ。

７．児童の変化

　ICT環境で可能となった「子供が学び取る
ための学習指導」を実践してきたことで、子
供たちは前述したように主体的に学習に取り
組む態度に関わる事柄について自己効力感が
高まっている。さらに筆者の学級の子供たち
に「先生に教えてもらう授業と自分で調べて
考えをまとめる授業のどちらがよいか？」と
尋ねると、大半が「時間がかかっても自分で
調べてまとめる授業がよい」と答える。「教
科書に載っていない内容までどんどん調べて
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分かることが楽しい。」と、自分で学びを深
めて解決することに子供たちは楽しさを感じ
ている。また、「友達と自分の考えが違うと
きに、協力して調べ直して答えがまとまった
ことがあった。これまでの社会科の勉強で一
番楽しかった。」と話す子供たちもいた。友
達との意見の相違という壁にぶつかったこと
を出発点に、試行錯誤しながら協働的に学習
して答えを作り出していく学習過程に達成感
を得たのだ。個別最適な学びと協働的な学び
の往還は、子供主体の学びを促進させている
と感じている。自分の興味に合わせて学習を
すすめる楽しさや、友達と学びを広げたり深
めたりする喜びに気付いた子供たちは、誰に
指示されなくても日常から疑問や課題を見つ
け自ら探究していけるだろう。それこそが
「学習に主体的に取り組む態度」の育成なの
ではないだろうか。

８．おわりに

　主体的に学習に取り組む態度を育むために、
個別最適な学びと協働的な学びの往還や自分
の学習を調整する力の育成は欠かせないもの
だ。それと同時に、学びの中心となる教室が
どのような空間なのかも重要であろう。伊藤
は『教室での主体的な学びにアプローチする
にあたり，学習規律が鍵概念の１つになり得
るものと考えられる。』（「主体的・対話的
で深い学び」を問う ̶ポスト・コロナの授
業に向けて̶2022）と述べている。教師の立
ち位置は共に子供と学べる存在へ変わるべき
だろうと前述したように、共に学ぶ教師や仲
間がどのような存在かということが学びの質
に大きく関係するだろう。課題解決の途中で
壁にぶつかったときに学び直そうと鼓舞し合

い、互いの学びを認め合ってさらに高め合お
うと切磋琢磨できる学級であれば、充実した
対話による深い学びが得られるはずだ。ICT
環境の整備により可能となった「子供が学び
取るための学習指導」と、その基盤となる
「学び合いの空間づくり」の両輪を大切にし
たい。この両輪の確立に私たち教師が本気に
なって取り組むことが、子供たちの豊かな未
来につながると思えてならない。
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１．タブレット＋学習者用デジタル教科書が
もたらすもの

　筆者が１人１台環境で学習者用デジタル教
科書を活用する授業を始めたのは2018年から
である。2018年と言えば、まだGIGAスクー
ル構想という言葉は世の中に存在しておらず、
「タブレットを３人に１台は整備しましょ
う」と言われていた頃であった。
　そんな時代だったので、１人１台タブレッ
ト、学習者用デジタル教科書活用の公開授業
を行うと（コロナ禍前でもあったので）200
人近い参観者が集まった。恐らくはその頃か
ら多くの人が「１人１台タブレット＋学習者
用デジタル教科書」に新しい授業像を見てい
たからであろう。
　では、「１人１台タブレット＋学習者用デ
ジタル教科書」は授業に何をもたらすだろう
か。大きくは次の３点があるように考えてい
る。
　まず、児童にとっての教科書が「自分が使
いやすいようにカスタマイズできるもの」に
変わったことが大きい。これまでの紙の教科
書は、当然のことではあるが文字の大きさ、
フォントの種類、背景の色等、何も変えるこ
とはできなかった。これは「教科書に自分を
合わせることが求められていた」ことを意味

する。しかし、学習者用デジタル教科書にな
って状況は劇的に変わった。「教科書に自分
を合わせる」のではなく、「教科書を自分に
合わせる」ことができるようになったのであ
る。このことは「読みやすくなった」「見や
すくなった」ということ以上に、「自分が働
きかければ教科書だって変えることができ
る」という状況が、学習そのものに積極的に
取り組むことへ児童を誘うものであるように
感じている。
　次に、教科書を実質的に編集できるように
なったことも授業を大きく変えている。光村
図書の国語の学習者用デジタル教科書が備え
ているマイ黒板機能（教科書本文をなぞると
黒板を模した編集画面になぞった本文が抜き
出されて短冊になって表示される）は、教科
書を編集できるようになったもっともスマー
トな例だが、そこまでいかずとも児童は様々
な形で教科書を編集できるようになった。例
えば社会の教科書であれば、掲載されている
グラフや写真といった資料のスクリーンショ
ットを取り、タブレット上のデジタルノート
等に貼り付けて自分のまとめを作ることが出
来る。こうした活動を児童ができるようにな
ったことで、自ずと授業の中で児童の活動す
る時間が長くなり、教師の話す時間が短くな
るといった変化が起きている。

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

新しい授業像を実現する
学習者用デジタル教科書

鈴木　秀樹
東京学芸大学附属小金井小学校 教諭

10- .indd   2023/03/1    11:23



66

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

　そして、教科書が「共有するもの」に変わ
ったことも大きい。これまで「教科書を学習
の成果物として児童がお互いに見せあって学
習を進める」ことはそれほど多くはなかった
と思われるが、学習者用デジタル教科書にな
って状況は一変した。マイ黒板を見せ合う、
教科書の素材を使って作ったデジタルノート
を見せ合う、といったことをネットワークを
活用して行い、対話的学習を進めることは授
業風景として普通のことになっている。
　では、この３点により、授業は実際にどう
進むのか。本稿では筆者が行った小学校４年
国語「プラタナスの木」（光村図書）の実践
を紹介しながら論を進めていきたい。

２．｢プラタナスの木」から何を考えるか

　「プラタナスの木」は椎名誠の短編小説で
ある。あらすじは以下のようなものである。

＊＊
　マーちん、花島君、クニスケ、アラマちゃ
んの仲良し４人組が集まる公園にはプラタナ
スの木がある。ある時から、そこに来るよう
になったおじいさんとマーちんたちは仲良く
なる。公園の地面の下にはプラタナスの木の
根っこがぎっしり広がっている、といったプ
ラタナスの木の秘密について語るおじいさん
の話はいつも面白い。夏休み、お父さんのふ
るさとに行く直前のマーちんに、おじいさん
は「お父さんのふるさとには、木がいっぱい
あるだろう。みんなによろしく。」と言う。
マーちんがお父さんのふるさとに行くと台風
がおそってきた。森は木々が守ってくれた。
だが公園のプラタナスの木は、たおれかかっ
て危険だということで切られてしまった。落
ち込むマーちんたち。だが、切り株の上に４

人で立ち、手を広げてみると、春になって芽
が出ればまたおじいさんに会えると思えるの
だった。

＊＊
　マーちんたちとおじいさんの交流と別れを
描きつつ、ファンタジーの要素も織り込んで
明るい雰囲気で閉じるこの物語は、４年生の
心に響くものだ。さて、この物語から何を読
み取らせるか。何を考えさせるか。
　教科書には「登場人物の変化を中心に読み、
物語をしょうかいしよう」と書かれているの
で、当然、主人公であるマーちんの気持ちの
移り変わりは読み取っていく必要がある。最
終的には物語の魅力を紹介するような文章を
書かせたり発表させたりといったところにも
っていって単元を閉じるのがレギュラーな進
め方であろう。だが、筆者にはそれとは別に
どうしても児童に考えさせてみたいことがあ
った。
　本校で活用している国語の学習者用デジタ
ル教科書はデジタル教材も付属している。こ
のデジタル教材の部分に著者である椎名誠の
インタビューがある。この中で椎名誠は「マ
ーちんにとってのプラタナスのような存在は
皆さんにありますか？」「それは何かを探す
のが学習であり、思考を深める、考えるとい
うことだと思うのですね。いっぱい考えてく
ださい。」と言っている。
　「自分にとってのプラタナスのような存在
は何か」を考えることは、極論すれば国語の
学習の範囲外の事項であるかもしれない。だ
が、そんなことはこの物語を読まなければ考
えないことであるだろうし、後述するが筆者
の担任しているクラスの児童にとっては考え
る価値のあることであるように思えた。そこ
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で、「自分にとってのプラタナスのような存
在は何か」を考えること、この問いについて
の自分なりの答えを持つことをゴールに設定
して「プラタナスの木」の単元を進めること
にした。

３．タブレット＋学習者用デジタル教科書を
どう活用したか

①初読
　こうした物語教材を初読する際、今はどう
いった方法を取ることが一般的であろうか。
筆者の学級では「自分が読みたい方法で読
む」ことにしている。つまり、「紙の教科書
で読む」「学習者用デジタル教科書で読む」
「学習者用デジタル教科書の音声読み上げ機
能を使って読む」のうち、自分の読みたい方
法を選んで読むのである。
　「紙の教科書で読む」は、これまで長く続
けられてきた方法なので特に説明は必要ない
だろう。「学習者用デジタル教科書で読む」
のは、紙が画面に置き換わっただけのように
思われるかもしれないが、児童が見る画面は
自分が読みやすいようにカスタマイズした画
面であるところが重要である。「学習者用デ
ジタル教科書の音声読み上げ機能を使って読
む」は、元々は読むことに困難を抱えた児童
への支援として考えていたが、学級の全児童
に経験させてみたところ、読み書きに困難を
抱えているか否かに関わらず三分の一程度の
児童は「聞きながら読む」ことを選ぶように
なった。理由は「その方が楽だから」「読み
上げの声がいい」など様々であるが、こちら
とすればきちんと読んでくれればいいので、
どの方法を選んでくれても構わないわけであ
る。

　こうして初読の方法を自分で選ばせること
は、児童に「学習は自分で進めていくもの」
という意識をもたせることに繋がる。初読の
後には必ずオンラインフォームで初発の感想
を集めることにしているが、紙の教科書を読
むしかなかった頃より格段に内容が高度にな
った。これを元に単元を進めていくわけで、
単元の入り方としては非常に効果的な手法で
あると言えるだろう。

②不思議について考える
　初発の感想の中で「ここが不思議だ」とい
うことを書いていた児童が多くいた。例えば
以下のようなものである。

●　プラタナスの木は丈夫そうでマーチンの
祖父母の家の近くの木は台風で倒れたり
しなかったのになぜ台風でプラタナスの
木が倒れてしまったのかが不思議で悲し
かった。

●　「お父さんのふるさとには、木がいっぱ
いあるだろう。みんなによろしく。」の
言葉で私はよろしくと言っているのが不
思議に思いました。なぜしゃべらない木
によろしくなんていったのだろうと思い
ました。

●　いつも公園にきていたおじいさんはどこ
に行ったのだろうかと不思議に思いまし
た。

　こうした不思議の中で、各自が自分の取り
組みたい不思議を選び、自分なりの答えを考
えるという活動を行った。その際に活躍した
のが前述のマイ黒板である。
　マイ黒板の何がいいのか。国語の学習では
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「本文に根拠を求める」ことが大切であるこ
とは言うまでもない。上記の不思議に対する
自分なりの答えを説明しようと思ったら、ど
うしても本文から引用して説明することにな
る。だが、教科書本文から書き抜いてくるこ
とを面倒に感じる児童は少なからずいる。面
倒だから、一度書いてしまったものは後から
（ちょっと違ったかな）と思っても直そうと
しないこともあるだろう。
　だが、マイ黒板であれば書き抜くために必
要な操作は本文をなぞるだけである。当然、
一度抜いてきたものを消すことも容易だし、
改めて別の箇所を抜いてくることもできる。
つまり試行錯誤が簡単にできるのである。試
行錯誤が簡単にできるようになると、児童は
「どこから抜いてくるか」を考えるために本
文を何度も読み返すようになる。これにより
更に読解が進むのである。
　また、ネットワークを利用してマイ黒板を
共有することで協働的な学びの実現につなげ
ることも可能である。本校ではMicrosoftの
Teamsを利用して、これを行っている（図
１）。投稿されたマイ黒板に対して、それを
読んだ他の児童からコメントがついている。
場合によってはそのコメントを元にマイ黒板
を修正して送り直すこともあるし、コメント
をつけた方が自分のマイ黒板を修正する場合
もある。児童同士の学び合いがオンライン上
で行われているわけである。
　重要なのは、これが学級の中で同時多発的
に行われているということである。GIGAス
クール以前の授業であれば、誰か一人が発表
している間、他の児童は聞く側に回らなけれ
ばならない。グループ毎で発表させれば、発
表する人数は増えるが意見をもらえるのはグ

ループのメンバーに限られる。だが、ネット
ワークを利用した協働的な学びでは、誰もが
発表者であり、誰もがコメントをつける側に
回れるのである。こうしたことが行えるよう
になったのは、タブレット＋学習者用デジタ
ル教科書を活用した授業の醍醐味であろう。
　もちろん、はじめから全員がこの形式で学
びを進めていけるわけではない。コメントを
つけるのも「矢印を使っていてわかりやすい
ね」「色分けしていてわかりやすい」という
ような見た目で気づいたことしか書けない児
童も多い。だが、回を重ねていくうちに内容
に踏み込んだ書き込みが増えてくる。
　例えば「どうしてマーちんは春になるとお
じいさんは帰ってくると思ったのか」という
不思議に取り組んだ児童がいた。この児童は
「おじいさんがプラタナスの木の何かだった
場合」と「普通のおじいさんだった場合」の
２種類の答えを考えてマイ黒板を使ってまと
め、投稿した。すると「二つの説明をしてい
てわかりやすいね！だけどマーチンはおじい
さんがプラタナスの木だとわかってたのか
な？」と言うコメントがついた。このように
誰かが不思議だと思ったことについて答えを
考えると、別の誰かがそこからまた次の課題
を考える、というように学習が進んでいくの
で、結果として児童は深く深く物語を読んで
いくことになるのである。

③椎名誠の問いについて考える
　前述の通り、著者である椎名誠は学習者用
デジタル教科書の教材に含まれるムービーの
中で「マーちんにとってのプラタナスのよう
な存在は皆さんにありますか？」と児童に問
いかけている。これについて考えることを単
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図１　投稿されたマイ黒板
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元のゴールに設定したわけだが、児童にとっ
てこれは困難な問いであった。
　筆者がこの学級を担任したのは４年生の１
年間だけであったが、なかなか難しい学級で
あった。一人一人は魅力的でいいものを持っ
ているのだが、学級全体に厭世感とでも言う
べきネガティブな雰囲気があった。学校で取
り組むことは、どうしてもやらなければなら
ないことの最低限に留めたい。余計なことは
したくない。そんな雰囲気である。
　だから、答えがハッキリしているような課
題にはサッと取り組んで終わらせるのだが、
深く考えるようなことは苦手で、友達と議論
することも避ける傾向があった。４月の頃は
何かの課題を出し「グループで話し合ってみ
よう」と言っても、グループに分かれた瞬間、
おしゃべりをするだけの時間になってしまう
こともしばしばであった。
　この傾向を少しずつ変えることに寄与した
のが、タブレットであり学習者用デジタル教
科書であった。この学級でタブレットが配布
されたのは３年生の３学期だったのだが、筆
者の前の担任は時間的な制約もあってこれを
あまり活用しておらず、４月の時点では基礎
的なスキルが身についていない状態であった。
　そこで、Teamsを使って意見を交換でき
ることの楽しさや、学習者用デジタル教科書
を使えば自分の考えを簡単にまとめることが
できることなどを一つずつ教えていって、児
童に「考えることは楽しい」「考えを伝え合
うことは楽しい」という想いを持ってもらえ
るように務めてきた。
　その効果は、少しずつ出始めてきた。授業
の中で話し合いの時間を取っても、ただのお
しゃべりでは終わらないようになってきたし、

「自分の考えをマイ黒板にまとめよう」と言
えば何十分でも集中して取り組むようになっ
てきた。「プラタナスの木」の椎名誠の問い
は、そうした児童にとってはある種の試金石
のようなところがあったのではないかと思う。
まずは「マーちんにとってプラタナスの木は
どのような存在か」を考えさせた。文字数制
限（50字以内）をかけ、コンパクトに要点を
まとめることを促した。児童はマイ黒板を使
い、大切そうな言葉を抜いてきた上で、最終
的には自分で文章を考えてTeamsに投稿し
た。いくつか紹介したい。
●　マーチンたちがおじいさんと仲良くなれ
たきっかけの木で、マーチンたちにとっ
て今ではないと悲しくて、大事に思う存
在。

●　プラタナスの木はマーチンたちにとって、
おじいさんと仲良くなれたきっかけとな
る、あってよかったと思える存在。

●　マーチンたちにとって、プラタナスの木
は公園全体や自分たちを守ってくれる大
切な存在。

●　太い幹と地下に張る根でマ～チンたちや
おじいさんやプラタナス公園を支えてい
る大切な存在。

　いずれも４月のはじめは国語の授業で出さ
れた課題について議論することなど考えられ
なかったような児童によるものである。
　ここからいよいよ「マーちんにとってのプ
ラタナスのような存在は皆さんにあります
か？」という椎名誠の問いについて考えるこ
とになる。ここからは完全な個人の取り組み
なので、Teamsの「課題」機能を利用する
ことにした。Teamsの「課題」機能は、フ
ォーマットになるWordファイルを添付した
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課題を作成し、児童に一斉に配布することが
できる。回収もTeamsで可能で、採点やコ
メント、添削も一元管理できる。Wordの校
閲機能を使って添削し、再提出を求めること
もできて、非常に便利である。
　ほんの数年前まではこうではなかった。児
童がノートなり原稿用紙なりに書いてきたも
のを添削しようと思ったら、そこに赤ペンで
書き込むしかなかった。それらを修正して清
書するように話すと、児童は一様に渋い顔を
したものである。それが全てTeams上で完
結するようになったわけである。
　さて、そうした機能を利用して、児童から
はどのような文章が集まってきたか、一つ紹
介してみよう。

　児童が送ってきたこうした文章を読むと、
「自分にとってのプラタナスのような存在は
何か」を考えること、この問いについての自
分なりの答えを持つことをゴールに設定した
「プラタナスの木」の単元は、一先ず順当な
地点に着地したと考えていいのではないだろ
うか。

４．学習者用デジタル教科書の意味と課題

　ここまでタブレットと学習者用デジタル教
科書（及びデジタル教材）を組み合わせた実
践について見てきた。この組み合わせが授業
にもたらした変化を筆者は「Face to Faceの
教育から、学びのSide by Sideへ」※という
言葉で説明するようにしている。
　これまで、長く授業の主役は教師であった。
教室の前に立ち、児童とFace to Faceで向き
合った教師は、情報を伝えたり、児童に思考
を促すような発問をしたり、児童の発言を黒
板に板書することでまとめたりするなどして、
授業の主導権を握ってきた。
　だが、GIGAスクール構想により児童の手
にタブレットが行き渡った今、授業の主導権
は（本来は当然のことなのだが）児童に移っ
たと言ってよいのではないか。マイ黒板を使
って自分の考えをまとめようと没頭している
児童に向かって教師が何かを語りかける必要

僕は、マーちんにとってのプラタナスの
木は「公園を守ってくれる心臓のような
存在だし、木がないとマーちんたちが元
気をなくしてしまう水のような存在」だ
と考えました。（「心臓」というのは、
支えになっているもので、「水」という
のは「葉っぱは水がないと枯れる＝マー
ちんたちはプラタナスの木がないと、い
つも白熱していたサッカーも、そこまで
白熱しなくなるくらい違いがあるくらい
大切な存在＝元気の素」という例えとし
てとってきました）。
僕にとってのプラタナスの木のような存
在は、友達です。
なぜなら「プラタナスの木」では、木が
切られた後、「花島君が肩を落とした。
アラマちゃんは、いつもの口癖を言わず、
黙り込んでいた」と書いてあります。そ
れと似たような感じで、「大切な存在＝

友達」がいなくなるといつもふざけてい
たり、楽しそうにしたりしていた自分も
黙り込んでしまうような影響があります。
僕は友達のことを「心の支えになってい
るもの」と考えています。これから、友
達を当たり前のように考えずに、大切に
したいです。

10- .indd   71 2023/03/1    11:23



72

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

はないだろう。教師の役割は、そうやって学
びを進める一人一人の児童の傍らに寄り添い、
困っていたりアドバイスを求めたりしたとき
にそっとサポートしてあげることになってき
ているのだ。
　タブレットや学習者用デジタル教科書は、
「Face to Faceの教育から、学びのSide by 
Sideへ」という移行に非常に重要な役割を果
たすものと言える。
　ただし、「全ての学習者用デジタル教科書
がその役割を果たせるものになっているわけ
ではない」ということは指摘しておかねばな
らない。デジタルであることの良さを活かし
きれていないもの、インターフェイスがわか
りにくくて授業者も学習者も戸惑ってしまう
恐れのあるもの、カスタマイズ性が低いもの
等、「これだったら紙の教科書でいい」と言
われてしまいかねないものがあるのも事実で
ある。
　しかし、学習者用デジタル教科書の歩みは
まだ始まったばかりである。発展途上にある
ものを「完成度が低い」と言って切り捨てて
しまっては、進歩を期待することはできない。
文部科学省の後押しも必要だし、教科書を発
行する各社の一層の努力も必要だが、学校教
育の現場からも効果的な活用方法を発信した
り、改善した方がよい点についてフィードバ
ックをあげたりすることが大切なのは言うま
でもない。筆者も微力ながら、学習者用デジ
タル教科書が今後、更に発展していくことに、
それが更なる授業改善に繋がることに貢献し
たい。

※詳しくは「ICT×インクルーシブ教育　誰
一人取り残さない学びへの挑戦」鈴木秀樹
（明治図書）2022を参照。
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１．GIGAスクール構想

　2019年12月19日、文部科学省は萩生田大臣
を本部長とするGIGAスクール実現推進本部
を立ち上げた。GIGAスクール構想が正式に
はじまった日である。この日に出された萩生
田大臣のメッセージの次の一文が印象に残る。

　この新たな教育の技術革新は、多様な子
どもたちを誰一人取り残すことのない公正
に個別最適化された学びや創造性を育む学
びにも寄与するものであり、特別な支援が
必要な子どもたちの可能性も大きく広げる
ものです。

　子どもたちの多様性に応じて誰一人取り残
すことがない教育、子どものもつ創造性や可
能性を十分に拡張していく教育を行うべきだ
という強い覚悟と想いが感じられる。
　現在、このメッセージに込められているよ
うな想いのある授業が実現されているのだろ
うか。GIGAスクール構想における授業づく
りで留意するべきことは何だろうか。３年経
った今、一度示されたことを見直すべきだと
筆者自身も感じている。
　そこで本稿では、まず一人一台端末環境の
実現による学習の質的変化について論じる。

具体的には、教員のICT活用から子どもの
ICT活用への変化、学習活動や学習形態の変
化、学習の構造の変化について、筆者が実
践・研究をしている社会科を事例として挙げ
ながら説明する。さらに、このようなGIGA
スクール構想のもと、多様な学習が行われる
中での教員の役割についても論及し、最後に
今考えるべき課題について述べる。

２．子どものICT活用へ

　子どもたちを誰一人取り残さず、創造性や
可能性を拡張する教育の実現のために欠かせ
ないのは、教員のICT活用から子どものICT
活用を考えることである。
　教員のICT活用では、実物投影機で資料を
拡大して子どもに提示するなど、一斉授業の
中での活用が中心となる。ICTの活用によっ
て確かに教員の教育技術の質を高める支援に
はなるが、それが子どもの学び方に影響を与
えることは少ない。教員のICT活用だけでな
く、子どものICT活用へ拡大していく必要が
ある。
　では、子どものICT活用とはどのようなも
のか見ていく。高橋（2022）は、子どもによ
るICT活用を次のように分類している。

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

子どもの「複線型の学習」を支える
ICT活用と教師の役割

宗實　直樹
関西学院初等部 教諭
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Ａ　個別の知識等の反復・習得のための
AIドリルや動画等の活用

Ｂ　高次な資質･能力の育成を意図した複
合的で総合的な学習活動を支援する
ための活用

Ｃ　情報共有や資料配付など資質･能力の
育成に間接的に寄与する活用

　Aは想像しやすい。筆者の学級でも
YouTubeやNHK for School等のサイトを見
ながら学習している子どもは多い。筆者が６
年生を担任していた際は、子どもたちが
NHK for Schoolで歴史動画を視聴した後に、
内容について価値判断をし、話し合う活動を
行った。
　Bについては後述する。

　Cは情報共有や資料配布を行う活用である。
例えば、学習支援アプリ１「ロイロノート」
（以下、ロイロ）の中には、「資料箱」とい
う、様々なデジタル・データを保管できる場
所がある。図１のように教員が「資料箱」の
中に様々なデジタル・データを入れておく。
子どもが必要に応じてそのデジタル・データ
を選択し、自分の端末画面に取り込む。また、
教員が授業の板書写真を撮り、それを子ども

たちの端末に送り、子どもたちは自主的な学
習などに活用できる。家庭等でその板書写真
を見ながら学習をまとめてくる子どもも出て
くる。このように、自分で場所とタイミング
を選択し、自分の意図で子どもたちが活用で
きるよさがある。

　これらAとCの活用は、授業内での活用も
考えられるが、授業外での活用に大きな意味
が感じられる。これは、中川（2021）が図２
で示したマトリクスの②③の領域にあたる。
子どもたちの資質・能力を伸ばすための活用
であることを考えれば、この日常的な活用が
重要になることは明白である。子どもの効果
的な活用は突然できるようになるものではな
い。回数を重ねるなどの量的確保と使用する
段階を踏みながら活用するなどの質的変化を
経て、徐々に活用できるようになるものであ
る。

３．学習活動の質的変化

　ここで、Bについて見てみる。これが学習
活動の中で行われる活用となる。
　社会科は、子どもたちが社会的な見方・考
え方２を働かせ、よりよく問題解決的な学習

図１　ロイロの資料箱

図２　二軸での活用
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を行えるようにすることを目標とする。
　問題解決的な学習では、図３のように「問
題をつかむ活動」「問題を調べる活動」「問
題についてまとめふり返る活動」「学習した
ことをいかす活動」の４つの活動が考えられ
る。
　子どもたちがそれぞれの活動場面で効果的
にICTを活用することにより、よりよく社会
的な見方・考え方を働かせながら問題解決す

る力をつけていくための学習活動の質的な向
上が期待できる。
　例えば、「問題をつかむ」場面では、学習
問題を立てた後、一人ひとりが学習問題に対
する予想をし、出された予想を分類していく。
黒板を使って全体で行っていた分類作業を自
分の手元で一人ひとりができるようになる。
比較・分類という思考活動を全員が行う場を
保障することができる。
　また、「調べる」場面では、自分の予想や
仮説についてインターネットを使いながら
様々なサイトから自分のタイミングで調べる
ことができる。調べたことを話し合う活動で
も、一人一台端末は効果を発揮する。今まで
は発言力が強い子どもや音声言語でのやりと
りが得意な子どもが中心になって話し合いが
進むことが多かった。しかし、端末を活用す
ることによって、図４のように全員の子ども
の考えをロイロ上で共有し、可視化された考
えをもとに、より多様な話し合いができるよ

図３　問題解決的な学習の流れ

図４　提出された子どもたちの考え（震災遺構は解体するべきか保存するべきか？）
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うになった。
　上記のように、ICTを活用することで学習
活動が充実することは十分に分かるが、学習
活動が充実するだけでは不十分である。授業
は、学習目標を達成することが重要である。
学習目標を達成するために学習活動があり、
学習活動の充実が、学習目標の達成につなが
る。この二つのつながりがなくなった時に、
学習目標をもたない学習活動、つまり、手段
の目的化が生じる。

図５　５年生社会科「高い土地のくらし」に
おける学習目標と学習活動

　図５のような５年生社会科を例にすると､
群馬県嬬恋村３（学習内容）を扱い、資料や
動画等を使用しながら嬬恋村について調べる
活動（学習活動）を通して、地形条件を生か
した人々のくらしや産業の工夫について理解
する（学習目標）ことを目指す。ここで大切
なことは、嬬恋村について知ることだけでは
なく、高い土地に住む人々が地形条件に合わ
せてくらしや産業の工夫をしていることを理
解することである。より一般的な意味理解が
求められる。しかし、前述したように、学習
目標と学習内容がつながっていなければ、子
どもたちはただ嬬恋村（学習内容）を調べて
個別的な理解のみにとどまってしまう可能性

もある。
　子どもたちは様々な活動の中で、活動の質
を高める効果的なICTの活用を行っている。
しかし、それが目標達成につながらなければ、
教科教育の活動として十分でない。子どもの
ICT活用とは、あくまでも教科等の目標を達
成するために学習活動の質をあげるものだと
いうことを忘れてはいけない。　

４．学習形態の変化

　子どもたちが一人一台端末を所持し、前述
したようなICT活用を進めると、従来の「単
線型の学習」から「複線型の学習」へと変化
する。｢複線型の学習」について、北（1993）
は、次のように述べる。

　（子ども一人ひとりを生かす）ことを実
現するためには、従来の授業に対する固定
観念にとらわれず、子ども自らの考えや問
題意識に基づいて、自らの考えや学習活動
をつくり出していけるように、教材や学習
活動を子どもが選択する場や機会を設ける
ことが大切である。このことは、複線型の
学習を展開することである（太字、下線は
筆者）

　「複線型の学習」とは、「複線」という意
味が示す通り、子どもの学習における学習内
容や学習活動が同時に２つ以上並行している
学習のことである。学習問題や教材、学習方
法などを画一的にせず、複数用意することが
考えられる。子どもの意欲、思いや願いに応
え、多様な学び方に対応する学習形態である。
1990年代までにも「一人一人の子どもを大切
にする」や「個に応じた指導」という名のも
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とに実践されていたが、指導レベルでの具体
的な工夫が必ずしも明確だったとはいえない。
従来の授業は、授業を構成する要素（目標、
内容、教材、活動、評価、学習環境など）の
すべてが画一的で、教員主導の「単線型の学
習活動」が中心だった。教員の敷いたレール
の上を、すべての子どもが一斉に走り出すと
いうイメージである（図６〈A〉）。
　それでは子どもたちの学習意欲や問題解決
能力、社会的なものの見方や考え方が育まれ
ないという指摘から、一人ひとりの子どもの
学びに視点をあてるという教員の授業観や子
ども観の転換が迫られた。そこで「学習の複
線化」と呼ばれるような実践が増えてきたの
が1990年代だった。
　北は、「学習の複線化」について、次のよ
うに定義している。

　「学習の複線化」は、子どもたちが学習す
る要素が複線化、多様化しているということ
である。一人ひとりの子どもは、多様な学習
活動や学習方法などから自己選択し、自己決
定しながら活動していく。そういう意味で、
「学習の複線化」とは、一人ひとりが問題解
決に向けての目的意識をもち、教材や活動な
どを選択しながら学習に取り組むことだとい
える。つまり、「子どもによる『選択』を取
り入れた学習」と言い換えることができる。
一人ひとりが選択を取り入れた学習を行うの
で、その学びのあり方は多種多様な形になる。
30人いれば30人の学び方が成立していくこと
になる。

５．学習の構造変化

　学習が複線化すると、学習の構造が変化し
てくる。
図６〈A〉のような「個別の学習→協働の

学習→個別の学習」といったすべての子ども
が同じ筋道を通る単線型の学習から、図５
〈B〉のように、１時間の中に個別と協働が
同時に行われる学習イメージになる。ある子
どもは一人で調べたりまとめたりし、ある子
どもは他の子どもと相談したり共に調べたり
するような状況が教室内に生まれる。
　〈B〉のような学習形態になると、社会科
で言えば、図３のような問題解決的な学習の
過程を、一人ひとりがそれぞれのペースで経
験することになる。子どもが主体となる学習
が展開されるようになる。このような子ども
主体の学習状況の中で、教員は何をするべき

　「学習の複線化」とは、子ども一人一
人の多様な思いや願いに柔軟に応えられ
るよう、学習を構成する学習問題や教材、
学習方法、学習活動、学習環境などそれ
ぞれにおいて、教員が複数のメニューを
用意したり、子ども自身が自らの学習計
画を立てる場をつくったりするなどして、

子どもの多様な学び方に対応できるよう
にすることである。

図６　学習形態の変化
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であるか。〈B〉のような学習形態になった
時、今までとは違う教員の役割が考えられる。
以下、教員の役割について見ていく。

６．教員の役割

　吉崎（1997）は、授業における教員の役割
として、設計者（計画者）、実施者（実践
者）、評価者という３つの異なる役割を同時
にもっていると述べる。その中の設計者（デ
ザイナー）としての役割の大きさを主張し、
教員の新しい役割として「人的ネットワーク
づくり」と「学習環境づくり」を挙げる。そ
の「学習環境づくり」の項で挙げられている
実践例を紹介４する。
　場所は横浜市立中川西小学校。学年は２年
生。担任は中川一史教諭。中川西小では、学
校の至る所にパソコンが置かれて、全校の子
どもたちが自由に使うことができる環境にな
っている。中川は、パソコンの使い方につい
て何ら規制を加えることなく、子どもたちの
自由にまかせていた。中川はパソコンクラブ
の担当をしている関係で、教室とその近くの
廊下には合計６台のパソコンが置かれている。
休み時間になると、１～６年生の子どもたち
が中川学級と周辺にあるパソコンをめあてに
やってくる状況だった。２学期の半ば頃、パ
ソコンの日本語が読めなくなる、子どもの描
いた絵のデータが消えてしまうという問題が
起きた。１年生の操作ミスだった。中川学級
における話し合いの結果、１年生のために
「パソコン教室」を開くことになった。最初
はうまくいかなかったが、試行錯誤しながら、
休み時間の中で２年生と１年生が異学年で学
び合う空間が生まれた。その際、中川は次の
ように述べている。「まったく白紙の状態か

らスタートしても、子どもたちはそれなりに
枠を作っていくだろう。それがある程度でき
たところで、こちらから乗り出していって、
パソコンというものを学校生活に位置づけた
い。つまり、後追いしつつコーディネートす
るのが、私の役割と考えたのです。」と。
　当時と今とでは環境や使用している道具は
違うが、中川の言葉は新しいものが入ってく
る際に教員がもつべき考え方だと捉えること
ができる。つまり、教員が状況に応じながら
子どもの主体性を育むためにコーディネート
していくことが重要だということである。こ
のコーディネーターとしての教員の役割が今
後さらに必要となる。

７．子どもの主体性

　子どもの主体性にもレベル差がある。子ど
もの主体的学習において、どのレベルの子ど
もの主体性を育くむのかを考えたい。溝上
（2018）は、図７のように三層に分けた主体
的な学習スペクトラムが認められると述べる。
この階層に従えば、図６〈B〉のような学習

図７　主体的な学習スペクトラム
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形態における子どもの主体的学習では、(Ⅲ）
は広義すぎるので、（Ⅰ）もしくは（Ⅱ）に
あたると考えられる。全体で解決するべき課
題はあるが、一斉授業のように決してその課
題のみに依存しすぎている感じではない。ど
ちらかというと、一人ひとりが学習方略５等
を選択して自己決定していく学習になるので、
（Ⅱ）の層の意味合いが大きくなる。では、
子どもが「（Ⅱ）自己調整型の主体的学習」
を行う際の教員の役割とは何だろうか。それ
は、子どもが自己調整しながら学習を進めら
れるようにコーディネートし、子どもの学び
を支える存在になることだと考える。もう少
し具体的に言うと、学習目標をより意識でき
る授業デザインを行い、それぞれの子どもが
学習方略を選択したり、メタ認知を促したり
できる環境づくりをすることである。

８．教員のコーディネート

 　前述したように、ICT活用はあくまでも
教科等の目標を達成するために学習活動の質
を上げるものでなければいけない。つまり、

子どもたちがより学習目標を意識できる授業
を教員がデザインする必要がある。そのため
に、教員によるより深い教材研究が求められ
る。教材研究を行うことで教育内容が吟味さ
れ、学習目標が明確になる。学習目標を設定
し、明示的に示すことが教員の重要な役割の
一つである。
　また、個別学習と協働学習が同時に行われ
る際、教室内にある受容的な態度と共感的な
雰囲気が必要不可欠である。これは、一朝一
夕にできあがるものではない。日常からルー
ルとリレーション６の確立を意識し、心理的
安全性を担保できるように努めなければいけ
ない。そのような状況の中でこそ、子どもは
自ら様々な学習方略を選択し、多様な相手と
交わりながら学習を進められるようになる。
　メタ認知は子ども自身が容易にできるもの
ではない。教員による働きかけが必要になる。
例えば、ふり返りシート等を用意することが
考えられる。筆者は図８のようなシート７を
ロイロで子どもたちに渡し、適宜記述させる
ようにしている。このシートは、子どもが学

図８　単元表
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習前や学習後の自分の考えを書くことで、診
断的評価と総括的評価８がしやすくなる。ま
た、一覧になっているので見通しとふり返り
がしやすくなる。学習履歴も可視化されるの
で、適宜自分の学びを自己評価しながら自己
調整して学習を進めることができる。
　このように、子どもに学習目標を意識させ、
学習方略を選べる環境づくりやメタ認知の方
法を子どもに教え、徐々に子ども自身ででき
るように促していくことが重要である。子ど
も主体の学習形態は、教員が子どもにすべて
を任せることや、放任することではないこと
を強く意識したい。　

９．データ駆動型教育へ

　以上、述べてきたように、ICTの活用によ
って学習の質は大きく変化する。教員の適切
なコーディネートによる学びを進めることで、
子どもの活動は拡張され、今後の新しい学び

の形も期待できる。しかし、これらは、教師
個々の主観的な判断だけではなく、定量的・
客観的な視点に基づく支援も必要だと考える。
　高谷（2022）は、デジタルの特性を生かし
た教育の事例を挙げ、それらの効果を認めた
上で「GIGAスクールによるデジタイゼーシ
ョン、紙のデジタル化という第一段階、ある
いはデジタライゼーション、個々の最適化に
進んだ第二段階への入り口に過ぎない」と述
べる。図９に示すように、新たな価値や構造
を創出・変革し、デジタル社会を見据えた教
育を目指す第三段階のデジタルトランスフォ
ーメーション９にまで至っていないという指
摘である。第三段階へ大きく進む鍵となるの
が定量的・客観的な教育支援に、蓄積された
データ10を活用していくことである。教育に
おけるデータの利活用が、今現場が直面して
いる課題といえるだろう。
　学校内には実に様々なデータが蓄積されて

図９　教育のデジタルトランスフォーメーションへのプロセス
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いる。そのデータを集約し、量的質的に可視
化したり様々な視点から分析したりすること
で、客観的なデータに基づく教育課題の改善
につなげることができる。例えば、校務系と
学習系のデータ連携によるきめ細かい指導、
学習時間やテストの正誤判定等の記録の授業
や学びへの活用、メタデータ検索による授業
素材の収集11などが考えられ、これが学習指
導・生徒指導の質の向上や学校運営の改善、
保護者への具体的な情報提供にも繋がる。こ
れにより、今まで言語化することが難しかっ
た子どもの実態を裏付ける根拠や、気づきに
くい課題を発見するきっかけを得ることがで
きる。可視化されたデータに基づいて、一人
ひとりの子どもに応じた指導や支援を行うこ
ともできる。教育現場における、データ利活
用の可能性は大きい。
　ここに例示されている姿は、教育にデータ
駆動12が取り入れられることで実現されるも
のとなっている。高谷は、「この先、第三段
階であるデジタルトランスフォーメーション
には、データも駆動した様々な学びの可能性
が広がっています。これは当然デジタル技術
の進展だけではなく、学習者や教育者の受け
止め、社会の理解、教育現場の対応様々な要
因を踏まえながらつくられていくことになる
でしょう。」と述べる。今後、さらにデータ
を収集・分析・活用し、データ駆動型教育13

を行うことが重要だと考えられる。

10．すべての子どもを輝かせる

　『静かな子どもも大切にする: 内向的な人
の最高の力を引き出す』という書籍がある。
人と会ったり話したりすることは楽しいけれ
ど、その後は自分の時間が必要。人とかかわ

る仕事をしているけど、時にはひっそり一人
で過ごしたい。一日の終わりには、仲間と集
まって何かをするよりも家でゆっくりしたい。
このような「静かな人」とされる子どもも力
を発揮できる環境のつくり方や、コミュニケ
ーションの構築の仕方が紹介されている。本
書の中にある「外交的な人は閃光を放ち、内
向的な人は寂光を放つ。外交的な人は花火で、
内向的な人は暖炉の灯」というソフィア・デ
ンブリングの言葉が印象的である。
　ICT端末の普及、GIGAスクール構想下に
おける授業では、このような静かな子達を輝
かせ、豊かにするためにもあると強く感じて
いる。このあたりは、GIGA（Global and 
Innovation Gateway for All）の「for All」
に込められている「誰一人取り残すことのな
い」という理念につながる。実際、「私は発
表することは苦手だけど、書くことは好きな
ので、書いて表現できることが嬉しいです」
と言う子どももいる。
　ICTが子どもの学びを促進すると共に、ど
の子も幸せにするためのツールとなることを
強く願う。時代や道具が変わっても、すべて
の子どもの幸せにつなげるために授業がある
ことを忘れてはいけない。

〈註〉
１ 本校ではロイロノートを使用。ロイロノートとは、

株式会社 LoiLo（ロイロ）が提供しているタブレ

ット用授業支援アプリのこと。
２ 「社会的事象を、位置や空間的な広がり、時期や

時間の経過、事象や人々の相互関係に着目して捉

え、比較・分類したり総合したり、地域の人々や

国民の生活と関連付けたりすること」と『小学校

学習指導要領（平成29年告示）解説 社会編』の中
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で説明されている。
３ 令和２年発行の日本文教出版の『小学社会５年』

の中で取り扱われている事例地。低地の岐阜県海

津市と高地の群馬県嬬恋村のどちらかの事例地を

選択して学習するようになっている。
４ この実践の様子は『NEW教育とコンピュータ

1996年５月号』に詳述されている。
５ 学習の効果を高めることをめざして意図的に行う

心的操作あるいは活動（辰野 1997）
６ リレーションづくり（親和的な交わり）は、互い

に認め合い、助け合える関係の中で育まれる。リ

レーションづくりのポイントは、教員の関わり方

と教員の環境設定である。教員の関わり方は、子

どものよさを広げたり、失敗を励ましたり、子ど

もに対して温かい関わり方をすることである。環

境設定は、子ども同士が関わる環境の設定を多く

することである。子ども同士でふれあったり、お

互いのよさが見える場づくりをしたりすることが

考えられる。
７ 筆者は「単元表」と呼んで実践している。「単元

表」についての説明や「単元表」を活用した実践

事例は、拙著『GIGAスクール構想で変える！１

人１台端末時代の社会授業づくり』に詳しい。 
８ 診断的評価とは、認識様式や経験、興味関心など、

学習者の実態について学習をはじめる前に把握す

るための評価のこと。総括的評価とは、単元など

が終わった最終的な時点での学習者の学習成果を

把握するための評価のこと。
９ スウェーデンのウメオ大学のエリック・ストルタ

ーマン教授が、2004年に論文の中で「情報技術の

浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向

に変化させる」と定義した。
10 子どものデジタルドリルやワークシート、アンケ

ートなどの学習系データや、日常所見や出欠情報、

成績評定情報などの校務系データが挙げられる。

11 教育データ利活用ロードマップ　令和４（2022）

年１月７日　デジタル庁・総務省・文部科学省・

経済産業省「教育データ利活用の目指すべき姿」

より一部抜粋。
12 根拠、エビデンスに基づくという意味で「エビデ

ンス駆動」とも呼ばれる。
13 客観的なデータに基づいて日々の授業を改善し、

教育行政の方向性を見いだしていく教育のこと。
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１．本校のiPadの導入と活用

　和歌山大学教育学部附属中学校（全校生徒
420名）は2015年に生徒が共有して活用する
ために108台のiPadを購入した。2018年は１
人１台のiPadを本格導入する準備期間として、
在校生の保護者に対してアンケート調査や先
進校への視察、校内研修などを行い、授業で
の活用方法、導入時の初期設定や日常の管理
について研究した。その後、2019年と2022年
は保護者負担で１人１台のiPadを購入、2021
年よりGIGAスクール構想による整備充実に
より生徒にiPadを貸与して、授業を進めてい
る。その結果、現在では授業中だけでなく、
クラブ活動、休憩時間も自由に生徒が活用し
ている。

2 ．本実践に関わるアプリの紹介

　中学１年理科における地震の仕組みやその
影響について、様々なツールを活用して授業
をおこなった。まずは、本実践に関わるiPad
のアプリを４つ紹介する。

2.1　ロイロノート・スクール
　　　　　　様々な色のカードを使うロイロ

ノート社のLMS（=Learn ing 
Management System）アプリ。

カードに手書きやキーボードで文字を入力し
たり、写真を貼り付けたり、絵を描いたりで
きる。教師と生徒との間でカードを送り合っ
たり、生徒が提出したものを一覧表示して他
の生徒の意見を参考に見たり、自分のものと
して取り込んだりもできる。例えば、シンキ
ングツールの「ウェビングシート」でブレイ
ンストーミング的にアイデア出しを行うこと
や、「原子モデルの駒」を動かしながら、化
学反応式を作る学習にも使っている。カード
を動かして整理して、考えを作り出すときに
主に活用している。また、最近追加された機
能として「共有ノート」がある。これは１つ
のカードに複数人が同時に情報を入力できる
機能で、時間的にも空間的にも離れた生徒が
情報を共有できてとても便利である。例えば、
校内の池のプランクトンの写真を撮り、分類
表の枠に写真を置いていく課題では、みんな
が見付けていない生物を探そうと頑張る姿が
見られた。

2.2 　Google Classroom
　　　　　  Web掲示板のように情報共有を

行うためのGoogle社のLMSアプ
リ。教師から課題や資料を提示し

て、生徒は解答の提出をすることができる。
授業中に診断的評価のためにアンケートを取

　　　　　  Web掲示板のように情報共有を

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

地震を想定した防災・減災教育
iPad・AR・VR・3Dプリンタを活用した中学校理科の実践

矢野　充博
和歌山大学教育学部附属中学校 教諭
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って即時に結果の共有することや、課題の評
価やコメントを与えて成績の管理やGoogle
フォームと連動させてテストもしている。ま
た、授業終了後に、板書写真の掲載や実験動
画をYouTubeにアップして、いつでも見ら
れるように配信している（参考：Yanoteaチ
ャンネルhttps://www.youtube.com/c/
Yanotea）。

2.3 　Tinkercad
　　　　　　iPad上で直方体や球などのパー

ツを置いて、形や色を変えて、立
体的な構造物を制作することがで

きるAutodesk社のアプリ。制作したものは
iPadの画面上にAR（拡張現実）表示して、
あたかもそこにあるように見ることができる。
また、Google Classroomと連携させて、生徒
から制作物を提出させて、集めたデータを
３Dプリンタで印刷することもできる。本実
践では、１人ずつ好きな家をモデリングさせ
て印刷した。

2.4 　Reality Composer
　　　　　　Tinkercadと同様に立体的な構

造物を制作することができる
Apple社のアプリ。このアプリは、

アニメーションを追加することができて、例
えば、ボタンを押すと立体的な構造物を動か
すなど、豊かな表現ができる。また、Mata 
Quest2（Meta社）などのVRゴーグルで制作
した立体的な構造物を取り込むこともできる
ので、半透明の水（津波など）や複雑な曲線
（雲など）を製作することができる。

３．防災・減災に関する授業実践

　和歌山県の南方には南海トラフというプレ
ート境界の浅い溝がある。プレートが動くこ
とにより、過去に大きな地震が幾度となく起
きている。その地震のたびに大きな津波がや
ってきている。

表１　過去の大きな地震による津波の高さ
1707年 宝永地震 M8.6 勝浦7m

1854年 安政東海地震 M8.4 勝浦6m

1944年 昭和東南海地震 M7.9 天満5m

1946年 昭和南海地震 M8.0 白浜6.5m

　和歌山市では、和歌山市地区津波避難計画
（平成28年３月）として、どのような被害が
想定され、どこに避難すればいいのかを
Webや各家庭にも紙媒体として配布されて
いる。しかし、気に留めて見る生徒が多くな
いと思われるので、授業の中で積極的に生徒
たちに紹介するようにしている。ただ、地図
上にで色分けされた浸水想定区域を見ても生
徒は実感がなかなか湧きにくい。もっと身近
に感じて大地震が起きた時の生存率を高める
ことに繋げて欲しい。ふだんからできるだけ
実物に触れたり野外観察したりして、五感を
働かせるような授業をしてきた。しかし、新
型コロナ禍においては、行動制限もあり、な
かなかこれまでのようにはいかない。本実践
を紹介する前に、まずは新型コロナ禍以前ど
のような授業でしていたのかを紹介する。

3.1　新型コロナ禍以前の取り組み（2018)
　和歌山県の南紀熊野ジオパーク推進協議会
が作成した冊子「大地に育まれた熊野の自然
と文化に出会う」（2018）を全員に配布して
学習を進めた。この冊子には、和歌山県の地
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質的な成り立ちや特徴的な地形などが詳細に
書かれている。和歌山県の南方からプレート
がやってくることで、北側にある土地が押さ
れているため、北側が古い地層、南側が新し
い地層になっている。南東には過去の火山活
動によってできた土地の名残も存在していて、
それが串本町の橋杭岩である。このようなこ
とを冊子から読みとり、和歌山県で産出する
岩石標本（和歌山県学びの丘作成）を見なが
ら、岩石の特徴と和歌山県の地形との関係を
考察してレポートを作成した。

図１　和歌山の地質レポート

　和歌山県は南北の距離が長いので、バスを
使っても時間がかかり、複数箇所を巡って観
察することができない。そのため、由良町白
崎海岸と白浜町志原海岸の２ヶ所を野外観察
した。前者は、古生代２億5000万年前の海底
に堆積してできた石灰岩が和歌山県にぶつか
ってできたと言われている。青い海に映えて
とても美しく、フズリナなどの化石も発見さ
れる有名な景勝地である。後者は、1800万年
前ころに砂岩と泥岩が交互に積み重なってで
きた海岸段丘で、グランドキャニオンのよう
に美しく、ところどころに貝などの化石が簡
単に観察できる。
　筆者は、以上の２つの地形を含む和歌山県

の特徴的な８つの地形をドローンで撮影して、
360度動画に編集したものをVRゴーグルで観
察した。

図２　大きな褶曲（左）、VRゴーグルで観察（右）

　特徴的な地形がどのようにできたのかを、
iPadを使って、コマ撮り撮影する手法で、わ
かりやすく解説するアニメーション動画を制
作した。色画用紙や小麦粉粘土を使って、楽
しそうに制作していた。制作したムービーは、
お互いに閲覧して投票したのちに、一般公開
した。
　（参考：https://youtu.be/3txCY9tK5c4）

図３　橋杭岩のでき方をコマ撮り撮影

3.2　新型コロナ禍以後の取り組み（2022)
　実物資料の他にARやVR、３Dプリンタな
どのツールを使った実験を取り入れて、理科
室でも実感を伴えるような防災・減災意識を
高める学習をおこなった。

3.2.1　小さな自分の家(マイハウス)を作る
　地震の単元は、できるだけ自分ごととして
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捉えるために、小さな家を１人１個ずつ作り、
それを使って実験することにした。
　まずは、iPadアプリTinkercadを使って自
由に家を設計した。アニメに出てくる家を作
る生徒やタージマハールを作る生徒、自宅を
再現する生徒などさまざまであった。制作に
は時間がかかるために、アプリの使い方を少
しだけ教えて、あとは冬休みの宿題とした。
出来上がった家のデータを取り込み、３Dプ
リンタで印刷した。１軒あたり１時間くらい
かかる。仕上がったマイハウスは真っ白で印
刷されるので、マジックペンで思い思いの色
付けをして、自分のものとして価値づけた。

3.2.2　４つの課題にグループで取り組む
　理科室を４つのエリアに分けて、エリアの
机に１つずつ課題を書いた紙を置いた。課題
を追求する補助として、プリントに記載の二
次元コードをiPadのカメラで撮影して、
YouTube動画を参考にさせた。課題の解答
はロイロノート・スクール（以下、ロイロノ
ート）のカードに書かせて提出させた。

表２　４つの課題
【課題１】２種類の地震波の伝わり方の特徴と地
面の揺れ方についてまとめなさい
【課題２】地震が起こることで水分を含む土地が
どうして液状化するのか調べてまとめなさい
【課題３】柱状図に合うように鍵層を動かして地
層がどちらに傾いているのかを考えなさい
【課題４】津波が来た時に、どういう所が浸水し
やすいのかをまとめなさい

3.2.3　P波とS波の伝わり方を確かめる実験
　地震が起こると速度の速いP波(約７km/s）
と遅いS波（約3.5km/s）が同時に発生する。
速度が違うため、震源から遠いほど、それぞ

れが到達する時刻も変わる。実際には、P波
が到達すると、ゴーという音が聞こえてわず
かにガタガタ揺れる。このときの揺れのこと
を初期微動という。S波が到達するとゆさゆ
さと大きく揺れる。これを主要動という。こ
の２つの地震波は距離が相当離れていると違
いがわかりやすい。
　今回は、教室内に平ゴムと竹串で作った実
験装置を作り、P波とS波の違いがわかるよ
うにした。装置の上部の平面部分に、生徒が
作成したマイハウスを置いて、最下部の竹串
を手で叩いて、波を起こす。波が伝わる様子
をiPadでスローモーション撮影して、揺れの
違いを観察した。P波は一瞬で伝わるのに対
して、S波はゆっくりとねじれながら伝わる。
マイハウスが揺れる様子を見て、地震によっ
て２種類の波の性質を学んだ。
（参考：https://youtu.be/YJ6O_PiAdTQ）

　図４　２種類の地震波を観察する装置

　図５　地震波の生徒レポート（例）
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　授業後の生徒アンケートによると、この教
材は課題を解決するために98.7%の生徒が役
立ったと答えている。理由を聞くと、「揺れ
るスピードの違いがスローで見るとよくわか
った」「P波を感じたらあとからS波がやっ
てきて大きく揺れることがわかった」と回答
した。

3.2.4　液状化現象の実験
　和歌山市は高野山から流れてきた土砂が海
にたまってできた沖積平野である。そのため、
大きな地震が起こると和歌山市内の広い範囲
で液状化現象が起こると想定されている。教
科書や資料集でも液状化現象について載って
いるが、実際に起こる様子を見ることで感じ
方が変わる。水を染み込ませた砂の上にマイ
ハウスを置いて、容器の縁を叩くと水がじわ
じわと湧き上がりつつ、マイハウスが傾いて
沈んでいく様子を観察した｡(参考：https://
youtu.be/IvtQJG0xvCA）
　授業後の生徒アンケートによると、この教
材は課題を解決するために、94.7%の生徒が
役に立ったと答えている。理由を聞くと、
「スローで見ると、砂の間を水がすり抜けて
起こることがわかった」「和歌山市は砂でで
きているから水害がどのようにおこるか想像
できた」と回答した。

図６　水が液状化して湧き上がる様子を観察

図７　液状化現象の生徒レポート（例）

3.2.5　VRで地層の傾きの観察
　和歌山県沖では、大きな力が加わりながら、
海底プレートが南海トラフに向かって移動し
ている。そのため、和歌山県では地震が多発
する原因になり、地層が傾いた地形もたくさ
ん見られる。先ほど紹介したすさみ町のフェ
ニックス褶曲もそうである。一方で、このよ
うな傾いた地形に関して、等高線と柱状図を
組み合わせた問題がテストでよく出題される。
地形を真上から見た等高線と複数地点の柱状
図を利用して、どのように地層が傾いている
のかを考えて解く。平面図に書かれているも
のを、頭の中で立体的に捉えて考えることに
なるが、生徒にとっては大変難度が高い。

図８　柱状図を使った地層の傾きの問題

　そこで、VRゴーグルを使って、立体的に
観察すれば、地形の立体構造が理解しやすく
なると考えた。VRゴーグルに付属のハンド
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コントローラーで鍵層となる板をつかんで、
出題に合うように動かして、地層の傾く方向
を観察した。また、操作が難しい生徒に対し
て、近くにいる生徒がサポートしやすいよう
に、VRゴーグルで見えている画面をiPadで
ミラーリングした。
（参考：https://youtu.be/m0xUKFlhhtc）

図９　鍵層をつかんで地層の傾きを観察

図10　地層の傾きの生徒レポート（例）

　授業後の生徒アンケートによると、この教
材は課題を解決するために82.7%の生徒が役
立ったと答えている。理由を聞くと、「鍵層
の問題の解き方がわからなかったけれど、
VRで考え方がわかった」「いつもは平面で
考えていたけれど、この実験は立体だったの
でどちらに傾いているかがわかりやすかっ
た」と回答があった。一方で、操作が難しい
と感じた生徒は56%いて、うまく板をつかめ
ないなどの操作面での難しさはあったが、ミ
ラーリングのiPadのおかげで、上手に操作し
ている生徒の様子を見て、傾きの様子をイメ

ージできていたようであった。

3.2.6　ARで津波による浸水区域の観察
　実験机に広げた和歌山市の大きな地図の上
の好きな位置にマイハウスを置いた。多くの
生徒は自宅の位置に置いた。課題の用紙の二
次元コードをiPadで読み込むとARコンテン
ツが表示される。画面の津波ボタンを押すと、
津波がやってきて、浸水想定区域に色が付く
仕掛けになっている。これは和歌山市地区津
波避難計画を参考にして作成した。津波が来
そうにない山の反対側にも近くの川を逆流し
て浸水被害が出る様子も観察できた。
（参考：https://youtu.be/9XeoZ8Qzbjc）

図11　ARで津波による浸水想定区域を観察

図12　AR津波の生徒レポート（例）

　授業後の生徒アンケートによると、この教
材は課題を解決するために94.7%の生徒が役
立ったと答えている。理由を聞くと、「自分
の家が浸水想定区域だったのがわかったので、
津波が来る前に早く逃げようと強く思った」
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「ハザードマップだけよりもARで津波の予
想をみることで、より現実味が増して、どこ
まで逃げなければいけないかが明確にわかっ
た」と回答があった。

４．実践をふりかえって

　南海トラフによる大地震が起こった場合、
和歌山市では８mの津波が40分後にやってく
ると想定されている。大きな揺れがきたら、
すぐに海から離れて高いところに逃げるとい
う防災意識は、時々思い出さないと、つい忘
れてしまいがちである。同時に、普段から部
屋の中の倒れやすいものを倒れにくくするこ
となどの被害を最小限にしておくという、家
庭でできる減災意識も折りに触れて学ぶこと
で高まる。
　過去の地震の発生年代（表１）を見ても、
100年から150年周期的に起こっていると考え
られるので、そう遠くない将来に、大きな地
震や津波がやってくると思われる。したがっ
て、中学生が、地震について学ぶことは、単
なる入試の問題に対応するためというよりも、
命を守るために必要な学びだと丁寧に捉えて、
学ばせる必要があると考えている。
　今回はiPadを「観察するための道具」や
「考えを共有するための道具」として活用し
た。観察するための道具としては、スローモ
ーション撮影することで、普通なら観察でき
ないような高速の動きも「ゆっくりと観察」
できるため新しい発見ができる。ARやVRの
技術を使うことで、これまで平面的な情報を
頭で立体的に想像して考えてきたことを、
「立体的に観察」することで、より考えやす
くなった。特に、AR・VRの技術を活用する
ことによって、誰でも簡単に立体的に観察で

きるようになったことは、学習内容への興味
関心を高めるだけではなく、じっくりと課題
に取り組んで考えを深められた。また、考え
を共有するために、ロイロノートをよく活用
した。自分の観察結果や考察をカードにまと
めて、提出して発表をおこなったことで、そ
れぞれの考えていることを理解して学習内容
を深めることができた。
　また、生徒の感想の中にも、「S波とP波
で伝わる波の速さが違うことは頭ではわかっ
ていたが､実験するとどのくらい波の伝わり
方の違うのかを知ることができた」「自分の
家の近くがどうなるか何が起こるか知らなか
ったし、わかりづらかった現象についても、
とても深く理解することができた」とあった。
　このことからも、実際の地質観察などと並
行して、理科室での実験やVR・ARを活用し
た仮想実験など、さまざまな教育素材を複合
的に活用して、学ぶことは意義高い。１人１
台のiPad環境をフルに活用して、防災・減災
意識をさらに高めていきたい。
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１　はじめに

　GIGAスクール構想とは１人１台端末と、
高速大容量の通信ネットワークを一体的に整
備することで、特別な支援を必要とする子ど
もを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残
すことなく、公正に個別最適化され、資質・
能力が一層確実に育成できる教育環境を実現
する。これまでの我が国の教育実践と最先端
のICTのベストミックスを図ることにより、
教師・児童生徒の力を最大限に引き出す、と
文部科学省のGIGA スクール構想の実現に向
けたリーフレットに書かれている。つまり、
今までの教育実践を基にICTを取り入れるこ
とで「個別最適な学び」と「協働的な学び」
を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた授業改善を目指すこと
が求められている。タブレット端末の導入に
は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響に
より、2020年から４年間かけて全国の小中学
校に対して順次ICT環境を整備していく計画
だったものが１年で全国98％の小中学校へ実
施することができたという経緯がある。
　このような流れの中で１年以上が経過し、
学校現場ではさまざまな成果と課題が見えて
きている。急速な変化による軋轢のようなも
のが教育現場に起きている。ここでは、これ

まで出てきた成果と課題を整理しながら、
我々教職員が子どもたちに何ができるのかを
考えていきたい。

２　タブレット端末導入の効果

　タブレット端末の導入により、今まででき
なかった様々なことができるようになった。
大きく以下の４点があげられる。
（１）情報収集のしやすさ
　インプット主体の教え込むという学習スタ
イルから生徒がよりアウトプットできる学習
環境に変わったことは大きい。これまでコン
ピュータ室に行かなければならなかった調べ
学習が教室で容易にできるようになった。そ
のことで必要な情報を授業の中の必要なタイ
ミングで調べ、共有することができるように
なった。情報を収集することに時間がかから
なくなった分、獲得した知識や情報を活用す
ることに時間を使えるようになった。
（２）オンライン授業の成立
　教室でしかできなかった授業をオンライン
で外部と結び、空間的な制約を削除すること
ができるようになった。このことにより、教
室内の生徒以外の人たちと交流することが可
能になった。英語学習の観点で言えば、英語
を母語とする国の人たちとタイムラグなく会
話をすることが可能になった。また、学校を

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力
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これからの授業の在り方
－今教育現場に求められていること－

佐々木　忠洋
新潟市立赤塚中学校 教頭
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欠席した生徒もオンライン上で授業に参加す
ることができるようになった。
（３）ワークシートのデジタル化
　今までは課題やワークシート等が紙媒体で
あったが、紙を使わなくともデジタル上で課
題のやり取りをすることができるようになっ
た。このことにより家庭から課題を提出する
ことも可能になり、生徒の家庭学習を促進す
ることができるようになった。また、授業中
もデジタル上での確認が可能になり、効率よ
く学習できるようになった。つまり、教育に
おける情報のデータ化（デジタイゼーショ
ン）と業務のICT化（デジタライゼーショ
ン）が可能になったと言える。
（４）学習者用デジタル教科書の導入
　学校教育法の一部を改正する法律が2019年
４月１日から施行され、デジタル教科書が教
科書として認められるようになった。そのこ
とにより、外国人など漢字が読めない生徒に
はふりがな表示機能で読むことができ、また
視覚障害がある生徒にも音声読み上げ機能で
耳から内容を理解することが容易になった。
　また、音読練習などにも効果的に使用する
ことができる。速度調整もできるので、個人
のレベルに合わせて音読練習をすることが可
能になった。音読練習後は自分で発話した音
声を自分でチェックすることで課題をすぐに
確かめることができる。

３　タブレット端末導入による課題

（１）教師のITリテラシー不足
　端末や環境の整備だけでなく生徒を指導す
る教職員側にもITリテラシーが必要不可欠
である。デジタルネイティブな子どもたちは
すぐに慣れることができても、ＩＣＴに苦手

意識をもっている教職員には時間がかかる。
教職員側もGIGAスクール構想やICT教育の
重要性を理解し、根気よく取り組むことが大
切である。ITリテラシー向上のためにワー
クショップや研修会への参加や、ICT支援員
の配置など、ITリテラシーを学ぶ機会を数
多く設ける必要がある。
（２）生徒の情報モラル面での課題
　生徒間でタブレット端末を使用した様々な
問題が起きており、情報モラル向上が求めら
れる。ICT活用について、適切で責任ある行
動規範を意味する「デジタル・シティズンシ
ップ」の育成が教育現場に求められており、
子どもたちが失敗しながら学ぶということも
重要だと考えられている。しかし、デジタ
ル・シティズンシップ教育は日本ではまだ始
まったばかりで実践例も少ない。また、いじ
めにつながるような深刻な問題も出てきてお
り、生徒側の規範意識を高めていく必要は急
務の課題となっている。また、端末を持ち帰
り、家庭で使用する場面もあるため、生活リ
ズムが乱れたり、健康を害したりするような
行動を抑制するために家庭でのルールづくり
が必要不可欠である。学校と家庭が同一歩調
で進める等、家庭との協力が欠かせない。

４　GIGAスクール構想が目指す方向性

　生徒向け１人１台端末と高速大容量の通信
ネットワークという「ハード」面の整備が行
きわたったことでこれまで出来なかった様々
なことができるようになった。
　その反面、生徒の家庭でのタブレット端末
の使用に関する指導や教職員のITリテラシ
ー向上など「ソフト」面で今までには見られ
なかった課題も見られるようになった。

13- .indd   3 2023/03/13   17:



94

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

　今現在もタブレット端末の使用についてト
ライアンドエラーを繰り返しながら、学校現
場では試行錯誤が続いている。教育委員会は
教職員のソフト面の負担を軽減させるような
取組を数多く行っている。成功事例を広め、
課題を具体的に検証するなど、全ての小中学
校で同じように取り組めるようになるにはま
だしばらく時間が必要である。
　中学校では、新学習指導要領の全面実施と
同じタイミングでGIGAスクール構想が導入
となったことで、「タブレット端末」という
ハード面に目が行きがちになり、新学習指導
要領の目指す理念や方向性といった点が薄ま
ってしまっているように感じる。
　GIGAスクール構想は、単に学校現場に等
しくタブレット端末やネットワークを整備す
ることが目的ではない。目指すべき方向は
ICT等のテクノロジーを十分活用して、今ま
での「教師主導型」の授業を「生徒探求型」
の授業へと転換することであると考える。つ
まり、情報のデータ化（デジタイゼーショ
ン）と業務のICT化（デジタライゼーショ
ン）の先にあるDX（デジタル・トランスフ
ォーメーション）への変容がGIGAスクール
構想の目的地と考える。
　したがって、GIGAスクール構想における
ICTの使用は我々教師が今まで培ってきた既
存の指導観や学習観をそのまま継承し行われ
るべきものではなく、「学習指導要領改訂」
の趣旨に基づきながら、新たな学びの形を実
現するために使用されなくてはならない。
　教育現場では今一度「学習指導要領改訂」
の趣旨を確認し、新たな学びの形を整える必
要がある。

　　５　「教師中心」の授業から　　
「学習者中心」の授業への転換

　「学習指導要領改訂」の大きな要素にアク
ティブラーニング（主体的・対話的で深い学
び）の実現がある。「課題の発見・解決に向
けた主体的・協働的な学び」とも表現されて
いるが、このアクティブラーニングを実現す
るためには、今まで行われてきた教師主導の
一斉学習で行うことは難しい。「教師中心」
から「学習者中心」の授業への転換が求めら
れる。
　もちろんすべての授業を「学習者中心」の
授業へ転換するのではなく、「教師中心」
（教師主導の一斉学習）の授業も知識を学ぶ
場面では必要である。大切なことは年間指導
計画や単元配列表を見直し、単元の中でアク
ティブラーニングをどの場面でどのように行
うのかを整備しなければならないということ
である。ICTの活用についても一つの教科だ
けで行うのではなく、単元配列表等を整備し
て全ての教科・領域で行う必要がある。それ
は個々の教職員任せにするのではなく、学校
全体で取り組まなければならない。そこで
ICTをどの場面でどのように活用するかを全
教職員で検討する必要がある。そういった整
備をしないままタブレット端末を授業に取り
入れるだけではICT導入の成果は表れないだ
ろう。
　学習者中心の授業の考え方の基本は、生徒
が主体となって能動的に学習に参加して、自
分で学習を計画してゆく自立型の学習である。
生徒が自分で計画して、実行して、評価する
ことで、学習に主体的に関わり、自己の取組
に責任を持つことができる。もちろん、我々
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教職員が生徒に指示を出すだけでは、うまく
行くはずがない。我々教職員がその環境を整
えていかなければならず、それによって生徒
は積極的にアクティブラーニングに参加でき
る。つまり、「学習者中心」の授業は、教職
員が何もしないということではなく、あくま
でも我々教職員がその細かい準備をするので
あって、最終的な責任は、教職員にあること
は言うまでもない。

６　学習者中心教育へのパラダイムシフト

　アメリカの教育研究者であるチャールズ・
M・ライゲルースらが学習者中心の教育を実
現するガイドラインとして次の５つを提唱し
ている。
（１）達成度基盤型インストラクション

（Attainment-Based Instruction）
（２）課題中心型インストラクション

（Task-Centered Instruction）
（３）個人に合わせたインストラクション

（Personalized Instruction）
（４）役割の変化（Changed Roles）
（５）カリキュラムの変化
　　（Changed Curriculum）
　ここではT C I （ T a s k - C e n t e r e d 
Instruction）の考え方について紹介していき
たい。
　TCIは現実にある課題を学びの中心に据え
た、学習者主体の学びを促す学習方法の１つ
である。今日の情報社会においては、どのよ
うなテーマが与えられたとしても、そのテー
マに関する情報や手順について、アクセスが
できる環境が整っている。教師が詳細に教え
なくても、学習者は自分たちで調べることで、
実際にやってみるために必要な情報を入手す

ることができる。したがって、情報探索がで
きるスキルよりも、課題を遂行するためのス
キルがより重視されるようになっている。
TCIは、学習者へ支援を提供することの「効
率化」と現実の課題を最後までやり通すこと
での「効果」のバランスを大切にしているた
め、今の時代に適合している指導法だと言え
る。また、学習者中心の教育を進めると、教
師・学習者・テクノロジー、それぞれに「役
割の変化」が求められる。まず、教師の役割
が大きく変化する。例えば、今までは教師が
何を達成するのかを決めていた。しかし学習
者中心の教育では、「学習者のゴール設定」
を支援することが教師の役割になる。そして、
課題設計やそれに向かって何を行っていくか
を学習者が選べるように教師が支援する。つ
まり、これからは「何を教える」かだけでな
く、「学習者が課題を進めていくこと」への
支援を含めての「指導」が求められる。
　また、学習者の役割も変化する。学習者は
これまでは教師が教えてくれることを受け身
で学習することが多かったが、「能動的な学
習者」として自ら学ぶことが必要となってく
る。そして、学ぶだけでなく、時には人と協
働したり、人に教えたりすることが求められ
る。ずっと学習者という立場だけではなく、
学んでいる人にもさまざまな役割が求められ
るようになる。テクノロジーの役割としては、
学習記録の保持や学習計画、学習者のパフォ
ーマンスに対する即時フィードバックを通じ
た学習の形成的評価がある。
　その中で、「カリキュラムの変化」が生じ、
新学習指導要領でいわれる探究的な学習や
STEM・STEAM 教育が必要になる。一つ
の教科や分野からではなく、総合的にアプロ
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ーチできるカリキュラムの拡張・再構成が求
められる。

７　ICTを用いたアクティブラーニング
のデザイン

　次にICTを用いたアクティブラーニングで
の具体的な授業づくりについての方策につい
て２つのデザインを紹介する。
（１）反転授業
　反転授業は、従来の授業形態をまさに「反
転」させたもので、家庭でいわゆる「授業」
を映像教材・動画を用いて予習の形で受講し、
学校の教室で行う授業の時間では通常「宿
題」として扱われる演習や、学習内容に関わ
る意見交換などを行うものである。つまり、
学びのインプットとアウトプットの場を全く
逆にすることである。
2000年代にアメリカで始まった試みで、国内
でも東京大学を始めとするいくつかの大学が
試行を始め、現在注目を集めている。
①利点
（ア）学習者が意欲的に取り組める
　一方的に知識を伝えることに主眼が置かれ
がちだった従来の授業が、反転授業では、自
宅での事前学習で知識の習得が行われている
ため、もっている知識をどのように生かすか
に焦点が当てられる。それにより、学習者一
人ひとりの能力や特性に応じた学びが可能に
なり、難しい課題や発展問題に挑戦させるこ
とができる。
（イ）教職員が学習者の実態を把握できる
　授業は事前に自宅で学んだ内容を用いてア
ウトプットする場になるため、教職員は学習
者の理解の度合いを一人ひとり細かく確認す

ることができる。
（ウ）授業で問題解決能力を育てることがで
きる
　学習者はタブレットを自宅に持ち帰り、予
習の映像教材を視聴したうえで授業を受ける。
基礎知識や要点を予習しておくことにより、
授業の中では「学び合い・教え合い」などの
協働的な学習やディスカッション、プレゼン
テーションに時間を充てることができる。協
働的な学習を通じて、自分の考えをまとめ、
議論により深め、アウトプットまで行う問題
解決能力を身につけることが期待できる。
（エ）学習効率を上げる
　映像教材・動画では、わからなかった内容
を繰り返し閲覧し確認することができる。自
分の理解度やペースに合わせて繰り返し視聴
できるため、予習時の理解も高めることがで
きる。また、復習にも活用することができる
ため、知識を定着させる効率があがる。
②課題
（ア）保護者のサポートが必要
　宿題としている予習を行わなければ、反転
授業の意味はなくなってしまう。しかし、中
には映像授業やオンライン教材の閲覧に慣れ
ておらず、戸惑う生徒もいる。しっかりと効
果を得るためには、保護者が家庭での学習を
促し、支える必要がある。
（イ）家庭でのICT環境の整備
　インターネット回線の整備が十分になされ
るのかという課題がある。家計の負担が大き
くならないようにしなければならないことも
課題として上げられる。
（２）ゲーミフィケーション
　ゲーミフィケーションとは、2011年ごろに
アメリカから出てきた言葉で、ゲームではな
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いものにゲームの要素を取り入れることをあ
らわす。そうすることで日常生活の中であま
り楽しめないものや続けることが難しいもの
へのモチベーションを上げ、目的を達成する
ことをねらいとしている。ポイントしては３
つある。
　１つ目は課題である。オンラインゲーム上
のクエストとかミッションなどの課題設定に
あたる。２つ目は報酬があること。例えば、
その後みんなで楽しいイベントが待っている
とか、経験値がアップする、というものが挙
げられる。３つ目は交流できること。自己満
足で進んでいくものや、レコーディングダイ
エットなど自分で記録をとって誰にも見せず
に行っていくというものではなく、それを知
っている者同士で共有し交流することでモチ
ベーションが増してくるということである。
これら３つを授業に取り入れていくことがポ
イントとなる。
①利点
　ゲーミフィケーションを学習に取り入れる
方法は様々で、その方法により期待される効
果は異なるが、ここでは代表的な効果として、
「継続学習しやすい（挫折しにくい）」「暗
記しやすい」「複雑な概念が理解しやすい」
について説明する。
（ア）学習を継続しやすい、学習意欲を維持
しやすい
　ゲーミフィケーションを教育で活用する効
果として、学習への意欲を高めやすいことが
挙げられる。ゲームは本質的に課題志向であ
り、課題をクリアしたことを学習者自身が実
感でき成長の実感を得やすいため、継続学習
に繋がりやすい、という効果が期待される。
たとえば、「強大なモンスターを倒す」とい

うゲームの設定を、「苦手教科をモンスター
に見立てて、その教科を克服する」というゲ
ーム仕立てに変換することで、主体的に苦手
教科を克服することが期待できる。学習が
「教師や親から押し付けられる」ものではな
く、「自発的に楽しんで行うもの」という捉
え方に変わるだけで、学習の生産性は大きく
向上する。
（イ）繰り返し学習することで、暗記しやす
い
　暗記すべき重要事項を、ゲームを通して自
然と身に付けることができる。例えば、間違
えた部分や重要な内容を繰り返し確認させる
ために、ゲーミフィケーションを活用したア
プリサービスが多くある。
（ウ）複雑な概念が理解しやすくなる
　ゲーミフィケーションを活用することで、
複雑な概念の理解を促す効果が期待できる。
例えば、言葉だけでは理解しづらい内容を動
画で解説したり、覚えにくい内容をキャラク
ターとの会話やストーリーの中で覚えていく、
などの手法が使われる。
②課題
（ア）課題のレベルの設定が難しい
　一人ひとりのレベルに合わせた課題設定が
必要になる。課題が難しすぎてクリアできな
いと、モチベーションの維持が難しくなる。
（イ）効率的に業務を進められないケースも
ある
　ゲーミフィケーションを導入すると学習方
法が変わり、それに適応できない生徒が出て
くる。新しい方法をすぐに受け入れる生徒ば
かりではない。新しい方法を押し付けてしま
うと効率的に学習を進められないケースもあ
る。
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（ウ）内容が面白くなければ飽きられてしま
う
　ゲームは内容が面白くなければ、最後まで
プレイされず飽きられてしまう。ゲーミフィ
ケーションも例外ではない。

８　おわりに

　今までの教育が大きく変わろうとしている。
知識はもちろん、知識をどう活用するか。言
い換えれば、「思考」することにより価値を
置く社会へと変化してきている。そのような
変化の中で我々現場の教職員が大切にしなけ
ればいけないことは学習者が学び続けられる
よう支援すること。学ぶことは本来楽しいも
のであり、個々の学習者に焦点を当てる教育
は、学習に対する意欲を高め、自律した学習
者へと成長させることができると考える。個
人に最適化された学習を提供すること、生涯
にわたって学び続けられる自律した学習者を
育むこと、学習を時間で図るのではなく課題
の達成状況で図ること。これらの変化の背景
には、テクノロジーを基盤とした高度な知識
社会が到来していることがある。
　その高度な知識社会に対応するためには
我々教職員が今までの指導観を変革し、柔軟
な発想で対応していかなければならない。そ
のためには、明確にされたコンピテンシーを
教育現場全体で共有することは急務である。
そのようなパラダイムシフトがGIGAスクー
ル構想実現のために今教育現場に求められて
いる。
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１．はじめに

　ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、日
本全国の学校で１人１台の端末が整備された。
子どもたちに深い学びをもたらす貴重なツー
ルとして期待値が高まる一方で、まだまだ学
校現場では、どのように活用を図るべきか、
試行錯誤が続いているのが実情である。
　１人１台の端末というと、真っ先に思い浮
かぶのがデジタル教科書の活用であろう。実
際に多くの学校では先行的にデジタル教科書
が導入され、積極的な活用が図られている。
デジタル教科書を活用することで、「授業が
分かりやすくなった」「勉強が好きになっ
た」という声は、本校でも多く聞かれるとこ
ろである。しかし、１人１台端末の活用＝デ
ジタル教科書の活用と限定的に考えてしまう
のは、あまりに短絡的といえる。なぜなら、
１人１台端末によって広がる教育の可能性は
なおも無限であり、教師の工夫次第で、子ど
もたちにとって、より楽しく、かつ力のつく
授業が実現可能となるからである。
　私は平成30年度から９年制の義務教育学校
に所属しており、小学校と中学校国語科の免
許を所有する私は、ＧＩＧＡスクール構想が
スタートしたこの数年間で、５年生から９年
生（中学３年）までの５学年分の国語科の授

業を担当する機会に恵まれた。そこで本稿で
は、国語科に焦点を当てつつ、デジタル教科
書以外の１人１台の端末と高速ネットワーク
の活用法について実践を報告する。本稿で紹
介する取り組みが、今後進められるＧＩＧＡ
スクール構想の取り組みの一助になればと願
っている。

２．国語科における端末の活用法

　実践に触れる前に、まず１人１台端末があ
れば、どのような学習活動が可能となるかに
ついて整理したい。これまで教科書・黒板・
ノートを中心に進められていた授業は、１人
１台の端末及び電子黒板の整備によって、以
下のような活動が可能となる。
①文書作成ができる
　ＩＣＴ機器を活用した文書作成は、これま
でもパソコンルーム等で盛んに取り組まれて
きたと思うが、１人１台端末の整備によって、
一層手軽に実施が可能となった。これまで手
書きが中心であった作文やレポート作成、さ
らには新聞やポスター作成なども、端末を用
いることで、デジタル化した文書の作成に向
かわせることができる。何より、一度作成し
たものを手軽に修正できるという利点は大き
い。下書きや清書といった作業も必要ないた
め、効率的に作業を進めることができる。

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力

特集Ⅰ　ＧＩＧＡスクール構想下における授業づくり

１人１台端末で変わる国語科の学び

有松　浩司
広島県竹原市立忠海学園 教諭
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②プレゼンテーション資料を作成できる
　国語科に限ったことではないが、調べたこ
とや考えたことなどを発表する機会は実に多
い。その際、プレゼンテーション資料を端末
で作成させれば、より聞き手にとっても分か
りやすい発表を行わせることができる。
③手軽に情報を収集することができる
　端末を用いれば、いつでも、どこでも手軽
にインターネットで情報を収集することがで
きる。先に挙げた文書作成やプレゼンテーシ
ョン資料の作成の際、自らが集めた情報を活
用することができる。ただし、情報活用のマ
ナーや信憑性を見抜く力（メディア・リテラ
シー）に関しては、教師自身も十分意識しな
がら指導を行うことが求められる。
④写真・動画を撮影できる
　国語科には一見関係がないようにも思われ
るが、一人一人が自由に写真や動画を撮影で
きることは、国語科においても非常に大きな
教育的効果がある。撮影した写真は文書やプ
レゼンテーション資料の作成の際に活用でき
るし、発表場面などを撮影した映像は自らの
表現の在り方について振り返らせる際に有効
活用できる。
⑤双方向のやりとりが可能となる
　これまで各自が考えたことや記述したこと
などは、ノートや原稿用紙等を交換して読み
合うことでしか交流が図れなかったのが、端
末を活用することで、その場にいながら自由
に交流することが可能となる。また各自の考
えを電子黒板に一斉提示すれば、即座に考え
の違いに気づかせることができ、一層焦点化
した話し合い活動を仕組むことができる。
⑥映像制作ができる
　動画編集ソフト（アプリ）を活用すれば、

映像制作も可能となる。映像は自分の考えを
伝える効果的なツールであり、実社会でも多
く取り入れられている手法である。国語科の
分野でも、映像制作は今後ますます重視した
い活動といえる。
　以上を踏まえ、５年～９年（中学３年）の
様々な学年で実践した国語科の授業を以下に
示す。

 ３．「話すこと・聞くこと」における  
１人１台端末の活用

（１）スピーチ・発表単元における活用
　第６学年で「未来の町作りについてプレゼ
ンテーションしよう」という単元を実施した。
人口減少に歯止めをかける、観光客を増やす、
自然を保護するなど、子どもたちが生活する
町について様々な課題を発見し、未来の町づ
くりについて改善策等を提言するという学習
である。
　プレゼンテーション資料は、グループごと
に、１人１台の端末を用いて作成を行わせる。
一つのプレゼンテーション資料であっても、
各グループで共通のデータを同時に開かせて
作成を行うことが可能なため、効率的に作業
を進めさせることができる。

写真１　グループで同時に一つのプレゼンテ
ーション資料を作成する児童の様子
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　資料が完成すると、今度はその資料を提示
しながらの発表練習に取り組ませる。その際、
お互いの発表の様子を動画で撮影させ、その
映像をもとに客観的に振り返らせた。児童は
自ら改善点を見いだし、よりよい発表になる
ように修正を加えながら、さらにプレゼンテ
ーションの練習を重ねていった。

写真２　自分達の考えをプレゼンテーション
する児童の様子

　なお本単元では、異学年に向けての発表、
地域の方に向けての発表という二回の機会を
設けた。児童は端末を使って作成した資料を
提示しながら、しっかりと自分たちの考えを
伝えることができた。
（２）話し合い活動における活用
　第５学年では、話し合いの進め方のスキル
を高める授業を実践した。トイレのスリッパ
が揃っていない、廊下を走る人がいる、図書
室を使う際のマナーが悪い等、学校における
様々な課題を取り上げ、その改善策をグルー
プで話し合うという学習である。
　その際、グループでの話し合いの様子を端
末で撮影し、映像で振り返らせるという活動
を仕組んだところ、「司会の進め方が良い」
「○○くんがきちんと相づちを打っていて良

い」「関係のない質問をしている人がいる」
等の意見が活発に出てきた。

写真３　自分達の話し合いの様子を映像で振
り返る児童の様子

　この振り返りを踏まえて、再度別のテーマ
で話し合いを行わせたところ、１回目と２回
目とでは、話し合いの進め方に大きな違いが
見られた。
　実践（１）（２）と、共に自分達の姿を映
像で撮影して振り返らせる活動を設けたが、
このような学習が仕組めるのも、１人１台の
端末があるからこそ実現できたことである。
「話すこと・聞くこと」における端末の有効
な活用方法の一つであると考える。

　　　４．「書くこと」における　　　
１人１台端末の活用

（１）作文単元における活用
　これまでは作文というと、原稿用紙に手書
きで作成するというのが当たり前であったが、
今後ますます変化の激しい情報化社会を生き
る子どもたちに対しては、早い段階から、タ
イピングによる文書作成に慣れさせる必要が
あると考える。私自身、作文単元において、
何年生までは手書き、何年生からはタイピン
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グという明確なきまりを設けているわけでは
ないが、小学校高学年ぐらいからは、徐々に
タイピングによる作文に積極的に取り組ませ
るようにしている。

写真４　タイピングで意見文を書く生徒の様子

　タイピングで作文を行わせることには、児
童生徒・教師双方にメリットがある。例えば、
手書きの場合は、一度書き上げたものを修正
するのは非常に手間がかかる。一方で端末を
用いてタイピングで作成した場合は、一度書
き上げた後も、簡単に修正を加えることがで
きる。教師も、修正箇所をマーキング等で示
すことにより、短時間で簡単に添削を行うこ
とができる。
　また、完成した作文を互いに読み合わせる
際も、１人１台の端末は非常に有効である。
これまでは原稿用紙を回し読みすることが主
流であったと思うが、共通のフォルダに各自
のデータを保存すれば、席に着いたまま、端
末で各自の作文を読み合うことができる。さ
らには、双方にコメントを送り合うことで、
相互評価を行わせることも可能となる。

写真５　端末で友達の作文を読む生徒の様子

（２）様々な文書作成単元における活用
　「書くこと」の学習は、何も作文だけにと
どまらない。近年は、雑誌やポスター、新聞、
リーフレット等の文書作成も、積極的に学習
活動に位置づけられている。こうした活動に
も、１人１台の端末は非常に有効活用できる。
　まず、情報を収集する際、手軽にインター
ネットで必要な情報を集めさせることができ
る。調べたことは出典を明らかにした上でノ
ートに記録させる。同時に撮影した写真等の
資料も端末内に保存させる。
　集めた情報をもとに、雑誌やポスター・新
聞・リーフレット等の文書作成を行わせる。
例えば、以下は第８学年（中学２年）の生徒
が作成した地域を紹介するタウン誌であるが、
義務教育段階の子どもたちであっても、ここ
までの作品を作成することが可能となる。何
より端末による文書作成は、手書きと比べて、
授業時間を２～３時間は短縮できる。空いた
時間を別に学習に使うことができるので、学
習効果を高めるという点においても、非常に
有効な手法だと考える。
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写真６　生徒が端末で作成したタウン誌

　　　５．「読むこと」における　　　
１人１台端末の活用

（１）読解単元における活用
　文学的文章や説明的文章などの読解単元に
おいても、１人１台の端末は有効活用できる。
例えば、ある文学作品の中心人物の心情が最
も大きく変わるクライマックスの一文が検討
させる際は、各端末に配付した文章にマーキ
ングをさせたものを電子黒板に一斉提示する。
それにより、一人一人の考えのズレに即座に
気付かせることができ、「本当のクライマッ
クスはどこか？」という問いで活発な議論を
仕組むことができる。
　同様に、作品のテーマ（主題）を各自端末
上で表現させる際も、それを電子黒板に一斉
提示すれば、一目で各自の考えの違いに気付
かせることができる。 

写真７　個々の考えを画面に映し出した様子

（２）読書活動における活用
　本校では、日々の読書記録をタブレット端
末で行わせている。１冊の本を読み終えるご
とに、以下のようなカードを作成し、簡単に
書評をまとめさせている。このカードは、全
校の共有フォルダに保存するため、学年を越
えて、本の面白さや感じ方の違いを共有させ
ることができる。

写真８　児童生徒が作成した読書カード

　また、蔵書検索のシステムも積極的に活用
させている。この蔵書検索システムを用いれ
ば、本校の学校図書館及び市内の図書館にあ
る本が手軽に検索できるので、子どもたちは
教室にいながら、いつでも読みたい本や学習
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に必要な本を探し出すことができる。
　本校でこれらの取組を行ってきた結果、子
どもたちの読書意欲が飛躍的に向上し、「以
前よりも本が好きになった」「本をたくさん
読むようになった」という声が多く聞かれる
ようになってきている。

　　６．伝統的な言語文化における　　
１人１台端末の活用

（１）古典における活用
　伝統的な言語文化の指導に関しても、１人
１台の端末は有効に活用できる。例えば、中
学校の教科書にも多く取り上げられている、
「竹取物語」や「平家物語」、「おくのほそ
道」などは、歴史的な背景を知らなければ、
なかなか内容の理解が難しい。幸いなことに、
古典に関する映像教材は、「NHK f o r 
school」等のWeb上に数多く存在することか
ら、これらの映像教材を有効に活用しながら
授業を進めることができる。もちろん、電子
黒板に映し出して一斉に視聴するという方法
もあるが、児童生徒に主体的に学習に取り組
ませようと思ったら、「『竹取物語』が生ま
れた経緯を解説しよう」「なぜ松尾芭蕉が旅
に出たのかをまとめよう」といった課題を提
示し、各自で映像を視聴させながら学習を進
めさせた方が、より高い学習効果を得ること
ができる。
（２）伝統文化芸能における活用
　落語や歌舞伎などの伝統芸能文化を扱う際
も、端末は有効に活用できる。例えば、第５
学年「寄席を開いて落語を演じよう」の単元
では、児童は１人１台の端末で繰り返し落語
の映像を視聴し、話し方や動作を学んでいっ
た。さらに、ペアで落語の様子を撮影し合い、

自身で映像を見て振り返りながら、落語の語
りの技能を高めていった。

写真９　端末を用いて落語の練習に取り組む
児童の様子

　古典は内容が難解で、児童生徒が興味をも
ちにくい学習内容ともいえる。だからこそ、
上記のように端末を有効に活用し、主体的な
学びを生み出す工夫が教師には求められる。

７．新たな１人１台端末の活用

　これまでに示してきたタブレット端末の活
用法に加え、最近新たに取り組んでいるのが、
映像制作である。映像の良さは、何といって
も、自分の伝えたいことを、より分かりやす
く、他者に伝えることができるという点にあ
る。加えて、児童生徒が興味をもちやすく、
楽しみながら学習に取り組ませることができ
る。
　例えば第６学年では、「地域のプロフェッ
ショナルを伝えよう」という単元において、
ドキュメンタリー番組を制作する学習を実施
した。児童は地域の様々な職業の方に取材に
行き、仕事の内容やその職業に就こうと思っ
たきっかけ、これまでに最も苦労したことな
どを聞き取り調査した。さらに、仕事の様子
を動画で撮影したり、過去の仕事の様子の写

14- .indd   104 2023/03/13   17:



105

１人１台端末で変わる国語科の学び

真資料などを収集したりもした。

写真10　端末を用いて取材を行う児童の様子

　学校に帰った子どもたちは、タブレット端
末に内蔵された動画編集ソフトを用いて、映
像をつなげたり、ナレーションやテロップ、
BGMを入れたりしながら、３分間程度の映
像を制作した。

写真11　動画編集を行う児童の様子

　また、こうした大がかりな単元だけでなく、
教科書中心の学習の最後を、短時間でできる
映像制作で締めくくるという方法もある。第
９学年では、世界で活躍する日本人について
取り上げられた文章を学習した後、自分が紹
介したい人物を一人取り上げ、30秒程度の紹
介動画を制作するという学習を行った。近年
の映像制作ソフトは非常に使いやすいため、
中学生（後期生）であれば、わずか１～２時
間で制作を終えることができる。完成した映
像は、教室内で互いに視聴し合わせたりビデ

オ会議システムで全校に紹介したりして、学
びの成果を広めていった。
　これまで作文やプレゼンテーションが中心
であった表現活動も、映像制作という新たな
方法を取り入れることで、児童生徒の表現の
幅を一層広げることができると考える。

８．おわりに

　これまで国語科における様々な内容で、１
人１台の端末の活用法について紹介してきた
が、どの活用法においても共通しているのが、
以下のような利点があるということである。

・端末を用いることで、児童生徒が主体
的に学習する場が必然的に生まれ、そ
の結果として、児童生徒の学習意欲を
飛躍的に向上させることができる。
・プレゼンテーション資料を作成した上
での発表や様々な文書作成などが手軽
に行えるようになり、その結果、児童
生徒の言葉の力（話す力・聞く力・書
く力・読む力等）をバランスよく育成
することができる。
・教師及び児童生徒双方にとって負担が
軽減され、効率よく学習を進めること
ができる。

一方で、次のような課題もある。

・インターネットの情報などを活用する
機会が増えることから、情報の信憑性
を吟味したり、責任をもって情報を発
信したりする指導がこれまで以上に必
要となる。
・端末を活用することで、教師にとって
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は板書、児童生徒にとってはノートの
活用がおろそかになる危険性がある。
確かに端末は有効であるが、学習の足
跡を残すという点で板書は欠かせない。
また、思考力や表現力等を高めるとい
う点においても、ノート指導をおろそ
かにすべきではない。ICT（端末・電
子黒板）と非ICT（ノート・黒板）の
バランスのとれた授業づくりが一層求
められる。

　こうした利点及び問題点（課題）は、当然
国語科のみにとどまらない。今後もすべての
教科・領域において、１人１台端末の有効な
活用について、その可能性を探り、児童生徒
にとって楽しく、かつ力のつく授業を模索し
ていきたい。

〈参考文献〉

文部科学省｢GIGAスクール構想の実現について｣ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/

other/index_00001.htm
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GIGAスクール構想下の小学校算数の授業づくり

杉山　達寛
練馬区立光和小学校 主任教諭

学校現場で起こっていること

　GIGAスクール構想で学校のICT化が急速
に進んだ。学習用具としてタブレット端末を
児童が１人１台持つようになった。その端末
によって、いつでもどこでも児童は学習を進
めることができるようになった。これをどの
ように使うのか、学校現場ではこれまで慌て
て考えてきた。授業のどの場面でどのように
活用するのかという問題だけではない。ノー
トをどうするか、板書はどうするかなど、こ
れまで用いてきたものとタブレット端末をど
う共存させていくのか考えなければならない。
さらには、どうやって持って来て持ち帰らせ
るのか、学校ではどういうルールで使うのか、
家庭ではどういうルールで使うのか、それ以
外の場所ではどういうルールで使うのか。学
校現場は大混乱であり、今もそれが続いてい
る。GIGAスクール構想下では、教員の働き
方改革が実現できるはずであるが、そこにた
どりつくどころか、一層多忙になっている感
すらある。

承前啓後で授業づくり

　そんな中で、授業づくりをどう考えるか。
GIGAスクール構想下の授業づくりで私が心
がけていることは承前啓後である。温故知新

と承前啓後はともに昔の知見を大切にすると
いうことである。ただ、温故知新はその上で
新しいものを創り出していくという意味であ
る。それに対して、承前啓後はそれを使って
未来を切り拓いていくという意味である。
　日本の授業づくりは、問題解決型を大事に
した授業が、教師集団の中である程度理解を
得られて伝統的に行われてきている。これは、
日本の授業研究が生んだ学習指導の改善の成
果である。１人１台タブレット端末を持つよ
うになったからといって、これを生かしなが
ら新しい授業をつくり上げていこうとすれば、
ますます学校現場は混乱するかもしれない。
そうならないように、GIGAスクール構想下
でもこれまでの授業と同様、問題解決型の学
習を大事にした授業を行う。その授業に１人
１台のタブレット端末等をそれに役立ててい
く。これが私の考えるGIGAスクール構想下
における授業づくりである。

　  GIGAスクール構想で解決できる  　
問題解決型の学習の問題

　では、どのように役立てていくのか。問題
解決型の学習にもいくつかの問題があると考
える。その中の３つの問題について、１人１
台のタブレット端末等で解決できるのではな
いかと考えている。
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問題１　授業時数不足
　授業時数不足といっても、一時話題になっ
ていたような、未履修がどうのこうのという
話ではない。指導計画上の時数を考えて問題
解決型の学習を切り上げてしまうことがある。
主体的にしたいがまだ取り組んでいる児童が
いても終わりにしてしまったり、対話的にし
たいが上手に説明できる児童を指名して、そ
の児童に説明させて授業をスムーズに終わら
せてしまったりする。問題解決型の学習をす
ると、とにかく時数が足りないのである。
　現に本校児童６年（n=140）に令和３年に
調査したところ、児童もそれを感じているこ
とが分かった。「学校の授業で自分の考えを
書く時間がたりなくなったことがあるか」と
いう質問に対して、「ある」「たまにある」
と92％の児童が回答している。一方「学校の
授業で自分の考えを書く時間があまったこと
があるか」という質問に対して「ある」「た
まにある」と71％の児童が回答している。多
くの児童も自力解決の時間が足りなくなった
り、余ったりすることがあるということを感
じているようである。
問題２　宿題が問題解決型でない
　公立小学校では、ほとんどの担任が宿題を
出している。それは「宿題がないと、家で学
習しないから、宿題を出してほしい」といっ
て保護者から要求されるためであることが多
い。そこで、色々な考えがあっても、右へな
らえで宿題を出さざるを得ない。その宿題は、
定着・習熟を目的としている。現に、本校学
級担任の24名全員が定着・習熟を目的とした
宿題を出している。その他に、自主的に学習
を進めるような宿題を出している担任も９学
級あったが、この自主学習は、学校で取り組

んでいる学習と関連付けて出しているわけで
はない。
問題３　新しい時代の
　　　　問題解決のための資質・能力
　ポケットの中に入っている機械１つでいつ
でもどこでも世界中の情報が手に入れられる
時代である。さらにこれから先の時代で、ど
のような変化があるかも分からない。そんな
時代、子供たちに育成すべき問題解決のため
の資質・能力は、従来の教室で行われる問題
解決型の学習だけで育てられるだろうか。例
えば、単一の答えを見いだす問題解決はどう
だろうか。今の時代、答えは調べればすぐわ
かる。答えは簡単に分かるからこそ、答えの
見付け方、答えが正しいかどうか確認したり
精査したりする資質・能力が必要である。そ
んな問題解決のための資質・能力の育成をめ
ざすことを中心とした問題解決型の学習にし
ていく必要があると考える。

　　　  GIGAスクール構想下の  　　　
問題解決型の学習

　GIGAスクール構想下のおかげで、初めの
２つの問題点はある程度解決出来ると考える。
問題解決型の学習は学校で完結することが多
い。GIGAスクール構想下では、そうではな
い問題解決型の学習を可能にしてくれる。
　学校の授業での問題解決型の学習は問題把
握、自力解決を少ししたくらいの所で終わる。
後は家庭学習にする。そして次の授業で集団
検討、まとめ、次の問題把握まで行うのであ
る。そうすると、自力解決を児童は自分のペ
ースですることができる。児童にとって時間
が余る、時間が足りないってことは起こらな
い。宿題も問題解決型の学習の中に組み込め
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る。
　ただ、これだけであれば、GIGAスクール
構想下であろうとなかろうとできないことは
ない。そういった実践研究が、様々な学校や
研究会で行われている。ただ、この家庭での
自力解決には、タブレット端末やインターネ
ット環境が必要なのである。自力解決では、
必ずといっていいほど何も進められない児童
がいる。授業で行うなら、そんな児童も指導
者やクラスメートの助けを得られる。ただ宿
題にしたのでは、それができない。そこで、
タブレット端末やインターネット環境の出番
である。わからなくなったときに家からでも
指導者や友達に相談することもできる。あら
かじめ指導者がヒントカードを用意しておけ
ば、それを見ることもできる。また、自力解
決の成果を一覧で表示することができるよう
なソフトウェアを利用すれば、相互に見合う
こともできる。それを参考にしたり、その意
見からさらに自力解決をよりよくしたりする
こともできる。
　この自力解決の成果を一覧で表示すること
ができるようなソフトウェアが利用出来れば、
検討場面においてもさらに充実した問題解決
型の学習をすることもできる。相馬和彦氏は
「検討場面で意図的な選択が重要」としてい
る。問題解決型の学習をする上で、これがな
かなか大変である。指導者は、特に自力解決
で多くのことを行っている。児童の個別支援
をしながら考えを見取る。そしてそこから集
団検討で取り上げるような児童をピックアッ
プする。さらに、それをどういう順番で取り
上げ、集団検討を展開させていくのかという
のを指導者は考えている。これをわずかな自
力解決の時間の中で行うのである。指導者に

とっても自力解決の時間は足りなくなること
が多いのだ。そこで、この自力解決の成果を
一覧で表示することができるようなソフトウ
ェアを利用する。指導者も、いつでもどこで
も、これを見ることができる。例えば家でも
通勤の電車の中でも見ることができる。そこ
で「検討場面で意図的な選択」を十分にする
ことができるのである。

　　新しい時代の問題解決のための　　
資質・能力の１つ～データの収集～

令和３年全国学力学習状況調査問題より

　これは全国学力予習状況調査で出題された
三角形の面積を求める問題である。この問題
の正答率は55.4％となっていて、20.0％が５
cmも計算に用いようとして誤答している。
面積を求めるのに必要のないデータであるに
も関わらず、与えられた５cmをなんとか用
いようとするのである。
　また、過去の三角形の面積を求める問題の
正答率は以下のようになっている。
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　この結果から、三角形の面積を求める問題
について、次のような傾向が見えてくる。平
成19年のように、必要な量だけを与えられれ
ば約９割が正答出来る。しかし、平成21年の
ように必要な量を見付けるという問題になる
と、正答が７割弱になる。そして、今回の令
和３年のように必要な量以外も書いてあると、
正答５割５分にまで下がるのである。
　ここから、算数では問題を解くために必要
なデータを過不足無く与えられているとほぼ
問題を解くことができたとしても、そのデー
タを見付けるとなるとそれが途端にできなく
なる児童が多くなる。そして、それよりも必
要以上のデータを与えられた場合の方がさら
にできなくなる児童が多くなってしまってい
る。このことから、算数の授業が「与えられ
たデータから問題を解決する」ことばかりに
なってしまっていて「データを自分で見付け
たり、取捨選択したりすること」に日本の小
学生が弱いのではないかと考察することがで
きる。
　調査年も10年以上の違いがあり、問題の条
件も同じではないので、単純にこう結論付け

ることはできない。ただ、与えられたデータ
だけでは不十分かもしれないと考え、時に自
分で必要なデータを見付けたり、取捨選択し
たりするデータを収集する資質・能力を問題
解決型の学習の中で育成する必要があると考
える。

GIGAスクール構想下の小学校算数の授業例
～４年生「折れ線グラフ」活用場面での実践

　朝のスピーチで「小学生の数は減ってい
る」ということを取り上げてクラスのみんな
に発表した児童がいた。そのスピーチによっ
て、「本当なのか」「どのくらい減っている
のか」などということが子供たちの興味対象
になっていた。ただ、それを自主学習でだれ
も調べてこなかった。
　このことを折れ線グラフの学習の定着を目
的にした単元末の学習に生かすことにした。
以前の朝のスピーチの話を思い出せるように
し、「みんなが調べてこなかったので私が調
べてきたよ」と言って、このデータを出すと
ころから授業を始めた。

令和３年全国学力学習状況調査問題解説資料より
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　このデータには、次のようなしかけをして
いる。
・整理されていない表現
・およその数
・一番新しいデータが10年以上前
・70年から80年だけ増加している。
　ここから、整理しよう、正確なデータを調
べよう、最近のデータを調べよう、必要の無
いデータを取り除こうなどと、児童が主体的
にまとめることができると期待した。
　案の定、これを見た児童から「わかりづら
い」という声が出た。そこで、「小学生の人
数はどうなっているのか。分かりやすくまと
めよう」という発問をした。
　この自力解決の時間を少し取ったところで、
授業を終えた。そして、残りを宿題として取
り組むようにした。
　この宿題での自力解決の中で、全ての児童
が表やグラフに表し、自分なりに分かりやす
くまとめることができていた。それは自力解
決の成果を一覧で表示することができるよう
なソフトウェアの力が大きかった。
　自分だけで考えた児童も多くいたようだ。
一方、算数の苦手な児童は、友達の考えを見
て「こんな表し方があるんだ」と学び、そこ
から自分なりの分かりやすいまとめをかくこ
とができたようである。宿題の中でも、タブ
レット端末を活用して、対話的に学習を進め

ることができているようだった。
　また、その中には与えられたデータをまと
めるだけでなく、減っていることを表すため
にデータを取り除く児童も２人いた。1970年
を取り除き、1980年からであれば、減り続け
ているといえるからである。また、最新の小
学生の人数を調べてくる児童も４人いた。タ
ブレット端末を活用し、データを選んだり、
調べたりすることもできている。
データを選んでまとめた児童

データを調べてグラフ化する児童

　指導者は、朝出勤し、授業準備の時間にこ
れらの児童のまとめを見ることができた。そ
こで、誰をどの順番で取り上げて集団検討を
するか、ゆっくりと計画することができた。
指導者の「検討場面で意図的な選択」もタブ
レット端末によりゆとりをもってすることが
可能であった。
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　　　  GIGAスクール構想下の  　　　
小学校算数の授業の成果

　このような算数の授業をいつも行うわけで
はない。タブレット端末を活用しないような
問題解決型の学習も行っている。宿題も、学
習内容の定着を目的に出すことも多い。折に
触れて、このようなタブレット端末を活用し
た問題解決型の学習を行った1学期であった。
そして、７月に児童の意識調査をした。その
結果が以下の通りである。
児童のアンケート調査より（７月　n=34）

　GIGAスクール構想下の小学校算数の授業
として行った授業の「宿題で問題解決型の学
習」「相互に自力解決の成果が見られるこ
と」は多くの児童に好評であった。
　また、タブレット端末を活用した問題解決
型の学習について、次のような感想を書く児
童が見られた。
・自分の考えをゆっくり書くことができた
・ドリルに取り組むような宿題とちがい、友
達の考えを見ながら自分の考えを出す宿題

は楽しい
・データをまとめるときに必要なものだけを
えらぶとよいということがわかった
・算数でも調べちゃいけないわけではない
　このような学習を続けることで、時数不足、
宿題が問題解決型でない問題点を解決し、新
しい時代の問題解決のための資質・能力を育
成することができると感じられた。

おわりに

　今日も、児童のタブレット端末の故障と破
損が起こった。保護者からの学校評価には
「タブレット端末を活用している学級といな
い学級がある。統一してほしい。」と書かれ
た。冒頭に書いたとおり、GIGAスクール構
想下、教員が一層多忙になった面もある。
　しかし、「授業づくり」においては、
GIGAスクール構想下で効率的に準備ができ
るようになった。学習成果も上がっている。
ここまで読んでいただいた方は分かると思う
が、その成果のために私が行っているのはほ
んのちょっとしたイノベーションでしかない。
　GIGAスクール構想の「for All」に教員、
地域・保護者も含まれ、皆のちょっとしたイ
ノベーションが集まり、グローバル化して、
学校に関わるみんながよりよく生きる未来に
つながるといいなと思う。そんなことを考え
ながら、今日も児童のタブレット端末の修理
依頼の電話をしている。
〈参考文献〉
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１．小学校教育の現状

（１ ）学習者主体の学びを実現する学習指導
要領改訂

　「社会に開かれた教育課程」のスローガン
の下、教育課程の基準の改訂について、中央
教育審議会では活発な議論が積み重ねられ、
広く公開されてきた。平成28年12月には、中
央教育審議会の答申が示され平成29年３月に
は幼稚園教育要領、小学校と中学校の学習指
導要領が改訂・告示された。さらには、高等
学校の学習指導要領も改訂・告示された。
　今回の改訂では、「アクティブ・ラーニン
グ」というキーワードが示され、大きな改革
の流れを生み出した。その言葉は、能動的学
習を意味し、そこには、学習者主体の学びを
実現しようとするメッセージが含まれていた。
実際の社会で活用できる資質・能力は、学び
手である子供が本気で真剣になって学ぶこと
によってこそ育成されると考え、議論されて
きた。

（２ ）プロセスの充実で育成する求められる
人材

　コロナ禍が象徴するように、目の前の子供
たちが活躍するであろう近未来の社会におい
ては、想像以上の大きな変化が起きることが
現実的になった。そうした変化の激しい社会、
日常の暮らしの中に人工知能などが普及する
社会においては、ただ単に一方的に知識を教
えるだけの教育を行っていても期待される人
材を育成することはできない。知識の習得は
重要であるものの、これからの社会において
は、身の回りに生じる様々な問題に自ら立ち
向かい、その解決に向けて異なる多様な他者
と協働して力を合わせながら、それぞれの状
況に応じて最適な解決方法を探り出していく
力をもった人材こそが求められている。また、
様々な知識や情報を活用・発揮しながら自分

特集Ⅱ　AI時代に教育で身につけたい資格・能力

特集Ⅱ　円滑な幼児・小学校の接続について－幼保小の架け橋プログラムを通して－

幼児期の教育・保育の理念を
小学校教育以降に拡張すること

田村　学
國學院大學人間開発学部初等教育学科 教授
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の考えを形成したり、新しいアイディアを創
造したりする力をもった人材が求められてい
る。
　こうした新しい社会で活躍できる人材の育
成に向けては、「何ができるようになるか」
が重要であり、そのためには「何を学ぶか」
に加えて、「どのように学ぶか」が今まで以
上に大切になってくる。つまり、日々の教育
活動、プロセスの充実が今まで以上に求めら
れてきている。

（３ ）資質・能力の育成に向けた幼児期の教
育・保育と小学校教育の共通点・相違点

　（１）（２）で示してきた「学習者主体の
学び」「プロセスの充実」が、この度の教育
課程の基準の改訂のポイントでもある。この
ことは、幼児期の教育・保育から学んだこと
と捉えることが大切である。幼児期において
は、常に学び手としての子供を中心として考
えてきた。また、環境を整え遊びに没頭する
ことが、一人一人の確かな成長を実現すると
考えてきた。したがって、幼児期の教育・保
育は、実際の社会で活用できる資質・能力の
育成に向かうものであり、そうした視点で考
えるならば、資質・能力の育成に向けて幼児
期と小学校の教育課程の基準が連続するもの

として整備されたと理解すべきであろう。
　この「育成を目指す資質・能力」について
は、社会の変化や子供の実態から、中央教育
審議会では、①「何を理解しているか、何が
できるか（生きて働く「知識及び技能」の習
得）」、②「理解していること・できること
をどう使うか（未知の状況にも対応できる
「思考力、判断力、表現力等」の育成）」、
③「どのように社会・世界と関わり、よりよ
い人生を送るか（学びを人生や社会に生かそ
うとする「学びに向かう力、人間性等」の涵
養）」としてきた。そして、幼児期において
も同様の枠組みによって、以下の整理をして
きた。
①知識、技能の基礎（遊びや生活の中で、豊
かな体験を通じて、何を感じたり、何に気
付いたり、何が分かったり、何ができるよ
うになるのか）
②思考力、判断力、表現力等の基礎（遊びや
生活の中で、気付いたこと、できるように
なったことなども使いながら、どう考えた
り、試したり、工夫したり、表現したりす
るか）
③学びに向かう力、人間性等（心情、意欲、
態度が育つ中で、いかによりよい生活を営
むか）
　この「育成を目指す資質・能力」が、一人
一人の子供に確かに身に付くようにするため
には、「どのように学ぶか」が今まで以上に
問われる。そこでは、これまでのような一方
的に知識を教え込む授業、一人一人の子供が
受身の授業を大きく改善していかなければな
らない。なぜなら、そうした受動的で教師中
心の学びでは、実際の社会で活用できる資
質・能力が育成されるとは考えにくいからで
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ある。学習者中心で、能動的な学びこそが求
められていると考えるべきであり、この点に
おいては、幼児期の教育・保育と小学校教育
とが力強くつながったと考えるべきであろう。
  その一方、幼児期の教育・保育と小学校教
育には、異なる点も存在する。幼児期では、
３つの資質・能力について、「基礎を育むた
め」「一体的に育む」としている。小学校教
育では、資質・能力の育成を目指して３つに
截然と分けられ整理されているのに対して、
幼児期においては基礎を育むために一体的に
育成することが強調されている。その具体的
な姿として、10の「幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿」が示されていると考えること
ができよう。

　また、その実現に向けて幼児期では、具体
的な活動を通して目標の達成を図ろうとする
とともに、適切な環境を構成することを重視
している。それに対して、小学校教育は各教
科等が教育課程上明確に位置付けられ、指導
に当たっては「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けた授業改善を行うことを明示し
ている。

２．「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けて

　先に示したように、生きて働く「知識及び
技能」、未知の状況にも対応できる「思考力、
判断力、表現力等」、学びを人生や社会にお
いて生かそうとする「学びに向かう力、人間
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性等」を一人一人の子供に育成していくこと
が求められている。そのためにも、小学校教
育においては、以下にイメージする「主体
的・対話的で深い学び」が期待されている。
（１）主体的な学びを実現する
　「主体的な学び」とは、学習者としての子
供が自らの学びをコントロールできるように
なることと考えると理解しやすい。それは、
自分ごとの課題を、自分の力で解決し、その
過程と成果を自覚することでもある。これを
繰り返すことで、子供は自分自身の力で学び
をコントロールすることができるようになる。
　子供は、実生活や実社会とつながりのある
具体的な活動や体験を行うことによって意欲
的で前向きな姿勢となる。まずは、リアリテ
ィのあるクオリティの高い「課題設定」によ
って、課題を解決していくプロセスが充実し
たものとなることが欠かせない。加えて、学
習活動の「見通し」を明らかにしたい。一つ
は、解決に向けて進めていくプロセスイメー
ジを明らかにすること、もう一つは、学習活
動のゴールイメージを鮮明に描くことである。
実際の学習活動を展開していく際には、到達
点やそこへの道筋があることにより、学習者
は前向きになり自ら学んでいく。さらには、
「振り返り」も大切にしたい。「振り返り」
は、自らの学びを意味付けたり、価値付けた
り、他者と共有したりしていくことを生み出
す。学習内容の確認はもちろん、内容を関係
付けたり一般化したりすることで学びの価値
を実感できる。また、自己変容に気付くこと
で学びの手応えをつかむことにもつながる。
そうしたポジティブな感情が次の行為を生み
出す重要な要因となる。この感覚や感情を感
得することの繰り返しが、自らの学びをコン

トロールできる意志をもった子供の育成に結
び付いていく。
（２）「対話的な学び」を実現する
　「対話的な学び」については、異なる多様
な他者との学び合いを重視することが大切に
なる。学習のプロセスを質的に高めていくと
ともに、他者と力を合わせた問題の解決や協
働による新たなアイディアの創造が求められ
ているからだ。問題の解決場面においては、
自分一人で行うのではなく、多くの人の参加
や異なる他者との協働で解決に向かって取り
組んでいけることが大切になる。
　このような異なる多様な他者との対話には、
次の価値が考えられる。一つは、他者への説
明による知識の構造化。子供は身に付けた知
識を使って相手に説明して話すことで、つな
がりのある構造化された知識を保持するよう
になる。二つは、他者からの多様な情報収集。
多様な情報が他者から供給されることで、構
造化は一層質的に高まる。三つは、他者とと
もに新たな知を創造する場が生まれ、そのこ
とが課題解決に向けた行動へと向かうことも
期待できる。
（３）「深い学び」を実現する
　「深い学び」については、これまで以上に
学びのプロセスを意識することが求められる。
問題を解決するプロセス、解釈し考えを形成
するプロセス、構想し創造するプロセスなど、
教科固有のプロセスが一層充実するようにし
たい。なぜなら、学習のプロセスにおいては、
それまでに学んだことや各教科等で身に付け
た知識を活用・発揮する場面が頻繁に生み出
されるからである。
　「深い学び」の実現のためには、身に付け
た知識を活用したり、発揮したりして関連付
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けることが大切になる。だからこそ、明確な
課題意識をもった主体的な学びで知識のつな
がりを生むことが必要であり、学び合いによ
って知識をつないで再構成する対話的な学び
の活性化も欠かせない。また、学習活動を振
り返り、体験したことと収集した知識や既有
の知識とを関連させるとともに、自分の考え
として整理し意味付けたり、それを自覚し共
有したりすることも大切になる。

３．接続期における連続性・一貫性の
ある教育・保育とは

（１ ）接続期の充実に向けた連続性と一貫性
の視点

　資質・能力の育成には、学習過程としての
「プロセスの充実」が欠かせない。また、
「学習者主体の学び」もポイントになる。と
りわけ、幼児期から小学校に向かう接続期に
おいては、一人一人の子供が思いや願いをも
って学習活動に没頭し、真剣に追究し、自己
表出していく教育活動を行うことが重要であ
る。また、全員が楽しく取り組む活動、一人
一人の個性や特徴に応じた学び甲斐のある活
動、互いの違いや多様性を生かして豊かな学
びを創出し没頭する活動を目指すべきであろ
う。このことは２．に示した小学校教育にお
いて期待される「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善と重なるものと
も言える。そこで、幼児期の教育・保育と小
学校教育をつなぐ接続期においては、次のよ
うな連続性と一貫性を意識して教育活動を展
開することが考えられる。
①能動性・自発性が資質・能力を育成する
　子供が自ら学ぶ能動性や自発性を大切にす
ることが、資質・能力の育成に結び付く。な

ぜなら、資質・能力は、実際に活用・発揮さ
れることでこそ確かに育成されるからである。
したがって、体験活動を位置付けるなどして
子供の思いや願いを大切にし、一人一人の子
供が自ら学び、主体的に学ぶことを重視しな
ければならない。その結果、活用・発揮され
た知識は他の知識とつながりネットワーク化
され生きて働く状況となる。そこでは、知識
が関連付き、一体化して「しっかり」したも
のとなる。また、身体や体験などとつながり
一つ一つが「はっきり」したものとなる。あ
るいは、多様な視点から捉え直され構造的に
保持されるなどの「くっきり」した獲得へと
向かう。思考力・判断力・表現力等も、活
用・発揮することで、実際の活用場面などと
つながり、いつでもどこでも自在に使える、
汎用性の高い資質・能力として育成される。
さらには、学びに向かう力・人間性等は、学
びの目的や価値、心地よい手応え感覚と結び
付き、人生や社会に生かせる安定的で持続的
な態度としての資質・能力となることが期待
できる。
②異質性や多様性が資質・能力を育成する
　それぞれに異なる異質性や様々に存在する
多様性が、資質・能力を育成する。なぜなら、
異なる多様な他者との学び合い、互いの違い
を生かす協働が資質・能力の育成には欠かせ
ないからである。したがって、一人一人の子
供の個性や特徴を尊重し生かすことが求めら
れる。そのことが一人一人の子供の気付きや
発見の質を高め、思いや願いを実現しようと
する教育活動を質的に高めていく。意識を転
換し、異なることや多種多様であることの価
値を認識することが大切になってくる。彩り
豊かな個性を豊かに発揮しながら、それらを
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生かし、違いを乗り越えて問題解決できるよ
うになることが期待されている。また、他者
と力を合わせてチャレンジする姿勢や協働に
よる新たなアイディアの創造が求められても
いる。思いや願いの実現、問題の解決におい
ては、様々な迫り方が用意されること、集団
で行ったり協力し合ったりして取り組む場が
設定されることを心がけるべきである。

（２ ）接続期の充実を具現する架け橋期のカ
リキュラム開発

　実際の社会で活用できる資質・能力、実際
の社会で求められる資質・能力を育成してい
くためには、アクティブ・ラーニングの視点
による授業改善だけではなく、カリキュラ
ム・マネジメントの充実が重要である。中で
も、いかにカリキュラムをデザインしていく
かが問われており、そのことが資質・能力の
育成につながる。とりわけ５歳児と小学校１
年生の架け橋期のカリキュラムをデザインす
ることが期待されており、特に心がけなけれ
ばならないこととして以下の二つを紹介する。
①期待する子供像を設定すること
　資質・能力の視点から幼児期の教育・保育
と小学校教育の接続を図ることである。「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手が
かりとして、幼児期と小学校で期待する子供
の姿を共有しながら、子供像として明確に規
定し、架け橋期のカリキュラムに位置付ける
ことを心がけたい。資質・能力については、
幼児期については幼児が生活する姿の中から
見出し伸ばすものであるのに対して、小学校
以上では各教科等の指導を通じて育成を目指
すものとして活用している。こうした違いを
認識しながら、幼児期のどのような教育活動

が、小学校以降で目指している持続可能な社
会の創り手として必要な資質・能力の育成等
につながっていくのかのイメージを共有し、
架け橋期に期待する子供像を明確にすること
が重要である。
②学びの連続性を確保すること
　先に示した期待する子供像の実現に向けて、
遊びや学びのプロセスをどのようにして深め、
期待する学びの連続性を確保するかにある。
そのためにも、園における遊びを通して幼児
がどのように学び深めているのか、小学校で
の各教科等における授業はどのように展開し
子供の学びを深めているのかについて相互に
理解していくことが求められる。そのことを
通して、環境を通して行う教育の中でどのよ
うな条件や要因が深い学びに影響しているか、
単元や授業でどのような学習のプロセスの工
夫があるかを明らかにしていくことが期待さ
れる。
③架け橋期のカリキュラムの質保証
　①②を踏まえて、架け橋期のカリキュラム
デザインについては、次のように考えていく
ことができる。
　〇架け橋期のカリキュラムについては、５
歳児と小学校１年生の２年間を対象とし
ており、例えば、「期待する子供像」
「遊びや学びのプロセス」「園で展開さ
れる活動／生活科を中心とした単元構
成」などによって編成することが考えら
れている。その際、架け橋期のカリキュ
ラムにおいては、例えば、幼児期と小学
校ともに「期待する子供像」を「育成を
目指す資質・能力」に再整理して編成す
ることが考えられる。

　〇「幼保小架け橋プログラムの実施に向け
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ての手引き」では、「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿は、資質・能力が育
まれている具体的な姿である」としてお
り、「架け橋期のカリキュラムについて
は、（中略）「幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿」を手掛かりとし、育成を
目指す資質・能力を視野に入れながら策
定できるよう工夫する」とある。

　〇そこで、「架け橋期において育成を目指
す資質・能力」を明らかにするために、
例えば、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を参考に、教育委員会の方針
や学校教育目標、子供の実態を踏まえて
「期待する子供像」を明らかにするとと
もに、この「期待する子供像」の内実を
「育成を目指す資質・能力」で分析し再
整理することが考えられる。

　〇この「架け橋期において育成を目指す資
質・能力」は、教育課程の基準を各学校
等で確実に実施した上で、各教育委員会
等がそれぞれの地域や学校等でとりわけ
重点的に育成を目指す資質・能力と考え
る。

　〇「架け橋期において育成を目指す資質・
能力」の実現に向けて、幼児期において
も小学校においても、例えば、重点化や
関連化などの視点で、学習活動、学習活
動の実施時期、配列、時数配分などを工
夫してカリキュラム編成することが考え
られる。

　〇「架け橋期において育成を目指す資質・
能力」の実現状況については、例えば、
小学校１年生の終了時期を中心に、設定
した資質・能力に関する評価を行い、架
け橋期のカリキュラムの質を保証するこ

とを考える。
　〇その際、「架け橋期において育成を目指
す資質・能力」の設定は、一人一人の子
供のよさを発揮し、引き延ばすことによ
って実現されるものであることを改めて
確認し、「期待する子供像」が確かに育
成されているかどうかを把握するための
方法であると考えることが大切である。

　現在、中央教育審議会では５歳児と小学校
１年生の２年間を「架け橋期」とし、幼保小
の架け橋プログラムの重要性について議論を
重ねてきている。一人一人の子供が、自分の
よさや可能性を認識するとともに、あらゆる
他者を価値のある存在として尊重し、多様な
人々と協働しながら様々な変化を乗り越え、
豊かな人生を切り拓き持続可能な社会の創り
手となることが期待されている。そのために
も、幼児期の３つの要領・指針や小学校の学
習指導要領を踏まえた教育活動を徹底するこ
とが大切になる。その上で、幼児期の教育・
保育の理念を、「架け橋期」とそれにつなが
る時期、その後の小学校、中学校、高等学校
へと拡張していくことが極めて重要になるの
ではないだろうか。

【参考文献】
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　１．はじめに

　令和４年度から「幼保小の架け橋プログラ
ム」の実施が始まった。「幼保小の架け橋プ
ログラムの実施に向けての手引き（初版）」
の「はじめに」には次のような記述がある。
「子供一人一人が、将来、自分のよさや可能
性を認識するとともに、あらゆる他者を価値
のある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊か
な人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手
となることができる」（1）。幼稚園教育要領
総則等に書かれた文章である。
　幼児教育と小学校教育との接続期を「架け
橋期」と位置づけ、その相互理解と充実を図
ることは、子ども一人ひとりのwell-beingを
実現するために、そして同プログラムの実施
主体である自治体の持続可能性のために、大
変重要である。
　筆者は少子社会の急速な進行を目の当たり
にし、先を見通すことが難しい今日の教育を
考えるとき、上記「手引き」にあるように、
教育に関わる者と親・保護者、そして市民が、
行政と一体となって取組む必要性を感じる。
言葉を換えるとそれぞれの立場がこの課題を
自分事としてとらえ、まちづくりの視点で取
組むことが必要だと考える。

　以下筆者自身の経験を踏まえて、同プログ
ラムへの期待とそこでの課題、そして今後の
展望について、考えを述べたい。

２．「幼児教育と小学校教育の架け橋
プログラム」に至るまでの経緯と期待

　これまでにまず、幼稚園教育要領、保育所
保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保
育要領の３要領・指針の整合性が確保されて
きた。（2）その一方で、無藤隆氏は小学校学習
指導要領、３要領・指針の今回の改訂におい
て、学びの連続性が意識されたことを次のよ
うに述べている。「例えば、小学校学習指導
要領の総則や各教科等において、幼児教育と
のつながりを考えることが入っています。３
要領・指針でも、小学校教育との接続が入っ
ています。最も根本的に言えば、資質・能力
が連続的に進んでいくとしています。」（3）こ
のような経緯を経て同プログラムが実施され
るに至り、幼児教育に携わる筆者は、今まで
の幼保小のギャップが埋められるのではない
かと思うようになった。
　正直なところこれまでは、幼保等の先生と
小学校の先生が相互の教育について理解し合
うことは難しいと諦めていた。だいぶ以前の
ことではあるが、遊び中心の生活で育った子
どもが進学し“学力”向上の圧力の中、親子
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持続可能な社会の創り手を育む
「架け橋」

中山　昌樹
学校法人中山学園 認定こども園あかみ幼稚園 理事長
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で苦しんでいるのを見た。入学直後が勝負な
ので、学校はこのような場だということを３
日以内に教え込むことを聞かされた。幼児指
導要録を直接届けたら、棚の陰から教頭先生
の声だけ聞こえた。「受け取っておけばいい
んだよ」。別の小学校からは要録を紛失した
ので再度送ってほしいと言われた。
　以下４で紹介するが７年前（平成27年）、
卒園児が１年生の夏休み前に苦しんでいるの
を知り、栃木県幼児教育センターのアドバイ
スを得ながら接続の取組みを始めた。この取
組みは現在も進行中であり、そこでは一定の
成果も見られた。しかし取組みの初年度が終
わる時に、協力してくださった公立小学校の
校長先生が「学校教育は簡単に変わらない」
旨つぶやかれた通り、この取組みが広がりを
見せることはなかった。そのような状況から
筆者は、どこかで幼保小の相互理解を諦めて
いたのかもしれない。
　しかしこのたび、19地区のモデル事業と並
行して、同プログラムが全国展開されると聞
き、幼保小の教育が双方向から架け橋として
つながり、そこで子どもの学び・生活の連続
性やwell-beingが実現するのではないかと、
筆者は大きな期待をいだくようになった。

　３．現場や自治体で抱える課題について

　しかし幼児教育の現場からは、様々な課題
も見えてくる。私が勤務する現場は「幼保小
の架け橋プログラム」のモデル事業を受託し
た地域ではない。そのような現場ではとくに、
具体的に何から始めたらよいのか模索してい
るのだろう。以下現場と自治体それぞれが、
どのような課題を抱えているのか考察したい。

【現場では】
　「３要領・指針の整合性が確保されてき
た」と２で上述したが、現場はどうなのだろ
うか。実施されている幼児教育においては、
「施設類型の違いを越えた共通性が見えにく
い」という課題が指摘されている。（4）さらに
民間等の施設においては、多様性の発揮とい
う肯定的な側面がある反面、見方・考え方の
理解が共通でない、すなわちそこで「遊びや
生活を通した総合的な指導」が十分なされて
いない状況も散見される。
　とくに民間施設の現状では、親・保護者の
園選びの問題が指摘される。一つには、遊び
を中心にした保育で育まれる資質・能力が、
小学校以降の学びにつながることが見えにく
く、小学校教育の前倒し的な保育が選ばれる、
ということがあげられる。これについては近
年、遊びを通して育つ非認知的能力の重要性
等が、エビデンスと共に周知されることで、
幾分か改善される方向も見出せる。しかし一
方で、それぞれの子どもが思いのままに複数
の場で遊びを楽しむ姿から、一部ではあるが、
保育者の見取りと援助が及ばないことへの危
惧もあると聞き及ぶ。これは換言すると「放
任保育」への批判である。これらのことから
園の経営者は、従来型小学校教育の前倒し的
な保育を変革しようとはしない。
　このような現場の抱える課題は、同プログ
ラムの展開を困難にするものである。なぜな
らば幼児教育において、見方・考え方につい
て共通の認識がなければ、接続しようとする
小学校教育は、どのようにつながればよいの
か混乱するだろう。幼児教育と小学校教育と
りわけ生活科で見方・考え方がつながらなけ
れば、そこで子どもの学びの連続性も保障で
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きない。
　小学校の現場ではどうなのであろうか。文
部科学省中心に提供されている同プログラム
に関する動画や資料等を通じての周知は、
徐々に浸透し始めているのかもしれない。さ
らに最近では、担任だけでなく管理職等も、
入学前に要録に目を通したり、指導に困った
ときに要録の記載を参考にして課題解決を模
索する学校も増えてきているようだ。ちなみ
に、以下４で紹介する幼保小接続の取組みが
微力ながら功を奏してか、ここ数年間で進学
後の登校渋りを聞くことは、ほぼない。この
取組みを始めた当時の校長先生が言うように、
「学校教育は簡単に変わらない」とはいえ、
確実に変化は起きている。

【自治体では】
　その規模（人口等）や行政のリーダーシッ
プの在り様を含めた、自治体の性格はさまざ
まである。さらにその自治体の首長が、子ど
も政策においてどのようなリーダーシップを
発揮するのかによっても、政策のプライオリ
ティは変わってくるだろう。そこではまた、
子ども政策の一元化がどの程度進んでいるの
かということも、問われることになる。
　一方、保育施設の数や施設類型、あるいは
公私の割合などによっても、子ども政策の在
り方が規定される。例えば公立幼稚園がない
自治体では、そこでの保育施設と教育委員会
との連携は薄くなりがちである。そのような
教育委員会では、幼児教育の部署そのものが
ない自治体もあるだろう。
　さらにその自治体が、大学等の専門機関と
どのような連携を有しているのかということ
も、上述の政策決定の在り方における要素で

はないだろうか。子ども政策には様々なステ
ークホルダーが参画するが、そこで保育施設、
そして利用者である親・保護者さらに市民等
が納得してその政策を支持するために、専門
家から提供されるデータや知見は重要である。
　行政においてはこのような、専門家の知見
等エビデンスを土台とした政策策定、すなわ
ちステークホルダー相互が協働し、共感に基
づいたまちづくりを構想し実現するためのグ
リップ力が求められる。
　同プログラムはそのための重要な契機にな
るはずである。モデル事業を受託していない
行政が、事業の検証が済むまでの３年間、様
子見で何の取組みも実施できないということ
のないよう、現場としても協働的な働きかけ
を行いたい。繰返しになるが、同プログラム
はモデル事業と並行して、今年度（令和４年
度）から全国展開されている。

　４．試みた幼保小の接続の取組み

　ここでは栃木県幼児教育センターと佐野市
教育委員会学校教育課から、重層的な支援を
得て現在も続けられている、幼保小接続に関
する一校一園による試みを紹介する。
　これは「幼児教育と小学校教育の架け橋プ
ログラム」が公に議論される以前からの取組
みであるため、同プログラムに沿ったものと
するためには、全体的な枠組み（スコープや
シークエンス）等についての検討が必要と思
われる。しかしアプローチカリキュラムとス
タートカリキュラムを分けずに一体的なカリ
キュラムを開発すること、そしてこれを使っ
て幼保等の先生と小学校の先生が相互に保育
と授業を参観し活発な対話を行うこと、さら
に継続したカリキュラム・マネジメントの実
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施を重視する点等は、共通に大切にしている
ところと考える。

【経緯と目的】
　この取組みは平成27年にスタートした。き
っかけは２で上述したが、卒園児（１年生）
が“学力”をめぐって辛い小学校生活を送っ
ているという保護者からの訴えであった。こ
の件を栃木県幼児教育センターに相談したと
ころ、幼保小接続の取組みを進める旨アドバ
イスを受けた。同センターの後押しもあり、
佐野市教育委員会学校教育課の協力も得るこ
とができた。
　目的はこの接続の取組みが、どのような形
で可能となるのかを明らかにすることである。
さらに言うとそこで見えてくる接続の障壁が
どのようなものであり、それをどう超え得る
のか、を追求することである。それゆえに取
組みが、単なる小学校への適応カリキュラム
とならないことに心がけた。
　一つ印象に残っていることは、県幼児教育
センターの先生が「環境を通して行う教育」
について理解するのが難しかったと発言され
たことだ。長年の小学校勤務を経た上でセン
ターに異動したことから、これを理解するの
に長い年月が必要だったということだ。あら
ためて、幼児教育の原理・原則の見える化は
難しいと感じた。この違いあるいは障壁を越
えるためには、より分かりやすい資料や教材
が必要である。と同時に、保育と授業の相互
参観と時間をかけた丁寧な対話が求められる
と考える。
　以下、初年度の取組みの過程で、それぞれ
の指導主事等からの指導を踏まえながら焦点
化された、接続の障壁すなわち幼児教育と小

学校教育の違いについて、そのポイントを列
記する。

【幼児教育と小学校教育の違い、あるいは障壁】
○幼児・児童の発達に基づいたそれぞれの原
理・原則
・環境を通して行う教育あるいは遊びを通し
ての総合的な指導（幼）　
・言語を大切にし「授業」を中心とした指導
（小）
○目標の違い
・方向目標（幼）
・到達目標（小）
○「めあて」と「手立て」の共有
・遊びの面白さを追求し、結果として得られ
る学び（幼）　　
・学びの「めあて」と「手立て」を児童と教
師が共有（小）
○生活における活動・取組み
・その必要性が幼児自身の内面にある（幼）
・「黄金の三日間」における教師主導の係決
め（小）　…これについては指導主事の助
言で、係（黒板係）を決めず、生活の中に
その必要性が見られるまで待つことでスタ
ート

【初年度の計画】
　初年度は年間８回の研究会を開催した。保
育と授業の相互参観を基本としつつ、実践の
中から抽出したエピソードをもとに、一体化
したアプローチカリキュラム・スタートカリ
キュラムを開発した。以下は初年度の計画で
ある。
　なおそれぞれの先生の働き方にも配慮し、
この取組みが持続可能なものとなるよう、２
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年目以降は、相互参観に加えて年３回の研究
会を行い、カリキュラム・マネジメントを実
施している。
①「自発的な遊びとしての学び」と「自覚的
な学び」についての共通理解（５月）　

②アプローチカリキュラムおよびスタートカ
リキュラム開発のための、授業・保育相互
参観　その１（６月）　

③共通理解に基づいた実践のエピソード化と
その評価　その１（８月）　

④共通理解に基づいた実践のエピソード化と
その評価　その２（10月）

⑤幼稚園幼児指導要録、入学支援シート等を
含む、幼・小の「引き継ぎ」等の検証　
（11月）

⑥アプローチカリキュラム開発（12月）
⑦アプローチカリキュラムおよびスタートカ
リキュラム開発のための、授業・保育相互
参観　その２（１月）
⑧スタートカリキュラム開発（３月）

【カリキュラムを構成する枠組み】
　以下の３つの柱により、カリキュラムを開
発した。OECDによるeducation2030では、
日本の教育で伝統的に重視されている知・
徳・体の枠組みが、大変優れていると指摘さ
れている。
（知）学びの芽生えの軸
（徳）協同性の育ちの軸
（体）生活の自立の軸
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【成果と課題】
　成果としてはまず、県幼児教育センターと
市教育委員会学校教育課の、重層的な支援の
重要性が明らかになった。このようなサポー
トがなければ一校一園のみでの取組みは難し
かったと思われる。そこでは、幼児教育と小
学校教育の違い（あるいは障壁）を直視する
ことができ、それらを円滑につなぐために思
いを一つにできたことは貴重な成果だった。
具体的なところでは、カリキュラム開発にあ
たっての構成や枠組み等、様々な指導を受け
ることができた。
　そしてカリキュラム・マネジメントの必要
性から、この取組みの継続可能性が得られた
ことも成果の一つである。協力小学校がこの
取組みを校務分掌に加えたことで、担当者が
異動しても継続できる可能性が見えてきた。
そこでカリキュラム・マネジメントを続ける
ことで、幼児教育と小学校教育それぞれの立
場による、継続的な対話の機会を得ることが
できるのではないかと期待される。この対話
の中で、子どもたちの姿を語り合うことが何
よりも、接続の取組みを進めることになると
痛感した次第である。
　子どもの育ちとしては、幼児期の遊びに向
かう姿や目当てを持って遊ぶ姿に、集中力や
課題発見能力を確認し、これらが小学校教育
以降の土台となる学びに向かう力であること
を共有できた。
　課題は取組みの継続と、広がりである。小
学校の先生を含めた行政担当者の異動により、
取組みの継続性が左右される。まずはこの取
組みが小学校の校務分掌に位置付けられたこ
とは意義深いが、それでも教務主任等の担当
者が異動になれば取組みの進め方等での再調

整が必要になる。
　またそこで、子ども政策を一元化したプラ
ットフォームが機能していなければ、取組み
は広がらない。さらに３で上述したが、市内
幼児教育全体の質的向上がなされなければ、
取組みが他学区に広がることは期待できない。
　いずれにしても「はじめに」で述べたが、
それぞれの立場がこの課題を自分事としてと
らえ、まちづくりの視点で取組むことが課題
である。令和４年度から実施された同プログ
ラムから学び、上に掲載したカリキュラムの
見直しを行うこと、そして接続期の教育の指
導方法・援助方法の見直しに視野を広げるこ
とも、具体的な課題である。

　５．今後の展望

　今後は「幼児教育と小学校教育の架け橋プ
ログラム」の「手引き」や「参考資料」等を
参考にしつつ、県幼児教育センターの支援を
受けながら、市教育委員会との協働をさらに
進める必要があると考える。
　市教育委員会が従来から行っている幼小連
携教育研究会では、公開保育・授業を中心に
した協議が実施されている。ここで今年度は、
研究会の事前打合せを行うことができた。打
合せには県幼児教育センターの指導主事も加
わり、公開保育と研究会の視点として「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」を活用す
ることとなった。そこでは子どもの姿をめぐ
る対話を中心に、さらに指導方法・援助方法
の改善に向けては「環境の構成」あるいは
「環境の再構成」について、幼保等と小学校
の先生で話し合うことになった。課題が山積
な中このように一歩踏み込んだ機会を得るこ
とは有り難く、現場としても自分事として取
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組みたい。
　さらに今後、親・保護者との連携や協働が、
今まで以上に重要となるだろう。親・保護者
の園選びの問題については上の３で述べたが、
まずは「手引き」や「参考資料」等を活用し、
環境を通して行う教育あるいは遊びを中心に
した総合的な指導が、子どもの学びの連続性
に沿って、小学校以降の学びにつながること
の理解を進めたい。また複数の場で遊びが展
開される際、一人一人の子どもの見取りとク
ラス等集団の見取りの双方がなされており、
それぞれに向けた援助が行われていることを、
幼保等の先生は実践として示す必要がある。
この二つの課題を越えなければ、親・保護者
との協働的な関係を築くことは難しい。
　また現在、私が勤務するまちでは、幼稚園、
保育園、認定こども園、小規模保育園、学童
保育等が、公私の区別なく一体として参画す
る研究会（5）が機能している。今後、新たに
進めようとしていることの一つは、施設の利
用者すなわち親・保護者同士がつながるため
の仕組み作りである。施設同士が垣根なく協
働しているまちであれば、親・保護者同士も
そうあってよい。
　そしてこれら協働がムーブメントの鍵とな
り、まちにも幼児教育センター等が設立され、
これが子ども政策のプラットフォームとなる
ことを願う。

　６．おわりに

　私は微力ながら、幼児教育と小学校教育の
架け橋特別委員会の末席に加わり、様々なこ
とを学ぶことができた。その一つは、ここに
来て「幼児教育と小学校教育の架け橋プログ
ラム」が突然現れたわけではない、というこ

とだ。上の２で無藤氏の発言を紹介したよう
に、様々な先生方やそれぞれの省庁の方々の
努力により、幼保等の教育及び保育が少しず
つ一体化された。そしてそれを本当に丁寧に
小学校教育につなげる作業があって初めて、
同プログラムが公にされるに至ったというこ
とである。
　そしてここで「架け橋期」の教育を充実さ
せることが、その後の学校教育そのものの質
を向上させ、結果的に18歳までの育ちが一体
的に保障されることも決して夢ではないと、
思われる。
　これから先を見通すことが困難なVUCA（6）

な時代において、いかにして「持続可能な社
会の創り手」を育むのか。何よりも子どもた
ちのwell-beingのために、そしてそれぞれの
まちの持続可能性のために、私たちがこの課
題に自分事として、かつ本気度をもって取組
むことが大切である。

〈注〉

（1）文部科学省、「幼保小の架け橋プログラムの

実施に向けての手引き（初版）」、p.4

（2）同手引き、p.10

（3）文部科学省、「初等教育資料」7　Jul.2022 

No.1022、p.7

（4）同手引き、p.10

（5）佐野市strong start研究会、https://www.sano-

strongstart.com

（6）Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実

性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧

性）の頭文字
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１．はじめに

　100年に１度のパンデミックと言われる
「コロナウイルス」により、日常の生活が一
変した３年前に、全家研ポピーでの本部教育
対話主事としての仕事に就いた。従来の業務
が完全に止まり２年間が過ぎるなか、対面活
動を重視してきた対話活動をどの様に再開さ
せるか、協議が進められた。インターネット
を利用した企画、動画作成・配信などの活動
が動き出した中、「幼児スローガン」の改訂
作業に出会い、「幼稚園教育要領」「保育運
動指針」を読む中で、漠然としていた自身の
課題・テーマを思い出す機会になった。『幼
児期における運動あそびの意義』について、
誌面の許す範囲で、まとめてみたい。

２．「幼児期運動指針」から

（１）幼児を取り巻く社会の現状と課題
　文部科学省が実施（Ｈ19-21）した「体力
向上の基礎を培うための幼児期における実践
活動の在り方に関する調査研究」では、「体
を動かす機会の減少傾向がうかがえる」結果
であった。幼児にとって体を動かして遊ぶ機
会が減少することは、その後の児童期、青年
期への運動やスポーツに親しむ資質や能力の
育成の阻害に止まらず、意欲や気力の減弱、
対人関係などコミュニケーションをうまく構

築できないなど、子どもの心の発達にも重大
な影響を及ぼすことにもなりかねない。主体
的に体を動かす遊びを中心とした身体活動を、
幼児の生活全体の中に確保していくことは大
きな課題である。
（２）幼児期における運動の意義
　幼児期において、遊びを中心とする身体活
動を十分に行うことは、多様な動きを身に付
けるだけでなく、心肺機能や骨形成にも寄与
するなど、生涯にわたって健康を維持したり、
何事にも積極的に取り組む意欲を育んだりす
るなど、豊かな人生を送るための基盤づくり
となることから、以下のような様々な効果が
期待できる。
　①体力・運動能力の向上
　幼児期に運動を調整する能力を高めておく
ことは、児童期以降の運動機能の基礎を形成
するという重要な意味を持っている。
　②健康的な体の育成
　幼児期に適切な運動をすると、丈夫でバラ
ンスのとれた体を育みやすくなる。
　③意欲的な心の育成
　幼児にとって体を動かす遊びなど、思い切
り伸び伸びと動くことは、健やかな心の育ち
も促す効果がある。
　④社会適応力の発達
　幼児期には、徐々に多くの友達と群れて遊
ぶことができるようになっていく。
　⑤認知的能力の発達
　運動を行うときは状況判断から運動の実行
まで、脳の多くの領域を使用する。
（３）幼児期の運動の在り方
　①運動の発達の特性と動きの獲得の考え方
　動きの獲得には、「動きの多様化」と「動
きの洗練化」の二つの方向性がある。

特集Ⅲ 家庭教育の確立…全家研運動から

幼児期における運動あそびの意義
―親子で運動あそびを楽しく―

菊井　道子
全日本家庭教育研究会本部　教育対話主事
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幼児期における運動あそびの意義

　◎「動きの多様化」とは、年齢とともに獲
得する動きが増大することである。

〔幼児期において獲得しておきたい基本的な
動き〕

　「体のバランスをとる動き」
　「体を移動する動き」
　「用具などを操作する動き」
通常、これらは、体を動かす遊びや生活

経験などを通して、易しい動きから難しい
動きへ、一つの動きから類似した動きへと、
多様な動きを獲得していくことになる。

　◎「動きの洗練化」とは、年齢とともに基
本的な動きの運動の仕方（動作様式）がう
まくなっていくことである。

　幼児期の初期（３歳から４歳ごろ）では、
動きに「力み」や「ぎこちなさ」が見られる
が、適切な運動経験を積むことによって、年
齢とともに無駄な動きや過剰な動きが減少し
て動きが滑らかになり、目的に合った合理的
な動きができるようになる。
　②運動の行い方
　幼児期は、生涯にわたる運動全般の基本的
な動きを身につけやすく、体を動かす遊びを
通して、動きが多様に獲得されるとともに、
動きを繰り返し実施することによって動きの
洗練化も図られていく。一日の生活全体の身
体活動を合わせて、幼児が様々な遊びを中心
に、毎日、合計60分以上、楽しく体を動かす
ことが望ましい。推進に当たって、次の３点
が重要である。
・多様な動きが経験できるように様々な遊び
を取り入れること

・楽しく体を動かす時間を確保すること
・発達の特性に応じた遊びを提供すること

３．親子で運動あそび・・36の基本動作

　山梨大学の中村教授は「36のいろいろなパ
ターンの動作を実践することで、体力、運動
能力が向上していく」ことを紹介し、「子ど
もが主体的に取り組む運動遊びが、子どもの
生活習慣改善や、能力低下の改善につなが
る」ことを提唱された。「36の基本動作」は
次の通りである。
（１）バランス系動作（９つ）
立つ・起きる・まわる・組む・渡る・ぶら下
がる・逆立ちする・乗る・浮く
（２）移動系の動作（９つ）
歩く・走る・跳ねる・滑る・跳ぶ・登る・は
う・くぐる・浮く
（３）操作系の動作（18個）
持つ・支える・運ぶ・押す・押さえる・こ
ぐ・つかむ・つまむ・当てる・捕る・わた
す・積む・振る・投げる・打つ・蹴る・引
く・倒す

４．ポピーのスローガンに込めた思い

　幼児ポピーの新しいスローガンは、「み
る・ふれる、やってみる！　親子の時間が、
成長とまなびの根っこを育てます！」となっ
た。検討過程で、幼児期に身につけさせたい
能力、幼児期の終わりまでに育ってほしい10
の姿を再確認した。このスローガンでは「こ
ころ・あたま・からだ」とその先にある「生
きる力」を育んでいくことを示すことができ
た。

５．おわりに

　私自身が漠然として抱えていたテーマは
「生涯運動を楽しむ身体」であることを思い
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特集Ⅲ　家庭教育の確立…全家研運動から 

出した。以前、中村教授の講演を聞く機会が
あり、その内容が今回の「運動遊び、36の基
本動作」につながったことで当時の夢を思い
出すきっかけになった。教育対話主事として
ポピーの仕事を通して「親子で運動あそびを
楽しく」を提案していきたいと改めて決意し
た次第である。
＜参考文献＞

・文部科学省「幼児期運動指針」

・文部科学省「幼稚園教育要領」

・「運動神経が良くなる本」山梨学院大学教授：中

村和彦著

・スポーツ庁「令和３年度 全国体力・運動能力、運

動習慣等調査の結果（概要）について」
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１．はじめに

　ポピー岩倉支部で対話活動を始めてから７
年経ちました。この中で子育てセミナーや子
どもを対象にした教室、モニター会、勉強会
等、様々な活動を経験し、ポピーの活動の素
晴らしさと家庭教育とのつながりを感じまし
た。	 	 	 	 	

２．子育てセミナー

　最初に驚き、素晴らしいと思ったのは「子
育てセミナー」の開催です。ただ教材を販売
するだけではなく、子育てに悩むお母さん方
が学んだり話したりできる場を設定し、定期
的に行っていることです。そのテーマは「一
人っ子の子育て」「上手なほめ方、しかり
方」「子育てと仕事」等々。中でも「自立と
自己肯定感」「学力と習慣」は何度も行われ
ました。　
　長瀬支部長はテーマに関わる資料の準備を
するとともに、自分の体験や子育てのエピソ
ード等を話され、参加したお母さん方が話し
易い雰囲気作りをされました。お母さん方は
長瀬支部長や他のお母さんの話を聞いたり自
分も話したりして解決の糸口を見つけたり、
安心されたりしました。	
　あるお母さんが、「セミナーに参加した日
は子どもへの対応が普段と変わるようで、

『お母さん今日ポピーに行ったでしょう。』
と言われる」と話されました。セミナーに参
加することで親の姿も少しずつ変化していく、
そして、それは子どもにも伝わっていく。セ
ミナーはそういう力をもっていると感じまし
た。

３．子どもを対象にした教室

　岩倉支部では図形教室、作文教室、読書感
想文教室等を行ってきました。図形教室はポ
ピー式おうちドリルの「かたち」の問題集を
参考にして活動を組み立てました。プリン、
オクラ、折り紙など実物を使うことで、問題
に対するイメージが膨らみました。例えば、
オクラを切ると切り口はどんな形になるかと
いうの問いに子どもたちはまず自分で考えま
した。その後、実物を子どもたちの目の前で
切ると、スパっと切れる音、切った瞬間に広
がる匂い。子どもたちは大喜びでした。その
後、切り口の形を確かめました。そういう子
どもたちの姿を見たお母さん方は家庭の中に
も学習の基になるものがいろいろあることに
気づいたと思います。	
　作文教室や読書感想文教室は本部からの指
導計画をもとにして進めました。子どもたち
は真剣に取り組み、分からないときは、そば
にいるお母さんに助けを求めたりしながら、
自分なりに頑張りました。お母さんも作文や
読書感想文の書き方のコツを理解し、家庭で
子どもへのアドバイスに生かせることでしょ
う。そして何より、一緒に参加して一緒に考
えてくれたお母さんへの子どもの思いは満た
されていることでしょう。
　入学準備教室も本部の先生から学び、進め
ることができました。「姿勢」「聞く」「話

特集Ⅲ　家庭教育の確立…全家研運動から

子育てのお母さんを
応援するポピーの活動

六鹿　ふみ子
全家研ポピー岩倉支部	教育対話主事

（愛知県）
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子育てのお母さんを応援するポピーの活動

す」「書く」の具体的な姿を練習したり、国
語と算数の問題を授業のように行ったりしま
した。お母さん方はこの活動の様子を見て、
新1年生として何を大切にするとよいかを考
えるきっかけになったと思います。
　他にも「わくわく読み聞かせ」「幼児のこ
とば教室」等の教室も開きました。長瀬支部
長は常に何か新しい取り組みができないかと
考え、提案されます。それに向けての案が煮
詰まったら実施です。
　「幼児のことば教室」は1回の開催でした
が、ずっと心に残っています。読み聞かせた
絵本「14ひきのあさごはん」のある場面で、
登場人物のねずみの気持ちを尋ねると、年中
さんが、じっくりと考え自分の言葉で語って
くれたのです。こんな幼い子が、しかも初め
て会う人に話すことができるだろうかと思っ
ていた私は、驚くとともにうれしく思いまし
た。そういう姿を見てお母さんも家庭で子ど
もとゆったり読書する楽しさや大切さを感じ
たことでしょう。

４．コロナ禍での活動

　コロナ禍の影響はとても大きく、子育てセ
ミナーや読書感想文教室等の開催が激減して
しまいました。そんな中で、長瀬支部長はで
きる活動を模索しリモートの仕方を学ぶ場を
設けてくださいました。そして、不安ながら
もリモートでの活動が始まりました。
　リモートでは制限されるものがたくさんあ
ります。そこでそれぞれ指導計画を変更しま
した。例えば、読書感想文教室では、お手本
をみんなが知っている「おむすびころりん」
一つに絞り、全学年同じ流れで、文章は書か
ないでメモだけにする等に変更しました。参

加されたお母さんから後日、「感想文の構成
が分かった。子どもは語彙力がないので子ど
もから感想を引き出し、組み立ててあげれば
できそうで満足した」という感想をいただき
ました。リモートであっても親子で取り組む
ことの良さには変わらないとほっとしました。
その一方で「以前対面で行った時のように先
生から直接コメントをいただけなかったので
なかなか進まなかった」という感想もありま
した。リモートの弱点をどのように補ってい
くのか課題もたくさんあります。	

５．おわりに

　子育てセミナーを終えて、少しほっとした
お母さん方の表情、読書感想文教室や図形教
室での生き生きした子どもたちの姿を何度も
見てきました。
　学校教育の変化やコロナ禍。子育てをする
お母さんに悩みは尽きないことでしょう。一
人で悩んでいてもなかなか出口は見つかりま
せん。子育てセミナーや子ども対象の教室に
親子で参加することで、教育や子育ての意識
が少しずつ変わり、お母さんが余裕をもって
子育てができれば、子どもと一緒に勉強した
り活動したりすることに楽しさを感じること
ができるでしょう。そして、それは「１０分よ
りそいプロジェクト」につながる姿だと思い
ます。少しでも多くのお母さん方の参加をめ
ざし頑張りたいと思います。
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１．はじめに

　私が全家研ポピーと出会ったのはもう40年
も前のことになります。
　長男が年中の時、色々な事に興味を持ちは
じめ、何か良い教材はないかと探していた時
に幼稚園で配布されたポピーのチラシを見て、
早速申し込んでみました。その後、流山支部
から、ポピーを配達する仕事を依頼され、軽
い気持ちで受けてしまったのですが、教材を
勧める仕事と聞いて、私には難しくて出来な
いと思いました。けれど、ポピーの良さがわ
かるにつれて、何とかお友達に紹介したいと
思う様になりました。
　「うちの子供が使っている教材で教科書に
沿って復習ができるから」と見本を差し上げ
たり、チラシを配ったりして、ポピーの仲間
を少しずつ増やしてきました。
　以来40年間にわたり、１か月も休まず、モ
ニターを続けて来られたのは、ひとえに流山
支部の協力と、自分自身ポピーの良さを実感
していたため、子供達のお友達に勧めるうち
にいつの間にか孫世代に移行し、世代を越え
てポピーを勧め続ける事が出来たからだと思
っています。

２．ポピーで見つける個人に合った 
学習習慣

　ポピーを通じて感じた事は、子供ひとりひ
とりの特性を見て、それぞれに合った家庭学
習の習慣を身に付ける事が大切という事でし
た。長女は何も言わなくても勉強する子でし
たが、次女は見てあげないと勉強しませんの
で、教材がたまってしまい、常にサポートが
必要でした。長男は外遊びやクラブ活動で忙
しく、なかなか毎日は出来ないので、曜日を
決めて近くの会員さんと一緒に、夜一時間ほ
どポピーで復習する様にしました。
　中学生になってやっと自分から勉強する様
になったので、ようやく今まで面倒を見てき
た甲斐があったと安堵しました。
　この様に三人の子供達は、それぞれ家での
ポピーの取り組み方が異なりましたので、会
員さん達の色々なお悩みに対応することが出
来た様に思います。ポピーを上手に利用する
事で、それぞれの特性に合った家庭での学習
習慣を身に付ける事が可能と考えています。

３．対話活動　寺子屋教室について

　会員さん達へのフォローとして、流山支部
では、対話活動を行っています。私がポピー
の仕事を始めた頃は、支部には退職された元
小学校の校長先生が対話主事として在籍され
ていました。その後、二代目三代目と代替わ
りがあり、各々教育相談に対応されていまし
た。モニター宅に会員さん５、６名を集めて、
学習面ばかりではなく、色々な相談も出来る
対話集会を開催していましたが、元校長先生
の場合、出席された会員さん達が緊張して雰
囲気が固くなってしまう事もありました。

特集Ⅲ　家庭教育の確立…全家研運動から

教材を通じて考える
家庭教育の大切さ

秋野　久美子
全家研 ポピー流山支部　教育モニター

（千葉県）
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教材を通じて考える　家庭教育の大切さ

　その後、校長先生が退職されてからは、小
学校の教員経験のある方にお願いする事に。
40代女性の元教師の方々が、各地域で勉強会
を開き、会員さん達のフォローに当たりまし
た。会員さん達は先生と話しやすい様で、勉
強会は活気あるものになりました。教育経験
のある方に直接相談できる場を提供し、会員
のお母さん達をサポートすると共に、「寺子
屋」と称して各地域にポピーの教材を使った
教室を開いて、子供達のサポートを実施する
事になりました。
　現在、「寺子屋」の数は支部内に16か所、
講師は５人になっています。月１回会場にて
ポピーの学習フォローを行うスタンダードな
「寺子屋」から、有料ですが、焦点を決めて
きめ細やかなフォローをする少人数教室の
「まんてん教室」、自宅に講師を派遣し、よ
り高度な学習をめざす「寺子屋MOTTO」も
開かれています。「寺子屋MOTTO」は小学
生と中学生それぞれの教室があり、学年別、
レベル別に対応できる教室として、会員さん
達に多く参加してもらっています。
　対話活動も時代と共に変化し、とても良い
形態で継続されていると思います。教材のみ
にとどまらず、勉強会で様々な相談が可能で、
さらに家庭学習のサポートとなる教室の提供
などが、ポピー流山支部の強みとなっている
と思います。

４．最近感じたこと

　今の子供達はかつてないコロナ禍の中で、
パソコン、タブレット等のオンラインとIT
機器に囲まれ、塾通いもあり、多種多様な学
習環境に置かれていますが、やはり根本はポ
ピーが基本としている家庭での学習習慣の定

着が大事と思います。
　昨今は働く両親も多く、多忙の中、なかな
か家で勉強を見てあげる時間を取りにくいと
思われますが、少しの時間でも、お子様と向
き合えるのが、ポピーの教材だと思います。
子供の頃に身に付いた学習習慣は以後の人生
に大いに役立つと信じています。

５．終わりに

　親としてポピーを通じて子供達に向き合え
た事は喜びのひとつです。
　私自身のこれからも、子供の時の無邪気さ
を忘れず、探求心、好奇心を持って、知らな
い事を知る喜びをいつまでも見つけたいと思
っています。
　モニターになって出会えた支部の方々、先
生方、会員さんのお母さま方、そして仲間と
なったモニターさん達、多くの出会いに心か
ら感謝しています。
　現在、だいぶ高齢になってしまいましたが、
体力の続く限り、ポピー教材の良さを伝える
この仕事を続けたいと思っています。
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第１章　総　則

（名　称）
第１条　この法人は，公益財団法人 日本教材文化研
究財団と称する。

（事務所）
第２条　この法人は，主たる事務所を，東京都新宿区
に置く。
２　この法人は，理事会の決議を経て，必要な地に
従たる事務所を設置することができる。これを変
更または廃止する場合も同様とする。

第２章　目的及び事業

（目　的）
第３条　この法人は，学校教育，社会教育及び家庭教
育における教育方法に関する調査研究を行うととも
に，学習指導の改善に資する教材・サービス等の開
発利用をはかり，もってわが国の教育の振興に寄与
することを目的とする。

（事　業）
第４条　この法人は，前条の目的を達成するために，
次の各号の事業を行う。
（１）学校教育，社会教育及び家庭教育における
学力形成に役立つ指導方法の調査研究と教材
開発

（２）家庭の教育力の向上がはかれる教材やサー
ビスの調査研究と普及公開

（３）前二号に掲げる研究成果の発表及びその普
及啓蒙

（４）教育方法に関する国内外の研究成果の収集
及び一般の利用に供すること

（５）他団体の検定試験問題及びその試験に関係
する教材の監修

（６）その他，目的を達成するために必要な事業
２　前項の事業は，日本全国において行うものとす
る。

第３章　資産及び会計

（基本財産）
第５条　この法人の目的である事業を行うために不可
欠な別表の財産は，この法人の基本財産とする。
２　基本財産は，この法人の目的を達成するために
理事長が管理しなければならず，基本財産の一部
を処分しようとするとき及び基本財産から除外し
ようとするときは，あらかじめ理事会及び評議員
会の承認を要する。

（事業年度）
第６条　この法人の事業年度は，毎年４月１日に始ま

り翌年３月31日に終わる。

（事業計画及び収支予算）
第７条　この法人の事業計画書，収支予算書並びに資
金調達及び設備投資の見込みを記載した書類につい
ては，毎事業年度開始の日の前日までに，理事長が
作成し，理事会の承認を受けなければならない。こ
れを変更する場合も同様とする。
２　前項の書類については，主たる事務所に，当該
事業年度が終了するまでの間備え置き，一般の閲
覧に供するものとする。

（事業報告及び決算）
第８条　この法人の事業報告及び決算については，毎
事業年度終了後３箇月以内に，理事長が次の各号の
書類を作成し，監事の監査を受けた上で，理事会の
承認を受けなければならない。承認を受けた書類の
うち，第１号，第３号，第４号及び第６号の書類に
ついては，定時評議員会に提出し，第１号の書類に
ついてはその内容を報告し，その他の書類について
は，承認を受けなければならない。
（１）事業報告
（２）事業報告の附属明細書
（３）貸借対照表
（４）正味財産増減計算書
（５）貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属
明細書

（６）財産目録
２　第１項の規定により報告または承認された書類
のほか，次の各号の書類を主たる事務所に５年間
備え置き，個人の住所に関する記載を除き一般の
閲覧に供するとともに，定款を主たる事務所に備
え置き，一般の閲覧に供するものとする。
（１）監査報告
（２）理事及び監事並びに評議員の名簿
（３）理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給
の基準を記載した書類

（４）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこ
れらに関する数値のうち重要なものを記載し
た書類

（公益目的取得財産残額の算定）
第９条　理事長は，公益社団法人及び公益財団法人の
認定等に関する法律施行規則第48条の規定に基づ
き，毎事業年度，当該事業年度の末日における公益
目的取得財産残額を算定し，前条第２項第４号の書
類に記載するものとする。

第４章　評議員

（評議員）
第10条　この法人に，評議員16名以上21名以内を置
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く。

（評議員の選任及び解任）
第11条　評議員の選任及び解任は，評議員選定委員
会において行う。
２　評議員選定委員会は，評議員１名，監事１名，
事務局員１名，次項の定めに基づいて選任された
外部委員２名の合計５名で構成する。

３　評議員選定委員会の外部委員は，次のいずれに
も該当しない者を理事会において選任する。
（１）この法人または関連団体（主要な取引先及
び重要な利害関係を有する団体を含む。以下
同じ。）の業務を執行する者または使用人

（２）過去に前号に規定する者となったことがあ
る者

（３）第１号または第２号に該当する者の配偶者，
三親等内の親族， 使用人（過去に使用人とな
った者も含む。）

４　評議員選定委員会に提出する評議員候補者は，
理事会または評議員会がそれぞれ推薦することが
できる。評議員選定委員会の運営についての詳細
は理事会において定める。

５　評議員選定委員会に評議員候補者を推薦する場
合には，次に掲げる事項のほか，当該候補者を評
議員として適任と判断した理由を委員に説明しな
ければならない。
（１）当該候補者の経歴
（２）当該候補者を候補者とした理由
（３）当該候補者とこの法人及び役員等（理事，
監事及び評議員）との関係

（４）当該候補者の兼職状況
６　評議員選定委員会の決議は，委員の過半数が出
席し，その過半数をもって行う。ただし，外部委
員の１名以上が出席し，かつ，外部委員の１名以
上が賛成することを要する。

７　評議員選定委員会は，第10条で定める評議員
の定数を欠くこととなるときに備えて，補欠の評
議員を選任することができる。

８　前項の場合には，評議員選定委員会は，次の各
号の事項も併せて決定しなければならない。
（１）当該候補者が補欠の評議員である旨
（２）当該候補者を１人または２人以上の特定の
評議員の補欠の評議員として選任するときは，
その旨及び当該特定の評議員の氏名

（３）同一の評議員（２人以上の評議員の補欠と
して選任した場合にあっては，当該２人以上
の評議員）につき２人以上の補欠の評議員を
選任するときは，当該補欠の評議員相互間の
優先順位

９　第７項の補欠の評議員の選任に係る決議は，当
該決議後４年以内に終了する事業年度のうち最終

のものに関する定時評議員会の終結の時まで，そ
の効力を有する。

（評議員の任期）
第12条　評議員の任期は，選任後４年以内に終了す
る事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会
の終結のときまでとする。また，再任を妨げない。
２　前項の規定にかかわらず，任期の満了前に退任
した評議員の補欠として選任された評議員の任期
は，退任した評議員の任期の満了するときまでと
する。
３　評議員は，第10条に定める定数に足りなくな
るときは，任期の満了または辞任により退任した
後も，新たに選任された評議員が就任するまで，
なお評議員としての権利義務を有する。

（評議員に対する報酬等）
第13条　評議員に対して，各年度の総額が500万円を
超えない範囲で，評議員会において定める報酬等を
支給することができる。
２　前項の規定にかかわらず，評議員には費用を弁
償することができる。

第５章　評議員会

（構　成）
第14条　評議員会は，すべての評議員をもって構成
する。

（権　限）
第15条　評議員会は，次の各号の事項について決議
する。
（１）理事及び監事の選任及び解任
（２）理事及び監事の報酬等の額
（３）評議員に対する報酬等の支給の基準
（４）貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認
（５）定款の変更
（６）残余財産の処分
（７）基本財産の処分または除外の承認
（８）その他評議員会で決議するものとして法令
またはこの定款で定められた事項

（開　催）
第16条　評議員会は，定時評議員会として毎事業年
度終了後３箇月以内に１回開催するほか，臨時評議
員会として必要がある場合に開催する。

（招　集）
第17条　評議員会は，法令に別段の定めがある場合
を除き，理事会の決議に基づき理事長が招集する。
２　評議員は，理事長に対して，評議員会の目的で
ある事項及び招集の理由を示して，評議員会の招
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集を請求することができる。

（議　長）
第18条　評議員会の議長は理事長とする。
２　理事長が欠けたときまたは理事長に事故がある
ときは，評議員の互選によって定める。

（決　議）
第19条　評議員会の決議は，決議について特別の利
害関係を有する評議員を除く評議員の過半数が出席
し，その過半数をもって行う。
２　前項の規定にかかわらず，次の各号の決議は，
決議について特別の利害関係を有する評議員を除
く評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行
わなければならない。
（１）監事の解任
（２）評議員に対する報酬等の支給の基準
（３）定款の変更
（４）基本財産の処分または除外の承認
（５）その他法令で定められた事項

３　理事または監事を選任する議案を決議するに際
しては，各候補者ごとに第１項の決議を行わなけ
ればならない。理事または監事の候補者の合計数
が第21条に定める定数を上回る場合には，過半
数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に
定数の枠に達するまでの者を選任することとする。

（議事録）
第20条　評議員会の議事については，法令で定める
ところにより，議事録を作成する。
２　議長は，前項の議事録に記名押印する。

第６章　役　員

（役員の設置）
第21条　この法人に，次の役員を置く。
　　（１）理事　７名以上12名以内
　　（２）監事　２名または３名
２　理事のうち１名を理事長とする。
３　理事長以外の理事のうち，１名を専務理事及び
２名を常務理事とする。

４　第２項の理事長をもって一般社団法人及び一般
財団法人に関する法律（平成18年法律第48号）に
規定する代表理事とし，第３項の専務理事及び常
務理事をもって同法第197条で準用する同法第91
条第1項に規定する業務執行理事（理事会の決議
により法人の業務を執行する理事として選定され
た理事をいう。以下同じ。）とする。

（役員の選任）
第22条　理事及び監事は，評議員会の決議によって
選任する。

２　理事長及び専務理事並びに常務理事は，理事会
の決議によって理事の中から選定する。

（理事の職務及び権限）
第23条　理事は，理事会を構成し，法令及びこの定
款で定めるところにより，職務を執行する。
２　理事長は，法令及びこの定款で定めるところに
より，この法人の業務を代表し，その業務を執行
する。
３　専務理事は，理事長を補佐する。
４　常務理事は，理事長及び専務理事を補佐し，理
事会の議決に基づき，日常の事務に従事する。
５　理事長及び専務理事並びに常務理事は，毎事業
年度に４箇月を超える間隔で２回以上，自己の職
務の執行の状況を理事会に報告しなければならな
い。

（監事の職務及び権限）
第24条　監事は，理事の職務の執行を監査し，法令
で定めるところにより，監査報告を作成する。
２　監事は，いつでも，理事及び事務局員に対して
事業の報告を求め，この法人の業務及び財産の状
況の調査をすることができる。

（役員の任期）
第25条　理事の任期は，選任後２年以内に終了する
事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の
終結のときまでとする。
２　監事の任期は，選任後２年以内に終了する事業
年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終
結のときまでとする。
３　前項の規定にかかわらず，任期の満了前に退任
した理事または監事の補欠として選任された理事
または監事の任期は，前任者の任期の満了すると
きまでとする。
４　理事または監事については，再任を妨げない。
５　理事または監事が第21条に定める定数に足り
なくなるときまたは欠けたときは，任期の満了ま
たは辞任により退任した後も，それぞれ新たに選
任された理事または監事が就任するまで，なお理
事または監事としての権利義務を有する。

（役員の解任）
第26条　理事または監事が，次の各号のいずれかに
該当するときは，評議員会の決議によって解任する
ことができる。
（１）職務上の義務に違反し，または職務を怠っ
たとき

（２）心身の故障のため，職務の執行に支障があ
りまたはこれに堪えないとき
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（役員に対する報酬等）
第27条　理事及び監事に対して，各年度の総額が300
万円を超えない範囲で，評議員会において定める報
酬等を支給することができる。
２　前項の規定にかかわらず，理事及び監事には費
用を弁償することができる。

第７章　理事会

（構　成）
第28条　理事会は，すべての理事をもって構成する。

（権　限）
第29条　理事会は，次の各号の職務を行う。
（１）この法人の業務執行の決定
（２）理事の職務の執行の監督
（３）理事長及び専務理事並びに常務理事の選定
及び解職

（招　集）
第30条　理事会は，理事長が招集するものとする。
２　理事長が欠けたときまたは理事長に事故がある
ときは，各理事が理事会を招集する。

（議　長）
第31条　理事会の議長は，理事長とする。
２　理事長が欠けたときまたは理事長に事故がある
ときは，専務理事が理事会の議長となる。

（決　議）
第32条　理事会の決議は，決議について特別の利害
関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し，そ
の過半数をもって行う。
２　前項の規定にかかわらず，一般社団法人及び一
般財団法人に関する法律第197条において準用す
る同法第96条の要件を満たしたときは，理事会
の決議があったものとみなす。

（議事録）
第33条　理事会の議事については，法令で定めると
ころにより，議事録を作成する。
２　出席した理事長及び監事は，前項の議事録に記
名押印する。ただし，理事長の選定を行う理事会
については，他の出席した理事も記名押印する。

第８章　定款の変更及び解散

（定款の変更）
第34条　この定款は，評議員会の決議によって変更
することができる。
２　前項の規定は，この定款の第３条及び第４条並
びに第11条についても適用する。

（解　散）
第35条　この法人は，基本財産の滅失によるこの法
人の目的である事業の成功の不能，その他法令で定
められた事由によって解散する。

（公益認定の取消し等に伴う贈与）
第36条　この法人が公益認定の取消しの処分を受け
た場合または合併により法人が消滅する場合（その
権利義務を承継する法人が公益法人であるときを除
く。）には，評議員会の決議を経て，公益目的取得
財産残額に相当する額の財産を，当該公益認定の取
消しの日または当該合併の日から１箇月以内に，公
益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律
第５条第17号に掲げる法人または国若しくは地方
公共団体に贈与するものとする。

（残余財産の帰属）
第37条　この法人が清算をする場合において有する
残余財産は，評議員会の決議を経て，公益社団法人
及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第
17号に掲げる法人または国若しくは地方公共団体
に贈与するものとする。

第９章　公告の方法

（公告の方法）
第38条　この法人の公告は，電子公告による方法に
より行う。
２　事故その他やむを得ない事由によって前項の電
子公告を行うことができない場合は，官報に掲載
する方法により行う。

第10章　事務局その他

（事務局）
第39条　この法人に事務局を設置する。
２　事務局には，事務局長及び所要の職員を置く。
３　事務局長及び重要な職員は，理事長が理事会の
承認を得て任免する。
４　前項以外の職員は，理事長が任免する。
５　事務局の組織，内部管理に必要な規則その他に
ついては，理事会が定める。

（委　任）
第40条　この定款に定めるもののほか，この定款の
施行について必要な事項は，理事会の決議を経て，
理事長が定める。
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附　則

１　この定款は，一般社団法人及び一般財団法人に
関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の
認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備
等に関する法律第106条第１項に定める公益法人
の設立の登記の日から施行する。

２　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及
び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す
る法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法
律第106条第１項に定める特例民法法人の解散の
登記と，公益法人の設立の登記を行ったときは，
第６条の規定にかかわらず，解散の登記の日の前
日を事業年度の末日とし，設立の登記の日を事業
年度の開始日とする。

３　第22条の規定にかかわらず，この法人の最初
の理事長は杉山𠮷茂，専務理事は新免利也，常務
理事は星村平和及び中井武文とする。

４　第11条の規定にかかわらず，この法人の最初
の評議員は，旧主務官庁の認可を受けて，評議員
選定委員会において行うところにより，次に掲げ
るものとする。

　　　有田　和正　　　　　尾田　幸雄
　　　梶田　叡一　　　　　角屋　重樹
　　　亀井　浩明　　　　　北島　義斉
　　　木村　治美　　　　　佐島　群巳
　　　佐野　金吾　　　　　清水　厚実
　　　田中　博之　　　　　玉井美知子
　　　中川　栄次　　　　　中里　至正
　　　中洌　正堯　　　　　波多野義郎
　　　原田　智仁　　　　　宮本　茂雄
　　　山極　　隆　　　　　大倉　公喜
５　昭和45年の法人設立時の理事及び監事は，次
のとおりとする。

　　　理事　（理事長）　平澤　興
　　　理事　（専務理事）堀場正夫
　　　理事　（常務理事）鰺坂二夫
　　　理事　（常務理事）渡辺　茂
　　　理事　（常務理事）近藤達夫
　　　理事　　　　　　　平塚益徳
　　　理事　　　　　　　保田　與重郎
　　　理事　　　　　　　奥西　保
　　　理事　　　　　　　北島織衛
　　　理事　　　　　　　田中克己
　　　監事　　　　　　　高橋武夫
　　　監事　　　　　　　辰野千壽
　　　監事　　　　　　　工藤　清

賛助会員規約

第１条　公益財団法人日本教材文化研究財団の事業目
的に賛同し，事業その他運営を支援するものを賛助
会員（以下「会員」という）とする。

第２条　会員は，法人，団体または個人とし，次の各
号に定める賛助会費（以下「会員」という）を納め
るものとする。
（１）法人および団体会員　　　一口30万円以上
（２）個人会員　　　　　　　　一口６万円以上
（３）個人準会員　　　　　　　一口６万円未満

第３条　会員になろうとするものは，会費を添えて入
会届を提出し，理事会の承認を受けなければならな
い。

第４条　会員は，この法人の事業を行う上に必要なこ
とがらについて研究協議し，その遂行に協力するも
のとする。

第５条　会員は次の各号の事由によってその資格を失
う。
（１）脱退
（２）禁治産および準禁治産並びに破産の宣告
（３）死亡，失踪宣告またはこの法人の解散
（４）除名

第６条　会員で脱退しようとするものは，書面で申し
出なければならない。

第７条　会員が次の各号（１）に該当するときは，理
事現在数の４分の３以上出席した理事会の議決をも
ってこれを除名することができる。
（１）会費を滞納したとき
（２）この法人の会員としての義務に違反したと
き

（３）この法人の名誉を傷つけまたはこの法人の
目的に反する行為があったとき

第８条　既納の会費は，いかなる事由があってもこれ
を返還しない。

第９条　各年度において納入された会費は，事業の充
実およびその継続的かつ確実な実施のため，その半
分を管理費に使用する。
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内閣府所管
公益財団法人　日本教材文化研究財団

理事・監事・評議員

⑴　理事・監事名簿（敬称略）11名 （令和５年１月31日現在）

役　名 氏　名 就任年月日 就重 職務・専門分野 備　　　　考
理事長 銭谷　眞美 令和４年６月13日

（理事長就任 R.4.6.22） 就 法 人 の 代 表
業 務 の 総 理 元文部科学事務次官　東京国立博物館名誉館長

専務理事 新免　利也 令和４年６月13日 重 事 務 総 括
事 業 運 営（株）新学社執行役員東京支社長

常務理事 角屋　重樹 令和４年６月13日 重 理 科 教 育 国立教育政策研究所名誉所員　広島大学名誉教授
常務理事 中井　武文 令和４年６月13日 重 財 務（株）新学社相談役
理　事 北島　義俊 令和４年６月13日 重 財  務 大日本印刷（株）代表取締役会長
理　事 清水　美憲 令和４年６月13日 重 数 学 教 育 学

評 価 論 筑波大学人間系教授
理　事 田中　博之 令和４年６月13日 重 教 育 工 学

教 育 学 早稲田大学教職大学院教授
理　事 中川　栄次 令和４年６月13日 重 財 　  務（株）新学社取締役会長
理　事 原田　智仁 令和４年６月13日 重 社 会 科 教 育 兵庫教育大学名誉教授　滋賀大学教育学部特任教授
監　事 橋本　博文 令和４年６月13日 重 財   務 大日本印刷（株）常務取締役
監　事 平石　隆雄 令和４年６月13日 重 財   務（株）新学社取締役

（50音順）

⑵　評議員名簿（敬称略）21名
役　名 氏　名 就任年月日 就重 担当職務 備　　　　考
評議員 秋田喜代美 令和３年６月11日 重 教育心理学・発達心理学

学 校 教 育 学 東京大学名誉教授　学習院大学教授
評議員 浅井　和行 令和４年６月13日 重 教 育 工 学

メ デ ィ ア 教 育 京都教育大学理事・副学長
評議員 安彦　忠彦 令和４年６月13日 重 教 育 課 程 論

教育評価・教育方法 名古屋大学名誉教授
評議員 稲垣　応顕 令和２年５月18日 就 心 理 学

社 会 心 理 学 上越教育大学教職大学院教授
評議員 岩立　京子 令和４年６月13日 就 教育・社会系心理学

教 育 学 東京学芸大学名誉教授　東京家政大学教授
評議員 亀井　浩明 令和４年６月13日 重 初 等 中 等 教 育

キ ャ リ ア 教 育 元東京都教委指導部長　帝京大学名誉教授
評議員 北島　義斉 令和４年６月13日 重 財 　 務 大日本印刷（株）代表取締役社長
評議員 坂本　　章 令和４年６月13日 就 社会科学・心理学

科学教育・教育工学 お茶の水女子大学理事・副学長
評議員 櫻井　茂男 令和４年６月13日 重 認知心理学・発達心理学

キ ャ リ ア 教 育 筑波大学名誉教授
評議員 佐藤　晴雄 令和２年５月18日 重 教育経営学・教育行政学

社会教育学・青少年教育論 日本大学教授
評議員 佐野　金吾 令和４年６月13日 重 社 会 科 教 育

教育課程・学校経営 東京家政学院中・高等学校長
評議員 下田　好行 令和４年６月13日 重 国 語 教 育

教 育 方 法 学 元国立教育政策研究所総括研究官　東洋大学教授
評議員 鈴木由美子 令和２年５月18日 就 社会科学・教育学

教 科 教 育 学 広島大学大学院教授
評議員 髙木　展郎 令和４年６月13日 重 国 語 科 教 育 学

教 育 方 法 学 横浜国立大学名誉教授
評議員 堀井　啓幸 令和２年５月18日 重 教 育 経 営 学

教 育 環 境 論 常葉大学特任教授
評議員 前田　英樹 令和４年６月13日 重 フ ラ ン ス 思 想

言 語 論 立教大学名誉教授
評議員 松浦　伸和 令和４年６月13日 重 英 語 教 育 学 広島大学大学院教授
評議員 峯　　明秀 令和４年６月13日 重 社会科教育学 大阪教育大学教授
評議員 山本　伸夫 令和４年６月13日 就 財 務（株）新学社代表取締役社長
評議員 油布佐和子 令和２年５月18日 重 教 育 社 会 学 ・ 学 校 の 社 会 学

教師教職研究・児童生徒の問題行動 早稲田大学教育・総合科学学術院教授
評議員 吉田　武男 令和４年６月13日 重 道 徳 教 育 論

家 庭 教 育 論 筑波大学名誉教授　貞静学園短期大学学長
（50音順）
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